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発刊にあたって

このたび、本学が昭和60年度に大学構内で実施した発掘調査の記録を、「山口大学構内

遺跡調杏研究年報VJとして刊行するはこびとなった。

本学での埋蔵文化財の調査は統合移転に伴い昭和41年から実施しており、とりわけ、吉

田地区は縄文時代から江戸時代におよぶー大集落であることが明らかとなっている。また、

埋蔵文化財資料館の設立以後は、各時代の集落の生活実態、変遷過程が次第に明らかとな

ってきており、その成果として、地域の歴史をはじめとする集落遺跡研究に寄与する知見

にはゆたかなものがある。

さらに、将来の文化創造の基礎をなす文化財を、歴史・文化のなかで体系的に把握する

ためには、集落跡で得られた成果に加え、埋葬跡を含めた今後の調査・研究が望まれる。

文化財を後世に末永く保存し、活用を図ることが国民的課題となっている昨今、教育・

研究を通じ社会への貢献を使命とする本学においても、施設・環境整備と共に進む構内遺

跡の調1t. 研究および保護は、周知の遺跡上に立地する課題のひとつといえる。

しかし、両者は本質的には決して競合するものではなく、将来を展望した協調によって

円滑に進めることができるものと確信している。

最後に、発掘調介および報告書の刊行にあたり、御理解、御協力をいただいた関係部局、

各位に対し感謝の意を表したい。

昭和62年 3月

山口大学

学長粟屋和彦



序文

山口大学構内遺跡調査研究年報Vを刊行することが出来た。予算措置の厳しい状況の中

で、成果を確実に公刊することを許された学内の皆様に厚く御礼を申し上げたい。

報告の中には、四年間にわたり調壺を継続した保存地区部分の成果を含んでいる。現状

は埋めもどして整地し、説明板を掲げてあるだけであるが、将来、許されるならば史跡公

園として活用して欲しいと考え、その復原案の一部も報告書の中にのせておいた。たたき

台として将来計画検討委員会や環境整備委員会など、各方面からご検討をいただけると幸

いである。

61年度の調杏は、実働 4ヶ月をこえる。その間も報告書作成のための内業を一方では続

けた。助手 1名、非常勤職員 2名の作業量としては、能力を超えるところもある。人文学

部考古学研究室の学生諸君の援助もあって初めて作業をこなせたともいえる。埋蔵文化財

に対する傾向は、全国的にみた場合、だんだん風あたりが強くなってきているように思え

る。効率ばかりを追求する社会全般の流れが、地味な基礎作業に対する評価を小さくする

ような傾向がみえてきているようにも思える。物いわぬ埋蔵文化財にかわって、その歴史

的位置づけを、またそれが持っている意味を、出来るだけ一般の人達にもわかる、易しい

言葉で語る。そのことが埋蔵文化財を理解してくれる人を一人でも作る道であろう。

考古学の使う言葉は、自分達だけでわかり、一般に理解されないものが多い。本報告書

中の言葉も、決して上手な文章とはいえない。出来るだけ易しい言葉で、的確に表現する。

そのために館貝はもっともっと勉強する必要があろう。今後とも山口大学の構内遺跡の調

査が充実し、それが単にノルマとしての報告でなく、そこから新しい歴史的展望の開ける

ものであることを頻っている。学内・外の皆様の御支援をお顆いしたい。

1987年 3月

山口大学埋蔵文化財資料館

館長 近藤 喬



例 一ロ

1. 本書は山口大学埋蔵文化財資料館が埋蔵文化財資料館運営委員会の指示を受けて、昭和60年度

に山口大学構内で実施した調査に関し、昭和61年度末までに整理作業を終えた調査報告書である。

2. 現地における調査・研究は人文学部考古学研究室の協力を得て資料館員河村吉行•森田孝ーが

担当した。また、出土遺物の整理は同館員福島朝子・杉原和恵・奥英子が中心となり行なった。

3. 調査・研究における事務一般は事務局庶務課庶務係が統括し、実施面においては各関係部局の

事務部があたった。

4. 実測は、人文学部考古学研究室の協力のもと、遺構を河村•森田が、遺物を付篇 I については

河村、他については杉原が中心となり行なった。製図は主に奥が行ない、杉原が補佐した。本文

の執筆は河村•森田・杉原が分担して行なった。

5. 現地における写真撮影は河村• 森田が行ない、本冊子の遺物の写真撮影は河村があたった。な

お、付篇Iの遺構写真は吉田遺跡調査団の撮影によるものを使用した。

6. 石質の鑑定は山口大学理学部教授松本社夫氏、動•植物遺体の鑑定は同農学部講師宇都宮

宏氏に依頼し、懇切な御教示を得た。記して感謝の意を表したい。

7. 本書の編集は館員が協力して行なった。

8. 調査・研究においてはカラースライドを作成しており、出土遺物とあわせ埋蔵文化財資料館が

保管している。広く活用されることを希望したい。

9. 調査組織は次のとおりである（昭和60・61年度）。

調在主体 埋蔵文化財資料館 館 長 黄 基雄〔昭和60年4月1日-5月9日〕

，，， 近藤喬ー〔昭和60年5月10日～〕

館 員 河村吉行

，，， 森田孝一〔～昭和61年8月31日〕

，，， 福島朝子〔昭和60年4月1日

～昭和61年3月30日〕

，，， 杉原和恵〔昭和61年4月1日～〕

，，， 奥 英子〔昭和61年9月1日～〕

事務局 事務局長

/,, 

本部庶務部 部長

庶務課 課長

課長補佐

五田次雄〔～昭和的年11月30日〕

大谷 巌〔昭和60年12月1日～〕

内藤 信

金谷英夫

大多和泰則〔昭和60年4月1日～〕
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庶 係 長 片山正雄〔～昭和61年3月30日〕

，，，， 野村宗成〔昭和61年4月1日～〕

本田正春

岩佐厚子

杉山美由紀〔～昭和61年3月30日〕

深町洋二〔昭和61年4月1日～〕

中川イクミ〔 /,, 〕

10. 調査・研究にあたって下記の方々の多大な御協力と援助を受けた（官職は昭和60年度）。

山口大学事務局庶務部人事課長南雲修、同課長補佐吉岡隆夫、同係長西野雅博、

同係河内和郎、池本誠也、給与係長森田義富、同係藤井純朗、

松本胤明

経理部部長森川辰雄、経理課長幸文雄、主計課長進藤陸男、同課長補

佐本間健、管財係長小林和生、用度係長野沢章三、同係

浜田千春、藪達己、管理係長山村美早穂、同主任正司三喜男

施設部部長大西丈二、企画課長比嘉真義、建築課長管野國夫、同課長補

佐佐伯敦、設備課長中沢喜久雄、総務係長梅村馨、同係

三村文雄、第ーエ営係長藤井幸、同係小川賀津夫、澤谷弘美、

第二工営係長稲垣賓造、同係河田徹也、第三エ営係長平田治

電気係長亦野高志、同係小草建三、松田清司、機械係長鈴木輝美、

同係鹿嶋正則、岡田吉彦

学生部部長新中康弘、次長石丸雄亮、学生課長吉村學、同課長補佐

嶋本拓司、学生係長林季生、同主任山本直行、同係辛嶋克己、

大学会館主任端野輝昭

医学部 事務部長進藤春美、同次長堀江正、総務課長坂井友造、同課長

経済学部

農学部

教育学部

補佐西澤喜昭、管理課長兼田勝秋、同課長補佐梅原俄助、

石川俊輔、庶務係長原和男、人事係長有吉明、管理係長

森屋守、経理係長松永次郎、施設係長三浦幸一、設備係長

吉永峯生、同係吉野高己、山本安雄、持留三郎、環境係長藤井良雄、

同係秋本尚武

事務長原田晃威、会計係長中島岩弘

事務長原田政明、附属農場事務長宇山隆造、同係長末永勝己、

同係寺山幸夫、尾崎恵雄

事務長光永等、同補佐柳等、庶務係長柳洋二、会計係長
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森本茂雄、山口附属学校係長林威、光附属学校係長伊藤敏穂

人文・理学部事務長藤田善淳、同補佐宮原毅、中村義満、会計係長藤川年章

工学部 事務長大庭静男、同補佐片山美徳、会計係長石川恒夫、同主任

高崎明祈

人文学部考古学研究室

宇部シルバ一人材センター

調査補助員

磯部貫文、井出吉彦、唐口勉三、川口幸子、佐薙邦子、西山和子、向 直也、森下靖士、

吉田寛、上野文子、柏本秋生、高下洋一、定池博之、馬場道則、内山 治、鎌田ちのい、

辛嶋慎治、中原章子、南時夫、森恒裕（人文学部考古学研究室）

作業員

今住ゆきえ、浦山芳子、大隅恵美子、末岡琴美、中野満子、花村正枝、原芳子、原口順子、

藤田千代子、三川郁子、宮家静代、吉村幸子、米倉喜子、横山尚行

凡 例

1. 吉田構内における調査地区および層位、遺構の位置は国土座標を基準として北から南へ 1-24、

西から東へA-Zの番号を付して50m方眼に区画した構内地区割のA-24区南西隅を起点（構内

座標x=O, Y=O) とする構内座標値で表示する。なお、平面直角座標系第m系における座標

値 (X, Y) と構内座標値 (X' y) とは下記の計算式で変換される。

I x = X +206,000 

Y =Y+ 64,750 

2. 各遺構は下記の記号で表記した。

竪穴住居跡………SB, 土城..……SK, 不明土城………SX, 溝………SD,

柱穴……… Pit

3. 本書に使用した方位は吉田構内では国土座標を基準とした真北、他構内においては磁北を示す。

4. 標高数値は吉田構内、小串構内では海抜標高を示す。

5. 土器の実測図は下記のように分類した。

断面黒ぬり……須恵器，断面白ぬり……縄文土器、弥生土器、土師器、瓦質土器，

断面網目……陶磁器

6. 遺物の色調は農林省農林水産技術会議事務局監修「新版標準土色帖」 (1976)に準拠した。

-m — 
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第 1章 昭和60年度山口大学構内遺跡調杏の概要

山口大学構内には縄文時代後・晩期から近冊にかけての集落跡の所在する吉田地区をは

じめとして県内各地に分散する附属施設を含めた各地区に周知の遺跡が埋存している。

山口大学埋蔵文化財資料館は学内共同利用施設として、これら各地区において現状変更

を伴う諸工事に際し、埋蔵文化財保護の観点から調介・研究を行なっている。すなわち、

埋蔵文化財調介を要する場合は、埋蔵文化財資料館運営委員会の議を経て、周辺における

既往の調杏結果や工事内容等を勘案しながら、埋蔵文化財に対する影押の度合に応じて立

会、試掘および事前に区分した各調介方法に準拠して発掘調介を実施し、保護措間を講じ

ている。

今年度は試掘調~4 件、立会調~18件の計22件の調介を実施した (Tab. 1)。

Tab. 1 昭和60年度山口大学構内遺跡調介一覧表

調査
調 旦木 地 区 構内地区 構内地区割

調査面積
調査期間 挿図番号

区分 (rri汀

試 医学部外来診療棟新営予定地 小串構内 409 
5月24日～ Fig .116 

7月10日 -8 

掘 大学会館環境整備地区 吉田構内
L-14 

592 
7月11日～ Fig .115 

L・M・N-15 8月6日 -62 

調 医学部基礎研究棟新営予定地 小串構内 11 7 月 1s~17 日
Fig.116 

-9 

旦フ 医学部看護婦宿舎改修予定地 小串構内 25.5 12月9・108
Fig. 116 

-10 

経 済 学部環境整備地区
吉田構内

K-21 
5 7月12日

Fig .115 

（樹木移植地区） L-20 -63 
立

11月786 , 2 農学部附属農場飼料園排水溝
吉田構内 R-16~19 30 月268, 1年

Fig .115 

修復整備地区 4月23・24日 -64 
会

農学部附属農場農道改修地区 吉田構内 V-15・16 325 11月26日
Fig.115 

-65 

調

教育学 部 環 境 整 備 地 区
吉田構内 I・J-19・20 430 12月3日

Fig.115 
（樹木移植地区） -67 

フ旦

中央ボイラー棟車止設置地区 吉田構内 O・P-16 2.5 12月13日
Fig.115 

-68 

- 1-



昭和60年度山口大学構内遺跡調介の概要

調査
調 旦＊ 地 区 構内地区 構内地区割

調査面積
調査期間 挿図番号

区分 (ni汀

大学会 館環境整備地区
吉田構内 ， 12月23日

Fig.115 

（樹木移植地区）
L・M-15 -69 

交 通標識設潰地区 吉田構内
J-20,N-14 

3 12月23日
I Fig.115 

0-18 -70 

立
農学部解剖実習棟周辺環境整

吉田構内 P・Q-17・18 16 2月10日
Fig.115 

備地区（実験動物運動場設骰) -71 

理学部環境整備地区
吉田構内 N-20・21 4 2月10日

Fig .115 
（藤棚設謹地区） -72 

農学部附属家畜病院環境整備
吉田構内 S・T-19 

I "20 " t I'月"" "• HS 
地区（アスファルト舗装地区） -73 

会 医学部看護婦宿舎改修地区 小串構内 12月3fl -1 I F;g.116 
-11 

医学部環境整備地区
小串構内 40 1月14日 Fig.116 

（樹木移植地区） -12 

工学部尼 山 宿 舎 擁 壁 取 設
常盤構内 10月18日 Fig. 46 

および下水管改修地区

調 工学部受水槽総改修地区 常盤構内 1月27日
Fig.117 

-3 

教育学 部附属山口小学校
亀山構内 9月5日

Fig .118 

散水栓改修地区 -2 

教育学部附属山口中学校
亀山構内 2 9月25日 Fig. 49 

球技コート整備地区

旦フ
教育学部附属幼稚園

椙山構内 1 3月4日
Fig .118 

環境整備地区（樹木移植地区） -3 

教育学 部 附 属 光 中 学 校
光 構 内 1 11月15日

Fig .119 

外灯改修地区 -3 

熊野荘給湯機器取設地区
山口 市

7 1月13日 Fig. 52 
熊野町

吉田地区の調在

試掘調介 l件、立会調介10件の計11件の調介を実施した。

大学会館環境整備に伴う試掘調杏は、昭和58年度に古墳時代～室町時代の井戸や畿内系

瓦器、黒書須恵器、石製跨帯、木簡を含む多址の遺物が出土した、大学会館敷地部分南側

-2-



8田地区の調介

の丘陵で実施したものである。環境幣備予定地である前庭部は上・下二段に造成されてお

り、上段部分では、昭和57年度の試掘調在で弥生時代～室町時代の多数の遺構が検出され

ており、当該地域が学内でも遺構の分布密度が極めて高い地域のひとつとして位置づけら

れている。しかし、下段部分においては埋蔵文化財に関する具体的な資料がなく、環境整

備に伴う現状変更によって埋蔵文化財に影押を及ぼす可能性があることから、試掘調介に

よって、事前に遺物包含層、遺構の分布状況およびその検出面までの深度を把握し、環境

整備計画との整合をはかろうとしたものである。

その結果、弥生前期末～中期初頭の貯蔵用 穴、後期後半の竪穴住居跡をはじめとして

弥生時代前期末から平安時代にかけての土堀、溝、柱穴多数を検出し、旧地形や集落の立

地、規模、構造、変遷を知る好資料となった。

また、遺物包含層からは縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、輸人陶磁器、瓦質土器、

石斧など、縄文時代から鎌倉時代前半にかけての多鍼の土器、土製品、石器のはか、鉄製

品、鉄滓、磁器窯の隈体などが出土した。縄文土器は後期に遡る i•T 能性のある粗製の深鉢

で、当地域における集落の開始時期を遡らせる資料である。また、滑石、黒曜石の原材も

出土しており、原産地から消費地への供給過程を知るうえで貴重である。

これらの遺構、あるいは遺物包含層が後枇の削平により検出されなかった環境整備予定

地下段の束北端部においては当初の計画どおり整備が実施されることとなったが、遺物包

含層の原＜堆積している地域での植樹等に対しては立会調介、また学術上良好な遺構の埋

存が確認された地域では、遺構面に達しない環境整備を実施することで合意が得られた。

10件実施した立会調究のうち、農学部附属農場飼料園排水溝修復整備に伴う立会調査で

は奈良～鎌倉時代の河川跡を検出し、この河川によって区分される少なくとも二つの集落

の存在が想定された。この河川跡からの輛口と鉄滓の出土は、その集落内における製鉄の

可能性を示唆するものとして典味深い。「遺跡保存地区」北東方で実施した教育学部環境整

備に伴う立会調在では、小規模な谷が確認され、弥生～古墳時代前期の集落立地、規模を

推定する資料となった。中央ボイラー棟車止設置に伴う立会調介では、 9世紀後半のもの

と思われる須恵器が出土した。また、大学会館環境整備に伴う立会調在では、弥生土器、

土師器、須恵器、輸入陶磁器、石鍋、砥石、鉄滓等が出土した。墨書のある土器は大学会

館敷地部分についで本学では三例目で、奈良時代末～平安時代初めの一般の集落と機能を

異にする官術、荘所等の存在を傍証する資料として注目される。
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昭和60年度山口大学構内遺跡調介の概要

小串地区の調在

試掘調~3 件、立会調在 2 件の計 5 件の調介を実施した。

医学部キャンパス南東部で実施した外来診療棟新営に伴う試掘調介では、顕著な遺構は

検出されず、過去の調介でも伺キャンパス内に普遍的に堆積しているグライ化した青灰色

ないしは青黄灰色粘土層より、周辺地域からの流入品と考えられる中世～近代の遺物若十

が出土したにとどまった。基礎研究棟新営に伴う試掘調在でも、攪乱土下位に同層の堆積

が認められるが遺物はなく、同層の不安定な遺物の包含状況を示している。したがって、

キャンパスを二分して走る市道の南西側では、今後、まだ調査が行なわれていない第一・

ニ病棟および給食棟を含むキャンパス中央部を中心にした地域での、同層の有無と遺物の

包含状況、および地山の確認が望まれる。

一方市道を隔てたキャンパス北東部地域では、看護婦宿舎改修に伴い試掘、立会調杏、

および樹木移植を中心とした環境整備に伴う立会調介を実施したが、近世の陶磁器若1こが

出土したにとどまった。しかし、調介面積が極めてせまく同地域での埋蔵文化財の具体的

な埋存状況を把握するには、さらに、周辺地域でのより広汎な調介による資料の蓄積が必

要であろう。

常盤地区の調介

立会調it2件を実施した。

キャンパス北東端部付近の受水槽改修地域のすぐ西には北へ開く谷が残存しており、現

在のグラウンド周辺はこの谷を造成埋積したものであるという。立会調介では薄く堆積す

る攪乱土匝下に黄橙色粘土の地山が検出され、東からの丘陵の谷への落ち込みが急峻であ

ったことを示すとともに、丘陵部分での構内造成による大規模な削平が予想される。

また尾山宿舎では擁墜取設等に伴い南端部分で立会調介を実施した。同宿舎敷地内では

地山が南へ下降し、比較的旧地形を残している南西部分での調査が今後の課題となった。

その他構内の立会調介

教育学部附属幼稚園、山口小• 中学校の所在する亀山構内、教育学部附属光小• 中学校

の所在する光構内等で計 5件の立会調介を実施したが、工事に伴う掘削深度内では顕著な

遺物、遺構は検出されなかった。

（河村）
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Fig. 3 出土遺物実測図

和初期の遺物を多贔に含む少なくとも 2本の溝状の土器溜めが検出された。 その下位標高

約 1.3m以下が少なくとも非人為的な堆積層で、土師質土器、瓦質土器、国産掏磁器若十

を含む原さ約20cmの灰青色粘質土、砂礫層と続き、東半部では赤褐色風化礫からなる岩盤

が検出された。

D トレンチ

共同溝埋設予定地のほぽ中央部の屈曲部分に南北に設定した 3.5mXlOmのトレンチで

ある。現地表面標高約2.20m。現地表下約80cmに旧耕作土が残存する。 またその下位に堆

積する淡灰黄褐色砂質土上面で C トレンチ同様の土器溜めが検出された。以下、標高約

1.3mに堆積する土師質土器、瓦質土器、国産陶磁器などの遺物若干が出土した青黄色粘

質土、青灰色粘質土と続き、北端部では青灰色砂礫層が認められる。

3
 

遺 物 (Fig. 3' PL. 4 (3)) 

C・Dトレンチから土師質土器、瓦質土器、国廂陶磁器が出土した。

土師質土器には鼎、甕がある。 1は鼎脚裾部で磨滅、象IJ落が粋しい。 2は肥原する口縁

部が内傾する甕で、外面ナデ、内面タテハケののちナデft上げ。 l、 2とも胎土不良、焼

成良好。 lは淡橙褐色で、 二次的な加熱を受け部分的に淡紫橙色を吊する。 2は茶灰色を

星する。

3は陶器甕で、ほぼ直立する口縁部をもち、端部が断面三角形状に肥原してわずかに外

上方に立ち上がる。胎土はJ火色～黄灰色で、赤茶色の釉を施すが、

り口禿となっている。焼成は良好。

口縁端部は釉を欠き取

4 - 6は磁器。 4は青磁の小壺。水平に近く短く屈曲する口縁部下に半球状の突起をも
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つ。胎土は灰白色で灰色の釉がかりは原いが、口縁部内面は露胎である。 5は染付小鉢。

体部下位で屈曲し、そのまま直立して口縁部にいたる。外面草花文、内面上端部に菱形文

様を暗青色の呉須で絵描きを行なう。 6は染付婉の口縁部。外面にi蜀青色の呉須による一

条の圏線下に丸に網目文をいれる。一部に貰人がみられる。

4 小結

今回の調介は共同溝を含む新営面積約3600m2のうち約11%にあたる約 390m刊こついての

4本のトレンチによる試掘調介であった。出土遺物には C・Dトレンチの青灰色ないしは

青黄灰色粘質土からの土師質土器、瓦質土器、国廂陶磁器など若t、こがある。また、中批か

ら近代にかけての各時期のものが混在しており、磨滅、象IJ落も粋しいことから周辺からの

流れ込みによるものと考えられる。なお、 A・B両トレンチでも [ii]層に対応すると考えら

れる堆積層が検出されたが遺物は包含していなかった。

また、 C トレンチでは遺物包含層の下位に、調介区東方に近接する真締川の旧河道ない

しは氾濫によってもたらされたと考えられる礫層がトレンチ内ほぼ全域にわたり検出され

た。このことは、カルテ倉庫東方において現在の真締川がキャンパス内に入り込むように

蛇行して南流していることからも推察され、 C トレンチからその北方の駐車場およびキャ

ンパス内を北西ー南東に貫く市道南半部付近にかけての地域には、少なくとも中枇以前に

遡る遺構の埋存する可能性は極めて小さいものと考えられる。

また、昭和58・59年度に体育館新営に伴い実施した調査地域における遺物の埋蔵量と比

較すると、包含する堆積層の厚さにはあまり差違は見られないものの、外来診療棟新営予

定地における出土量は極めて少なく、かつまた中世に遡ると思われる遺物の出土量も少な

い。したがって、外来診療棟新営予定地およびその北方の駐車場の地域は、遺構の埋存す

る可能性および遺物包含層の遺物の包蔵量いずれとも極めて小さい地域であるものと推察

される。

したがって、市道以南の第一・ニ病棟および給食棟の存在するキャンパス中央部を除い

た地域では、今後、過去の調介結果に準拠した諸開発による後冊の堆積層の厚さに対応し

た立会調介等が至当と考えられ、これをもとにさらに詳細な伺キャンパス内の埋蔵文化財

の分布状況が把握されるものと考えられる。

（河村）
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柑位・遺構

えないが、現時点では径約 4m前後を測る平面円形の土堀と推定される。未完掘のため深

さ、断面形についても不明であるが、少なくとも深さ 1.2m以上あり、競面は垂匝気味に

内傾し掘り下がるが、一部袋状を星する部分もある。遺構の土層堆積は上面から約 1m掘

り下げた間で 7層の土層が認められ、いずれの土層も地山の土が小プロックで多数混じっ

ており、掘削調介範囲内の部分は人為的な埋め込みによるもので自然堆積ではないと考え

る。なお、遺構上面より深さ約70mの地点で、弥生時代中期末～後期前半の甕二個体を検

出した。本土城の機能、用途としては貯蔵用竪穴の可能性があるが、未完掘のため断定し

かね結論は将来の調在に譲る。

(2) B トレンチ

調介対象地の西端、 A トレンチの南側に位置する。土層堆積状況は、 x=490より北側で

は約50-80crnの埋め土があり、その直下に旧耕作土、床土が残る。その下は地山であり、

遺物包含層は遺存しないものの遺構が若十散在する。 x=483-490の間では約80-90crnの

埋め土があり、直下は地山である。また x=483より南側ではさらに約30-40crn深く地山

が掘り込まれている。さらに x=480から南側では地表より約50-80crnの埋め土下に旧耕

作土、床土があり、その下に遺物包含層が堆積する。遺物包含層の原さは x=481では約

10cm程度であるが南方へ向かって漸次原くなり、 x=470では約40cmにおよぶ。

遺構は南半部に集中し、北半部では稀薄である。この要因は北半部では遺物包含層が遺

存していないことから、後世の遺構面削平の度合が高いためと察し、本来の遺構分布状況

を示すものではない。

第 1号竪穴住居跡

トレンチ中央やや南寄りの地点に位置する。東西輻は調介区外に及ぶため不明であるが

南北幅は約6.0mを測る。深さは西陛際に幅40cmのサブトレンチを設定し遺構埋土を掘り

下げたところ約20cmを測る。床面は平坦で、陸溝は確認できなかったが、柱穴を検出した。

埋土は黒褐色粘土の単一層である。

遺物は埋土上層から壺．甕• 高杯などが出土した。時期は弥生時代後期後半。

(3) C トレンチ

x=477より北側では遺物包含層は既に削除されており、また地山面まで間に旧耕作土の

層もなく大学設置造成以後の埋め士のみの部分もある。遺構面までの深さは北端部で最も

浅く、現地表面下約15-20cmで地山を検出する。なおトレンチ内北側で新しい時代の造作

とみられる約20cmの段差が二箇所にあり、その段差は東南から北西にかけて並走する。
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x=477 より南側では暗褐色土• 黒褐色粘質土の二つの遺物包含層が遺存し、南へ向かって

地山の下降に伴い漸次厚くなる。なお南端部において遺物包含層上面までは表面下約60-

70cm、遺構面までは約90cmを測る。

遺構は中央部分から南側と北端部付近に遺存し、近年の造作とみられる段差の下段部分

ではその削平のため遺構の分布は稀薄である。トレンチ内南端部東側では D・Eトレンチ

でも認められる不明土城の上端が確認できた。

第 3号土堀

トレンチの北端部に位置する。平面は円形を見し、長径 212cmX短径 208cmで、床面積

約3.45面を測る。土城の断面形は競面が底面から外傾ないし垂直に立ち上がる部分や、袋

状を星する部分があり、一様
y =607 

~ 

/
J
-

22.20m 

"喜L =ご／，， 
1 暗茶褐色砂質土////ア1//////8 暗茶褐＆砂質土(7層よりやや暗い炭多く含む）

2 暗茶褐色砂質土'(l層より明るい） 9 茶褐色粘質土

3 暗茶褐色砂質土 (2層より暗い） 10茶褐色粘質土（地山上混しる）

4 明茶褐色砂質土 (3層土多く含む） 11 茶褐色粘質土（地山土多く混じる）

5 暗黄褐色粘質土 (3層土含まない） 12茶褐色粘質土（地山±少駄混， 9層より粘件強）

6 明茶褐色砂質士 (4層より 3層土少ない） 13暗茶褐色粘質土（地ll」土黒褐色七混じる）

7 暗茶褐色砂質土（プロ J ク状の粘土含む） 14明茶褐色砂質土（地山土滉しる）

Fig. 8 第 3号土城実測図

でない。ただし本例の場合、

上面から床面までの深さが平

面の大きさに比べて浅いこと、

また現地形の状況からも勘案

して、現状において上部がか

なり削除されていると考えら

れること、さらにまた下関市

綾羅木郷台地遺跡などでは、

床面積 3.0m2以上のもののほ

とんどが袋状の断面形を星す

る事実があることから、本竪

穴に関してはいわゆる袋状竪

穴であった蓋然性が裔いと察

する。床面は平坦ないしは中

央に向かって内傾している。

貼床の痕跡は認められなかっ

たが、床面中央部分に長径

70cm、短径66cmで、深さが最

大70cm、最小56cmを測る Pit

を造作している。

-16-



¥ X =480 

Ix =490 

y =588 

゜゚- I -P=- 0
0
 

゜
0
0
 

。
答゚

゜。゚
r' ~ ~、 0

J ヽI ,_、
I ヽ

a) I )  
＾
 

゜゜゜◎
゜

y =591 

I x =480 

゜
゜゚ ゜゜ ゜゜゜ ゜

C゚)o 

゜ ＆ 
゜＿こ

.. ( 
tc:::::: H -―' 

゜゚
r--.,_ ゜ ¥ I 

,.,.., 

ヂ

Bトレンチ

゜

。ニ

e。。。
゜

4m 

I x =490 

y =608 

Cトレンチ

Fig. 9 B・Cトレンチ遺構配置図

-17・18--



I x =480 
Ix =490 

-+ F 

゜゜
゜

゜゜
゜゚゚

0
0
 ゜

Q
 ゚゚00  

0。%
tP ゜

y =621 

Dトレンチ

¥x=480 

¥ X = 490 , てこ一--, 

゜ ゜ ＼＼ど =636

゜゚゜
I ,r--... 

゜ ゞ＼

゜0゚ () @O 

゜Eトレンチ

I Ix =470 

¥x =480 
¥ X =490 

゜
--~- ゜' ’ 

II II~53 

゜ 1 「•• • ． 
゜゚ ゜
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柑位・遺構

遺構内の土層堆積は、上面から床面まで12層の砂質土、粘質土に分けられる。遺物は、

l層で小中型の石類と弥生時代前期末および中期初頭の土器片が充墳した状況で検出され、

人為的な埋込によるものと考える。また 2層、 3層、 6層で弥生時代前期後半の土器を若

+包含したが、それ以外の層では出土遺物は稀少であった。なお、 8層には炭が多く混入

していたが、それが原位置での焼成によるものか、二次的堆積かは不明である。床面 Pit

は、埋土が砂質土、粘質土の上下 2層に分かれるが、遺物は皆無である。

(4) D トレンチ

調介対象地のほぽ中央部に位置するトレンチである。土層堆積は、 x=485より北側では

約10-20cmの表土下は直ぐに地山である。地山面はほぼ水平で、後枇の削平を受けている。

x=485より南側には不明土城があり、地山面が緩やかに南に向かって傾斜していき、 トレ

ンチ南端部では深さ約 1.7mにおよぶ。その間は上部に厚さ約50cmの埋め土、約20-30cm

の旧耕作土、床土があり、以下遺物包含層の粘質土層が堆積する。

遺構は、 .r=485より北側ではすべて地山面で検出された。遺構の数は比較的多くみられ

るが、土堀などは近世以降のものが多い 0 .r= 485より南側では遺物包含層の一つでもある

黒褐色粘質土の上面で柱穴などの遺構が確認され、遺構面が少なくとも二面以上ある可能

性が推定しえる結果が得られたものの、地山面で柱穴、溝等の遺構が遺存するかについて

は地山までの掘削範囲が少ないため断定しかねる。

第 4・5号土城

径約70-75cmの平面円形の土城で、両者とも素焼きの大型の甕が出土した。第 5号土城

の方では底部を打ち欠いたものが設置したままの状況で検出された。時期はいずれも近世

と推定し、用途として耕作に伴う肥料だめの可能性が考えられる。

不明土城

x=485より南側に広がる大きな落ち込みである。南端部では現地表面から深さ約1.8m

にもおよび、さらに南に向かって下がっている。この不明土城は C・Eトレンチでも確認

され、かなり大規模なものであることが推定できる。検出確認範囲が部分的なため、現時

点において性格・機能については断定しかねるものの、一推定として旧地形における谷頭

先端部分とする考えがある。

(5) E トレンチ

.r=478から北側の範囲では、厚さ約20-30cmの置土下は Cトレンチ北側部分と同様にす

ぐに地山面であり、南側では置土の下に旧耕作土が広がる。 x=475より南には不明
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土城の落ち込みがある。

遺構の分布状況は、両端部まで広い範囲で認められる。なお北東部分に空白部分がある

が、この部分は大学設置造成時と思われる削平のため、既に遺構が消失したと考える。遺

構は、 x=475より北側ではすべて地山面で検出された。南側では不明土城の埋土となって

いる包含層中において、柱穴の掘り込みが認められ、幾つかの遺構面が存在することを確

認できた。

(6) F トレンチ

調介対象地最東部に位置するトレンチである。地山面までの土層堆積はトレンチの範囲

すべて表土および埋め土であり、遺物包含層は南端部の一部で若—+遺存するのみである。

北端部と南端部で大学設置造成時の造作と考える段があり、地山面までの深さは北端部で

約15cm程度、南端部の最も深い所で約85cmを測る。

遺構は南端部付近に残存し、すべて地山面で検出された。中央部から北側での遺構は後

世の削平のため消失したと考える。遺構の種類は柱穴であり、埋土掘削の結果、弥生時

代• 鎌倉時代のものがある。

（森田）

3 遺物

(1) 遺構出土の遺物

確認した遺構は、 F トレンチのみ完掘し、 A-Eトレンチ内ではほとんどを検出しただ

けの段階にとどめ再び埋め戻している。そのため、遺構に伴う遺物もその全容を示すには

全らないことをご了承鞘いたい。

A トレンチ第 1号土城出土遺物 (Fig. 11, PL. 13-(1)) 

l、 2ともに甕で、かなり風化している。 1はおそらく斜上方に強く屈曲する口縁と、

丸底に近い平底をもつものであろう。粘土継ぎ Hでの象IJ離が著しく、器岐にも継ぎ目がは

っきり現れる。内面横方向、外面縦方向の刷毛目が認められる。 2は底部を欠くがほぼ完

形に復原できた。外面は縦方向の刷毛調整で頸屈曲部に指頭痕が顕著に残る。器様が薄く、

内血は摩耗のため調柩不明。 1 、 2 ともに外面には煤が付済。他に中期の遺物片を若—r含

み、弥生時代中期末～後期前半に比定できよう。

B トレンチ第 1号竪穴住居跡出土遺物 (Fig. 12・13, PL. 13-(2)・17-(1)) 

土器 (Fig. 12) 壺、甕、高外が出土した。他の遺構に比べ風化の激しいものが

多い。特に 1・4などは器表の保存状態が悪く剥離が杓しい。
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Fig. 11 Aトレンチ第 1号士城出土遺物実測図

’’ ’’ 

10cm 

1・2は壺頸～肩部。 1は外面にわずかに斜め刷毛が観察できる。粘土継ぎ目での剥離

が苫しく、眉部内面は器表も剥げ落ちている。 2は器隈が薄く、頸部突帯の上半と下半に

それぞれ逆向きの刻みを巡らせるが、上下は対応しない。 3は壺口縁部。このタイプの複
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Fig. 12 B トレンチ第 1-~-竪穴住居跡出土遺物文測図（土器）
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遺物

合口縁壺にしては小ぶりである。

屈曲部の外面には突帯状に粘土紐

を貼り付け刻みを入れ、内面には

指頭痕や爪痕が残る。全面横ナデ

仕上げ。 4は完形に復原できた壺

で、半身を欠いた状態で出土した。

ロ縁中位はやや膨らみ、胴部最大

径付近の器墜が特に薄くなってい

Fig. 13 ゜
0 3 cm 

I I I I 
Bトレンチ第 1号竪穴住居跡出土遺物実測図（石器）

る。器表の象IJ落が著しい。 5はおそらく壺肘部上位の突帯部分。壺は、他に丹途りの破片

もあるが図化できない。

6 -11は甕口縁部。 6はあまり張らない胴から緩やかにカープしてやや外反する口縁部

にいたり、端部にはしっかりした面を作る。 7は跳ね上げ口縁をもつ。 8は口径の割にロ

縁が短く、屈曲部はやや甘い稜をつくる。 9は他に比べ堅緻で、かなり張る胴になるもの。

内面は斜め刷毛。 10はやや上がり気味の平底の底部。内面強いヘラナデ、外底面不整ナデ。

胎土中の長石粒が器面に浮いているのが目立つ。 11は肩部で、外面縦刷毛の後刷毛原体で

刻みを施す。内面はヘラナデ。

12・13は裔坪口縁部。 12は屈曲部が肥厚し、端部は面をなさない。 13は盤状の士不部をも

つもので、立ち上がりの部分を貼り付けている。

14は、高杯脚部とするには内胄しすぎており、おそらく小形の壺の体部ではないかと思

われるが、内面に明確なシボリ痕がみられ疑問が残る。二氷的な火熱による赤変が認めら

れる。

石器 (Fig. 13) 1点のみの出土。

ややi蜀った水晶（石英）の縦長紺l片を素材とする二次加工のある剥片で、先端部を欠損

する。正面左側縁が刃部にあたるものと思われるが、上半部のパティナは古く、使用時の

剥離痕と思われる。正面側の調整剥離は裏面に比べてやや急傾斜である。裏面は上方向か

らの打峡がうまく抜けず、階段状の剥離を起こしており、素材の闇まりを除去するように、

やや大きな粗い加工痕が認められる。正面右側縁は不定方向からの剥離作業による剥離面

によって構成されている。

以上、第 1号竪穴住居跡からは、若干中期の遺物を含むが、ほぼ後期後半を中心とした

遺物が出土した。石器は流れ込みの可能性がある。
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C トレンチ第 3号土城出土遺物 (Fig. 14・15, PL. 14-(1)・17-(2)) 

土器 (Fig. 14) 壺と甕のみ出土した。

1は口縁と頸との境に段を削り出す壺で、内面は横方向のミガキ、外面は横ナデ。 2は

1同様の段をもつ壺で、口縁端部に刷毛原体により 1条の沈線を施す。 3は壺頸部。注口

風の内部突帯を貼り付ける小型品で、内面には指オサエによる稜が残る。内面横ナデ、外

面刷毛後ヘラミガキ。 4-7は壺肩部片。 4は、頸との境に段を削り出し、肩にタマキガ

イで施文。文様は木葉文になるものと思われる。内外面ともミガキ。 5は内外面ミガキ後

横ナデで、無軸の羽状文をタマキガイにより施す。 6の内面は刷毛後ミガキだが粗い。外

面は胴に M字形突帯を貼り付け、同じくタマキガイにより沈線と有軸羽状文を施文する。

7は外面刷毛後ミガキ。列点はミガキの前に施されており、列点を避けてミガキをかける

ため、列点周辺のみ縦刷毛が顕著に残る。

8・9は甕口縁。 8は張りのない胴から如意形の口縁へと続くもので、端部には退化し

た刻みが入る。内面は丁寧なナデ、外面縦刷毛後横ナデ。 9は短い口縁部がほぼ直角に近

く外反する。内外面とも刷毛目が顕著に残るが、それぞれ異なる原体を使っている。

10-14は底部で、 10・13・14は甕、 11・12は壺になるものと思われる。 10は器面荒れが

ひどくほとんど剥落しているが、わずかに残る底部外面は二次的火熱により赤変している。

11はどっしりした平底で、内面は強くナデている。 12は低い上げ底で、内面は粘土継ぎ目

で剥離しており外面は太い刷毛目が残る。 13・14は上げ底のもので、ともに内底面は指オ

サエ痕明瞭。 13は14に比べ底部がややふん張る。内面ミガキ、外面縦刷毛で、煤多羅に付

着。 14は13よりも上げ底がきつい。内面ナデ、外面縦刷毛後ナデ。

石器 (Fig. 15) 打製石斧 1点のほか、石核、剥片、および用途不明石製品があ

る。なお、図化しなかったが、加工痕のないチャートとメノウの小円礫も出土している。

1は扁平な打製石斧で下半部を欠損する。刃部と頭部の区別が困難であるが、掘り鍬と

しての機能をもつものであろう。正裏両面とも自然面を大きく残しているが、正裏両面上

半部では節理面での剥落痕が著しい。また、ほぼ全周縁に粗い調整加工が施されているが、

左右両側縁中央部はノッチ状の剥離痕が認められる。

2は用途不明の石製品として図化したが、顕著な加工痕が認められず、単なる自然転円

礫の可能性もある。器表は極めて滑らかで、中央左寄りに径約3.5cm、深さ約0.7cmの円形

の凹みがある。意識的に使用したとすれば、性的シンボルの機能をもつものかもしれない。

3は大形の石核で、剥片剥離作業は裏面を除く各面で行なわれているが、正面上半部、
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Fig. 14 Cトレンチ第 3号土城出土遺物実測図（土器）

左側面上端部および裏面に自然面を残しており、剥離作業はあまり進行していない。打面

を頻繁に転位する石核で、石核正面および下面の剥離作業は主に右側面を打面とし、左側

面は底面および裏面側を、上面は裏面および右側面を打面としており、全体の形状は直方

体に近い。打面はいずれも複剥離面である。最大幅 5-6 cm前後の縦長もしくは横長の剥

片を目的剥片とする。珪質凝灰岩。

4・5はおそらく 3の石核を栂岩とすると思われる剥片であるが、接合はしなかった。
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4は横断面三角形を呈する厚手、大形の縦長剥片で、正面左半部に自然面を残す。正面左

側縁はヒンジフラクチャ一気味になっている。上面には複剥離打面を残し、裏面は主要剥

離面である。 5は正面に自然面を残す横長剥片で、下端部には使用時のものと思われる剥

落痕が認められる。 6-12は剥片。 6は裏面が主要剥離面であるが裏面右方向からの加撃

によってネガティブバルブを除去している。 7は裏面を主要剥離面とし、裏面右側縁に打

面が残存する。正面上半部に自然面を残しており、下半部は右側縁を打面とする小さな剥

離痕が認められる。 8は自然面の残る上面を打面とし、正面側が主要剥離面である。正面

右側縁下半を中心に細かな剥落痕が認められ、使用痕の可能性がある。 9は裏面が主要剥

離面で、剥片剥離後、自然面の残る正面下端部に打面調整を加え、正面側からの加撃によ

って素材の打面を除去している。 10は裏面が主要剥離面で、自然面である裏面右側縁に打

面が残存する。裏面左側縁は剥片剥離後、裏面を打面とする剥離面が形成される。正面上

半部には右側縁方向からの樋状の剥離痕が認められる。 11は不定方向からの加整による剥

離面をもつ。正裏両面中央部には稜を有する。 12は寸づまりの縦長剥片。裏面側が主要剥

離面で、正面上縁に打面が残る。正面左側縁下半には裏面からの加繋による幅広の加工痕

が認められる。 6-10は黒曜石で、 6は不純物が多い。 11は水晶、 12は讃岐岩質安山岩。

チャート小礫は、最大長 1.9cm、最大幅 1.5cm、最大厚 0.8cm、重さ 1gでえんじ色。

メノウ小礫は最大長 2.5cm、最大幅 1.3cm、最大厚 0.9cm、重さ 4gで橙色。ともに人為

的な加工痕はなく自然礫と思われるが、石器原材の可能性もある。

第 3号土城の土器は弥生時代前期末～中期初頭のものが混在し、層位的な時期差を認め

ない。石器剥片は、すべての個体が自然面を残している。黒曜石には姫島産のものがなく、

包含層から姫島産黒曜石の原石や剥片が出土しているのと対照的である。珪質凝灰岩のも

のは、剥片 2点と石核 1点が出土しており、接合はしなかったが、一次的な剥離時の剥片

の大きさを示す資料として注目される。

動物遺体• 植物遺体

第 3号土城北半部において、床面から約10cmまでの埋土（ほぽ 9層以下に対応する）を

取り上げ水洗した。以下、農学部講師宇都宮宏氏による鑑定結果報告を記す。

出土した動物遺体と植物遺体は、各々一体ずつであった。

動物遺体は頭部 1と翅 2が各々分離して出土しているが、同一個体のものと見られた。

鑑定の結果、甲虫のオオヒラタシデムシ (Eusilphajaponica Motschulsky) の雌である。こ

のオオヒラタシデムシは現在各地に多数生棲しており、動物の腐敗物に集まる虫である。
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植物遺体は果実（種子）と翼が離れて出土しているが、同一のものと考えられ、鑑定の

結果、イロハモミジ (Acerpalmatum Thunb. subsp. palmatum) である。果実内の内容物は

充実しておらず、不稔状態である。すでに鮮新世 (150-1000万年前）時代の化石が出土

している。

D トレンチ第 4号土城出土遺物 (Fig. 16, PL. 14-(2)) 

埋甕の口縁部と思われる。口縁は肥厚し、内面に段をもつ。端部は水平に作り、外面ロ

縁下に 1条の沈線を施す。胴部内面は風化により調整不明、あとは刷毛のちナデ。

D トレンチ第 5号土城出土遺物 (Fig. 17, PL. 14-(3)) 

1は埋甕。幅 5- 6 cm前後の粘土帯を積み上げて成形し、器壁は 7-8 mm程度と薄い。

内面は刷毛の後ナデを施しており、木口を使用した当て具痕も残るが、刷毛と当て具の前

後関係は不明。外面は風化が著しく調整不明。

2 - 8は埋甕内検出遺物。 2は須恵器坑の底部。内面見込みに沈線状の段を有する。

3・4は土師器皿。 3は器殿が薄く、底部外面は糸切りで板目が残る。内面中央には煤の

ようなコゲが付着しており、灯明1IIlかと思われる。 4は坪になる可能性もある。 5・6は

屈篠で、 5は土師器、 6は瓦質土器。ともに、底部内外面と口縁端部付近に煤が付着して

いる。 5は外面に指オサエ痕が著しい。 7は陶器甕の口縁部。内面に縦の筋目が残るが全

体に丁寧な回転ナデ。 8は染付磁器の底部。釉はやや原めに全体にかけ、畳付部はカキ取

るが、高台外面は釉が垂下しきらず、露胎のままの部分もある。

F トレンチ柱穴出土遺物 (Fig. 18, PL. 14-(4)) 

lは弥生土器の壺で乳頭状の底部をもつ。風化が著しいが、底部内面にわずかにクモの

巣状の刷毛目が残る。器競が非常に薄く、おそらくケズリを行なっているものと思われる。

2は土師器の甕口縁部。頸部から内彎しながら立ち上がり、端部は外反する。布留式の範

疇におさまるものであろう。風化のため調整不明。 3は鎌倉時代の土師器皿でほぽ完形品。

外面体部下位を一且凹ませて、上半をやや内彎気味に引き上げる。底部は回転糸切り。

(2) 包含層出土の遺物

土器 (Fig. 17・18, PL. 15・16) 縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、瓦質土

器、輸入磁器、国産陶磁器、ミニチュア土器、土錘が出土した。

縄文土器 (Fig. 17-1 -5) 

1 -4は器種不明の破片で、内外面に条痕をもつ。内面は、その後ナデているが、 1 . 

2は大変T寧で、 3・4は雑である。 5は粗製の深鉢口縁部で、内外面条痕を施した後内
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Fig. 18 Fトレンチ柱穴出土遺物実測図

面は丁寧なナデ。口縁端部には面を作り、その際に余った粘土を外面に折り曲げなでつけ

ている。 1・3はDトレンチ出土、 5はDトレンチ南端第 6層上層出土、 2はFトレンチ

出土、 4は不明。他に、 Dトレンチより風化の芳しい破片がもう l片出士している。
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Fig. 20 他含柑出土遺物実測図（須恵器・磁器・陶器）

弥生土器 (Fig. 17-6-18) 

6・7は甕口縁部。 6は頸部が稜をもって屈曲し、 口縁端部は上下に拡張しその外面に

甘い [U]線を巡らす。風化によりはっきりしないが、 2条ないしは 3条であろう。瀬戸内要

素が強い。 7は端部を肥厚させて上に引き上げ、外血に沈線を 2条巡らせる。内外面とも

丹液りの痕跡が残る。 8はタマキガイ腹縁により羽状文を施す壺M部片。 9も同じく壺肩

部で、尖頂突帝を貼り付ける。列点は、刺突した後」．．具を下にずらすが、引き抜く際に階

段状の痕跡が残っており、粘土がかなり乾いてから施文したことが窺える。

10-14は高杯。 10・11は坪部で、 10は端部を欠損するが、 上部で屈曲してほぼ水平に伸

びる口縁をもつもの。 11 は端部に面をもち、内外面丹液りであるが象IJ 落が杓しい。 12~14

は脚部で、 すべて貼り付け法による接合痕を残す。 12は脚上部が長く伸び内面はシボリ明

瞭。 13・14は杯との接合部からすぐに脚が開くもので、 13は内面横ナデ、 上部に指オサエ

痕を残す。 14は内面縦ナデ、 上部にシボリ痕が残る。
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15-18は底部で15・16は甕、 17・18は壺。 15は上げ底で外面ミガキ。 16-18は平底。 16

は内外面刷毛調整の後、外面はミガキだが粗く、刷毛が残る。 17は他のものに比べ非常に

略い。 18は外面に縦刷毛が顕著に残る。

6・8・12-14・17・18はFトレンチ出土、 7・9 -11・15・16は不明。

土師器 (Fig. 17-19-23) 

19は壺口縁部で、丸底になるものと思われる。内面ヘラケズリ。 20は腕で、体部が大き

く内彎し、口縁は内傾して終わる。 21・22は高台付きの土宛で、 21は内黒の黒色土器の可能

性がある。 22は丸みのある高台を貼り付け接合痕を残すが、高台と体部の境は不明確。 23

は皿になる。おそらく口縁端部は丸く終わり、畿内系の「て」の字形口縁をもつものではな

いかと思われる。周防国防跡で出土するものは、平安時代末から鎌倉時代初頭に比定され

ている。 19・21-23は F トレンチ出土、 20はD トレンチ出土。

瓦質土器 (Fig. 17-24-28) 

24-27は鍋の口縁部。 24・25は周囲に鍔を貼り付けるもので、 26・27は端部を外側に屈

曲させるもの。 25の内面に横刷毛を認めるほかは、残存部を見るかぎり横ナデ調整。 27は

外面に煤付着。 28は同じく鍋の脚で、鍋底に接合していた部分。一部に二次的火熱による

赤変がみられる。 24はD トレンチ出土、 25-28は不明。

ミニチュア土器 (Fig. 17-29) 

おそらく高坪を意識したもので、杯部を欠損する。 Fトレンチ出土。

土錘 (Fig. 17-30) 

土師質焼成の管状土錘。径 5mmほどの棒に粘土帯を巻き付け成形した後、棒を回しなが

ら引き抜く。外面に巻き付けの接合痕、内面に棒の型が残る。 Fトレンチ出土。

須恵器 (Fig. 18-1 -16) 

1 - 5は蓋。 1は天井の残存部外面約 2/3までは回転ヘラケズリ。 2は口縁端部を短く

内傾させて終わる。 3はおそらく撮みをもつであろう。口縁端部は貼り付ける。 4は端部

をほほ垂直につまみ出す。 5は擬宝珠様撮みをもつもので、天井部内面に渦巻状の粘土紐

巻き上げ痕が見える。還元炎焼成不十分。

6 - 9は杯。 6は蓋受けのたちあがりが受け部端とほぽ同じ高さになる。 7はたちあが

り端部に面をもつ。 8は底部回転ヘラ切り未調整。 9は内面見込みに沈線状の段を有し、

還元炎焼成を行なわない。

10-12は坂i底部で内端面が接地する高台をもつ。 10は高台が扁平で貼り付け痕明瞭。 11
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遺物

は高台がかなり中央に寄っている。 12は高台が小さく接地面は平坦に近い。

13-15は甕。 13・14は口縁部で、 14は粘土継ぎ目が明らか。 15は底部で粗いヘラナデ調

整。

16は高杯脚部。歪んでおり底径を復原できないが、 10cm強くらいになるかと思われる。

lは Eトレンチ第 7層出土、 4・9・10・12・16はBトレンチ第 3層出土、 8・11・13

はD トレンチ出土、 2・5・6・7はF トレンチ出土、 3・14・15は不明。

輸入磁器 (Fig. 18-17-21) 

17・18は白磁婉。 17は口縁部で、端部を外反させ水平にする。内面には 1条の沈線を有

し、釉がかりはやや原い。横田• 森田分類V-4・a類。 18は底部で、直立する高台をや

や粗く削り出し、内面見込みに 1条の沈線を有する。釉は薄く、体部外面下半と高台部に

は施釉しない。

19-21は青磁。 19は龍泉窯系の坑口縁部。端部は丸く納め、釉は厚い。内面に片彫りの

沈線 2条と飛雲文の一部が認められる。 I-4・a類。 20・21は同安窯系で、 20は皿底部。

内底に櫛描きジグザグ文とヘラによる片彫り文様を有する。外面体部下半と底部は露胎。

21は婉体部で内面に櫛描きジグザグ文とヘラ描き片彫り文様、外面には櫛目。ともに I-

1・b類。

18・21はFトレンチ出土、 17・19・20は不明。

国産陶器 (Fig. 18-22) 

甕の胴部。内外面にタタキの痕跡が残る。外面は後にナデ調整を施す。出土地区不明。

国産磁器も青磁、染付などの破片が存在するが図化し得ない。

石器 (Fig. 19-1 -8, PL. 18) 

した。

磨石 (1)

磨石、剥片に加え、黒曜石と滑石の原石が出土

全面に細かな擦痕が残る。が、擦るだけにとどまらず敲打にも使用されている。 Fトレ

ンチ出土。

原石 (2- 4) 

2は姫島産黒曜石の原石。まったく未加」夏の転礫で、全面が磨滅・風化して丸くなった

自然面である。姫島の地理的条件から考えて、おそらくは海浜での水磨を受けた転礫の採

集にかかるものと思われる。

3・4は滑石の原石で、ノミによる加I痕を顕若に残すもの。ノミは刃渡り約 2cmほど

-35-



古田構内大学会館環境整備に伴う試掘講介

ー／いー□）
□
0
 e、

ヅ
こささ
ふ

~, 

~·~ メ
ご 1,

’‘ 

二

-—、-..I

。~·
10cm 

ぃ

/

ぃ
島
い
〉
鬱
7
,
8

6:1ー
一
[
|
『

“
 

三
八
a

゜
5 cm 

Fig. 21 包含柑出」今迅t物‘其測図（石器・鉄器）

-36-



遺 物

のものが使われ、 3では正面中央、 4では左側面にその刃先痕が集中している。

2・4はD トレンチ出土、 3はF トレンチ出土。なお、図化しなかったが滑石の剥片も

1片ではあるが出土しており、当該地周辺で滑石加工作業が行なわれたことを裏付ける。

剥片 (5- 8) 

4点とも黒曜石。 5は細石核の打面再生剥片の可能性がある。先に正面右下側縁より加

撃しているが良好な平坦面が得られず、もう一度右側縁より加黙しなおしている。目的剥

片の幅は 1cm弱と思われる。上縁には自然面が多く残る。 6も下縁に平坦な自然面を残す。

7・8は姫島産のもので、ともに磨滅して丸くなった自然面を多く残している。

7はBトレンチ出土、 8はDトレンチ出土、 6はFトレンチ出土、 5は不明。

注目すべきは原石類の出土であろう。全く未加工の、水磨を受けた自然面をもつ姫島産

黒曜石の原石と、同様の自然面を大きく残す象lj片の出土は、かなりの贔の原石が海浜で拾

われ、そのまま消費地に持ち運ばれたことを示している。滑石の原石についても、ノミの

刃先痕が顕著に残り、象lj片の出土とあわせ当該地周辺で加工作業が行なわれたことは明ら

かである。加工器具の形状を知ることのできる資料としても盾要である。

鉄器 (Fig. 19-9, PL. 18-9) 
まち

下縁にガ部を作り出す鍛造品で、左右を欠損しているが鉄刀の関付近の可能性が高い。

サビぶくれが激しくかつ小片のため、全体的な形状は不明である。 Fトレンチ出土。

他に、 C トレンチより形状不明の鉄製品が出土している。わずかにほぽ円形の折損断面

が認められる。

その他の出土遺物

鎖滓

同質のものが 2点出土している。おそらく鉄滓であろうが、未分析のため鋸滓としてお

く。ともに軽く、金属成分の含有率はかなり低いと思われる。最大長4.9cm、最大幅2.8cm、

最大厚2.0cm、盾さ 18gのものと、最大長3.3cm、最大幅2.1cm、最大厚1.6cm、重さ 9gの

ものである。出土地区不明。なお、 Fトレンチからも小片が出土している。

磁器焼成窯墜体の一部 (PL. 18-10) 

高台が剥がれたと思われる円形の痕跡を有し、その高台の一部が欠損して、剥がれずに

溶着している。わずかに残った高台はおそらく青磁碗のもので、緑灰色の釉がみえる。高

台径は 5cm弱くらいになるであろう。壁体は強い熱を受けており、ガラス状の光沢をもつ。

Bトレンチ出土。
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遺構出土の遺物については、穀物・食物種子類の検出はなかったが、貯蔵用竪穴と推定

される第 3 号土城出土の土器が注目されよう。弥生時代前期末• 中期初頭のものが一括投

棄された状態で出士しており、両時期の土器様相を知る好資料である。

包含層からは、周辺地域からの流入品とみられる縄文時代後期から室町・江戸時代まで

のさまざまな遺物が出土しており、主体となる時期を判定しがたいが、前庭上段部分や第

2学生食堂敷地内で弥生時代後期後半、古墳時代前期の住居跡が検出されていることから、

生活の場はやや高位に位置することが想定され、今回出土の遺物もこれらに起因するもの

が少なくないと考えられる。

遺物で特に注 Hすべきは、加工痕のある滑石と姫島産黒曜石の原石であり、石材の原産

地と加工地、加工方法などを追求する上で、重要な基礎資料となる。

（河村・杉原）

Tab. 2 遺構出土土器観察表

口径 器高
No. 器 種 ＊底径 （現存命） 色 調 胎 士 焼成 備 考

(cm) (cm) 

A トレンチ第 1号土城 (Fig. 11) 

l 弥生士器甕 19.2 (27 .2) にぶい褐色(7.5YR5/4) 0.3cm程度の砂粒多含も やや軟 付口縁杵～胴部外面煤

2 弥生士器甕 (17 .0) にぶい橙色(75Y R 7 /3) 0.3cm程度の砂粒若T 良好 胴部外面煤付杵

Bトレンチ第 1号竪穴住居跡 (Fig. 12) 

l 弥生士器壺 (14.0) 浅黄褐色(7.5Y R 8/3) 0.3cm程度の砂粒含む やや車欠 外面風化芳しい

2 弥生土料壺 (4.4) 灰白色(2.5Y8/2) 砂粒を若 F含む やや軟 外面風化苫しい

3 弥生土料壺 11 5 (3.9) にぶい棺色(7.5Y R 7/3) 砂粒を若干含む 良好

4 弥生t器壺 11.0 20.5 灰tl色(7.5YR8/2) 砂粒を若干含む やや軟

5 弥生士賠壺 (2. 6) 灰(l色(7.5YR8/2) O. l -0.2cmの砂粒合も 良好

6 弥生t器甕 19.7 (5.2) 浅黄褐色(7.5YR8/3) 砂粒を若干含む 良好 l 打l紺り部外面指圧痕

7 弥生士料甕 23.9 (2.6) 灰白色(7.5YR8/2) 精 良 良好

8 弥生土器甕 2S.S (5.5) にぶい褐色(7.5Y RS/3) 0.3cm程度の砂粒多く含む やや専欠 外面風化著しい

9 弥生t料甕 15.5 (6.6) 明褐灰色(7.5Y R 7/2) 0.4cm程度の砂粒含む 良好 f I縁外面煤付行

10 弥生土料甕 * 5.9 (3. 7) 外内—にぶい朽栢色色 ((7 5YYRH77/4/3) ) 
ー｛こふ:しヽ 5 0.4cm程度の砂粒多く含む 良好

11 弥'±:士僻甕 (2.4) 外内 —— 仄に褐ぶ色しヽ杞(5 色Y(7R .7 5 /Y2) R 7/3) 砂粒を若r含む 良好 頸に部よ外る刺面J突ヽ文ケ I点体

12 弥牛今t料高杯 24.0 (4. 7) 浅黄杓色(7.5YRS/3) 0.4cm程度の砂粒合も 良好

13 弥生t.料高杯 25.5 (3.6) 灰(J色(2.5Y8/2) 0 3cm程度の砂粒合も 良好 I 

14 弥生土料小壺 * 2.2 (6. 9) 灰tl色(lOYR8/2) 0 2-0.5cmの砂粒合も 良好 I

C トレンチ第 3号土城 (Fig. 14) 

l 弥牛十糾壺 (3. 7) にぶい杓色(5YR6/4) 砂粒を杓「〈合も I良好
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r 1径 斥＂＂和右可 → 

No. 口(,u,, 種 ＊底径 （現存高） 色 調 胎 土 焼成 備 考
(cm) (cm) 

2 弥生土器壺 (1. 8) 橙色(7.5Y R6/6) 0 1-0.Zcmの砂粒含む 良好 線口唇有部りハヶ原体沈

3 弥生士器壺 (4. 7) 明赤褐色(2.5YR5/8) 砂粒を多量に含む 良好

4 弥牛土器壺 (2. 3) 外内——橙に色ぶい(5赤Y褐R色6/(65) YR  5/3) O. l-0.3cmの砂粒含む 良好 肩部貝殻施文有り

5 弥生土器壺 (4.1) にぶい橙色(7.5Y R 7 /3) 砂粒を若干含む 良好
肩閥り部無:軸r羽羽状状文文有・ 

6 弥生土器壺 (5. 2) 橙色(5YR  6/6) 砂粒を若干含む 良好

7 弥生土器壺 (3. 9) 外内—にぶい橙赤褐色色(7(55YYRR 7/5/34) ) 0.1~-o. 5cmの砂粒含む 良好 屑部刺突文有りーしこふミ tヽ ． 

8 弥生士器甕 (7 .2) にぶい褐色(7.5YR6/3) 砂粒を若干含む 良好 線口辱有部りハケ原体沈

9 弥生土料甕 18.3 (6. 9) 橙色(5YR  7 /6) 砂粒を若干含む 良好 胴部外面煤付着

10 弥生士器甕 * 9.0 (5.5) 橙色(2.5YR6/8) 砂粒を多量に含む やや軟 内・外面風化著し
し、

11 弥生士器壺 *10.2 (7.6) にぶい褐色(7.5YR6/3) 砂粒を多量に含む やや軟

12 弥生土器壺 *13.1 (6.0) にぶい橙色(7.5YR6/4) 0.3cm程度の砂粒含む やや軟

13 弥生士器甕 * 6.2 (5 .6) にぶい赤褐色(5YR  5/4) 砂粒を若干含む 良好 二も次の加か熱を受けた

14 弥牛．士器甕 * 6.1 (10.4) にぶい橙色(7.5YR6/4) 砂粒を若干含む 良好

Dトレンチ第 4号士城 (Fig. 16) 

士師質士器甕 68.8 (8. 0) 浅黄橙色(7.5YR8/6) 砂粒を若干含む 良好 下口縁位端に部—一条よのり沈や線や

D トレンチ第 5号土壊 (Fig. 17) 

1 土師質土器甕 * 17.4 (24.0) にぶぃ黄棺色(lOYR 7 /3) 精良 良好 埋甕

2 須恵器婉 (1. 6) 灰色(5Y8/l) 精良 良好

3 士師賠皿 7.6 1.1 にぶい黄橙色(lOYR 6/4) 精良 良好 灯面明に皿煤付か行、底部内

4 士師器皿か;t,f、I * 5.1 (1.1) 灰「1色(2.5Y8/2) 精良 良好

5 士師器焙烙 2.8 にぶい橙色(7.5YR7/4) 精良 良好 面口縁煤付内側着、底部内

6 瓦質土器焙烙 21.6 3.2 灰褐色(7.5YR6/2) 精良 良好 面口縁煤内付側着、底部外

7 陶料甕 (3. 5) 釉素地—透—褐明I仮色(lOYR 5/1) 精良 良好

8 磁 器 婉 * 3.1 (3 .4) 素釉地—透—明灰，臼染色付(l—O青Y灰R色8/1(5) B 5/1) 精良 良好 染付

Fトレンチ柱穴 (Fig. 18) 

l 弥生士賠 * 3.2 (6.3) 外内—— 浅褐黄灰橙色色(7(.75.Y5Y RR6/8l/) 3) 砂粒を莉干含む 良好

2 土師料甕 17.0 (4.5) にぶしヽ 褐色(7.:iY R6/3) 砂粒を若 I-こ含む やや軟 風化著しい

3 土師料皿 8.3 1.5 淡赤橙色(2.5YR7/4) 砂粒を若千含も 良好

Tab. 3 包含層出土土器観察表
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内—川褐色 (lOY H3/l) 

--、 (3.4) 外—にぶ t ヽ褐色 (7.5YR6/3)
内—褐）仮色 (7.5YR5/l)

, (4 .0ヽ） 外—褐色〖 .5Y R4/3) 
内—黒褐 6(7.5YR3/1)

--, (3.8) 褐色(7.5YR4/3)
I 

40.4 I (s.3l I 
1 外— I →ーぶ tヽ 杓色 (7.5Y R 7 /3) 
内—川褐色 (7. 5 YR  3/1) 

ii'b床，';ぢ,f,: 「<芹す，‘ 良好

{少‘粒を行＼・・・食も 良好

0 .1 --0 3cmの砂粒を合も 良好

0 1cm程度の砂粒含む 良好

砂粒多く、金雲母を含む 良好 米行ll製、Hfri、]部[I縁に亦外孔而1煤?,付
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f I径 翌,ti古n] 

No. "; "" " < 種 ＊底径 （現存高） 色 調 胎 j 一・ 焼成 備 考
(cm) (cm) 

6 弥生土器甕 (2. 6) 浅黄棺色(10YR8/3) 砂粒を若F含む 良好 凹~I線唇部外面 2条の

7 弥生士謡甕 (2. 0) 灰臼色 (lOYR8/2) 0.3cm程度の砂粒含む 良好 [I Il糸舒衣部部外2条面丹の弔[uj綜

8 弥生上料壺 (2. 2) にぶしヽ 橙色(5・YR6/3) 0.2cm程度の砂粒含む 良好 無軸羽状文有り

9 弥生土伶苔 壺 (3.3) 灰臼色(lOYR8/2) 0.3cm程度の砂粒含む 良好 肩部刺突文有り

10 弥生士器高坪 (3.1) 内外——浅黒褐黄橙色色(lO(lYOY R3R/8l) /3) O.l-0.3cm程度の砂粒含む 良好

11 弥生土器高杯 (3. 9) 黄灰色 (25Y6/1) 0.1cm程度の砂粒含む 良好 内外面丹塗り

12 弥生士器高杯 (9.3) にぶい橙色(5YR  7/4) 砂粒を多履に含む 良好

13 弥生土器高坪 (3.5) 灰白色(2.5Y 8/ll 精良 良好 土師器か

14 弥生土器高杯 (3. 9) 灰白色(lOYR8/2) 砂粒を若干含む 良好 土師器か

15 弥生土器甕 * 6.6 (6. 5) にぶい橙色(5YR 7 /3) 砂粒多く、黒雲母含む 良好

16 弥生t器甕 * 8.4 (5.'.2) にぶい橙色(5YR7/4) 砂粒若「・、黒雲母含む 良好

17 弥生土器壺 * 8.6 (3.4) 明褐I仄色(7.5YR7/2) 砂粒を多械に含む 良好

18 弥生土器壺 *10.1 (6.0) 橙色(5Y R6/6) 砂粒を多量に合も 良好 胴部内面煤?)付行

19 士師器壺 12.2 (5. 7) にぶい棺色(5Y R6/3) 0.1cm程度の砂粒含む 良好

20 土師賠婉 13.7 (6. 5) 淡橙色(5YR 8/3) 精良 良好

21 士師器婉 * 6.1 (1. 5) 外内 —- I明火褐褐I色火色(7(75Y .5YR6R/72/) 2) 精良 良好 黒色七料か

22 土師器婉 * 6.2 (3.2) 灰白色(lOYRS/2) 砂粒若干含む 良好

23 土師器皿 (1.4) 灰El色(lOYR8/l) 精良 良好
畿内系〔ての字形
口縁〕

24 瓦質土器 (l. 9) にぶい黄棺色(lOYR 7 /3) 砂粒を若干含む 良好

25 瓦質土器 (1.5) 灰白色(2.5Y8/2) 精良 良好

26 瓦質土器 (3. 3) にぶい褐色(7.5Y R6/3) 砂粒を若干合む 良好

27 瓦質土器 (4. 7) 褐阪色(lOYR 5/1) 砂粒を若干含む 良好

28 瓦質土器 (5. 0) にぶい黄橙色(10YR7/2) 砂粒を若干含む 良好 鼎脚部

29 手捏土器高杯 * 2.5 (2.0) 浅黄橙色(7.5YR8/3) 精良 良好

30 土錘 0.9 5.2 灰白色(lOYR8/l) 精良 良好

包含層 (Fig. 20) 

］ 須恵器蓋 (2. 4) 灰色(7.5Y 5/1) 砂粒を若干含む 良好

2 須恵僻蓋 13.5 3.3 褐灰色(lOYR 6/1) 砂粒を若干含む 良好

3 須恵賠蓋 12.5 (2. 5) 灰白色(N7/0) 砂粒を若「含む 良好

4 須恵器蓋 13.5 2.4 灰色(N6/0) 精良 良好

5 須恵器蓋 (1. 6) 灰白色(lOYRS/1) 精良 良好
天井部内面粘土紐

巻き上げ痕

6 須恵料坪 9.0 (2.6) 灰白色(lOYR 7 /1) 精良 良好

7 須恵器坪 8.8 (3.1) 灰色(5Y 5/1) 精良 良好

8 須恵料坪 12.3 3.6 灰白色(2.5Y8/2) 砂粒を若干含む 良好

， 須恵器坪 * 10.0 (3.2) 灰色(5Y6/l) 砂粒を若F含む 良好

10 須恵賠婉 * 4.7 (1. 3) 灰白色(7.5 Y 7 /1) 砂粒を若f含む 良好

11 須恵器婉 * 8.4 (1. 6) 灰白色(N7/0) 精良 良好

12 須恵器婉 * 7.4 (1.8) 灰色(N6/0) 砂粒を若ーf含む 良好
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遺物

口径 器高

No. 器 種 ＊底径 （現存高） 色 調 胎 土 焼成 備 考
(cm) (cm) 

13 須恵器甕 (3.0) 外内 —— 灰灰色色((NN65//00j 精良 良好

14 須恵器甕 (4.2) 灰色(N6/0) 精良 良好 胎の礫t中少量に約含0も.5cm 

15 須恵器甕 * 11.6 (1.3) 外内 ——灰灰色白色(N(6N/07/) 0) 精良 良好

16 須恵器高 坪 ． (2 .4) 灰白色(N7 /1) 精良 良好

17 白磁婉 (2.4) 素地—灰白色 (7. 5Y 8/1) 
精良 良好 V-4・a類

釉—透明

18 白磁婉 * 6.3 (3. 3) 釉素地—透—灰明白 色(7.5Y8/l) 精良 良好 見込みと沈線

19 青磁婉 (1. 9) 釉素地—糸—采 I灰仮色白 色(5Y8/1) 精良 良好 I -4・a類

20 青磁皿 * 5.0 (1.3) 釉素地—青—灰灰色白 色(5Y8/l) 精良 良好 I -1・b類

21 青磁婉 (2. 2) 釉索地—緑—灰灰色臼色(5Y 8/1) 精良 良好 I -1・b類

22 陶器甕 (3 .1) 暗赤灰色(2.5YR3/l) 精良 良好 タタキ

Tab. 4 出土石器観察表
（ ）は現存値

No. 器 種
長さ最大船最大ll'if, 量

(cm) (cm) (cm) (g) 
石 質 備 考

Bトレンチ第 1号竪穴住居跡 (Fig. 13) 

l 剥片 (3 .8) 2 .1 1.3 (11) 石英（水品） 二次加工痕あり

Cトレンチ第 3号土城 (Fig. 15) 

1 扁平打製石斧 (9. 5) 5.0 1.2 (84) 結晶片岩 掘鍬

2 用途不明石僻 10.3 8.7 5.0 405 凝灰岩 女性器シンボルか

3 石核 14.5 10. 7 9.5 1951 珪質i疑灰岩

4 剥片 8.3 5.3 2.4 118 珪質蹂灰岩

5 剥片 3.9 7.4 2.1 65 珪質i疑灰岩

6 剥片 2.6 1.8 0.5 1 黒曜石

7 剥片 1. 7 1.1 0.1 0.5 黒躍石

8 剥片 1.8 1.3 0.5 1 黒躍石

， 剥片 2.8 1. 7 1.5 6 黒躍石

10 剥片 (1. 5) 1.6 (0.6) (1) 黒曜石

11 剥片 1.8 1.2 0.7 1 石英（水品）

12 剥片 2.1 2.1 0.3 1 讃岐岩質安山岩

包含層 (Fig. 21) 

1 磨石 6.4 6.7 3.5 222 結晶質凝I仮岩

2 原石 8.0 4.8 3.0 115 姫島産黒躍石 加工面なし

3 原石 14.2 8.4 3.5 580 滑石 ノミ痕顕著・

4 原石 10.2 9 .1 2.5 266 滑石 ノミ痕顕著

5 剥片 3.2 1. 7 0.6 4 黒躍石

6 剥片 3 .1 
1.8 I 0.8 5 黒曜石

7 I I 剥片
2.3 2.8 2.0 10 姫島産黒耀石

8 泉lj片 2.7 1.6 0. 7 5 姫島産黒耀石
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古田構内大学会館環境整備に伴う試掘調介

4 小結

(1)検出遺構について

検出した主な遺構には、竪穴住居跡、貯蔵用竪穴、土城、溝、柱穴などがある。時期は

弥生時代から近世まで各時期にわたる。

まず、 B トレンチでは弥生時代終末の時期と推定する堅穴住居跡の一部を確認した。こ

の前庭部分周辺地域での既往調査でも堅穴住居跡の検出は多く、第 2学生食堂敷地内や前

庭上段部分で既に弥生時代から古墳時代にかけてのもの10棟近くが確認されており、当時

この地一帯で大きな集落が形成されていたことを裏づける。

C トレンチ北端では弥生時代前期末から中期初頭と推定する貯蔵用竪穴を検出した。吉

田遺跡において、弥生時代の貯蔵施設の存在が明確になったのは、今回の特筆すべき成果

である。また、当地区周辺に弥生時代前期から中期にかけての集落跡が存在することが推

く現第 2食堂敷地の調杏（昭和46年11月）＞ 全景 溝状遺構（後方の建物は古田寮）

大形土城 くM-13区の調介（昭和46年 6月）＞

Fig. 22 昭和46年時における周辺地域の調査（昭和46年4月、 11月 森田撮影）
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小結

察されるとともに、平川地域における貯蔵用竪穴の初例として貴重な資料である。さらに

今回の調杏結果から、吉田遺跡調在団が昭和46年 4月・ 11月に本調雀対象地の周辺で発掘

調介を実施し、大形の円形の土堀を数基検出しているが (Fig. 22ー③④参照）、それらの

中にも当土城同様に貯蔵用の機能をもったものが含まれていた可能性も考えられる。なお

A トレンチでも Cトレンチのものよりさらに一回り大きい弥生時代中期末から後期の時期

かと推定する円形土城が検出されているが、貯蔵用竪穴かどうかについては未完掘のため

今後の調在を待って結論づけたい。

(2) 出土遺物について

出土遺物は、縄文時代から近憔まで9 の土器・石製品など多種におよぶ。その中で特筆す

べきものとしてはまず縄文土器がある。これまで吉田遺跡の中では教育学部周辺で出土し

ている事例があるが、この小地区周辺では初例である。弥生時代前期の遺物が出土してい

ることをも勘案すると、吉田遺跡の中でも比較的早い段階から居住域として利用されてい

た場所と推察されるとともに、また後世の遺物の出土状況から、この地が長期にわたって

利用されていたことが看取される。

また石器研究に関して、滑石と黒曜石の原石および一部加工品の出士が注目される。ま

ず滑石は、 iJL:• 1屑しのふる原石が穀個出t.L たが、昭和 ~)4年に本調介地近辺の本部第二号棟

敷地内において、その新党に伴--)発掘調査により多数の滑石製模浩品の製品が出土してい

る (Fig. 23参照）ことを含め勘案すると、古田遺跡ではすぺての滑石製模造品が製品と

して搬入されたのではなく、

未製品の段階で集落内に持

ち込み、その製作を行なっ

たとを推定笞せる資料で

。 まt:出曜石は、 tJ廿iー・^

面が全く、なし＼宜然石の出t

がもり、，泊洋地から集、、各へ

の叫出 II~ ~ こお 1Jる）見材ゾ）大

き;~、加］―- を考えるじ

で貴重なものである。

なお、 12月に樹木移植に

伴う立会調在を実施した際、 Fig. 23 L -14区出士の滑石製模造品
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古田構内大学会館環境幣備に伴う試掘調1f.

不明土城内の上位包含層から墨書土器が出土した（本書 P65参照）。墨書土器は周防にお

いては希有な遺物で、本例は奈良時代末から平安時代初め頃のものと推定する。吉田遺跡

の古代・中冊に関して、官術や荘所あるいはそれに準じる機能をもつ集落の存在が考えら
JO) 

れるとする説があるが、この推論を傍証する一資料として注目され、さらに今後の調在に

期待するところである。

(3) 埋蔵文化財遺存状況と今後の方針

調在対象地域は、北側に広がる前庭上段部分との間に大きな段差があることから、既に

古い時代の遺構は削平され、消失している蓋然性が高いとの推測も一部にあったが、今回

の試掘調在の結果、 E トレンチ内北東端から F トレンチ方向の東域にかけて遺構が消失し

ている部分も確認したものの、南西域においては広範囲に遺構が遺存していることがわか

った。遺構の遺存状況は、大学移転時等の工事に際して、かなり削平を受けているために、

あまり良好とは言えない。しかし、竪穴住居跡や貯蔵穴など集落の存在をホす顕著な遺構

が確認されたことは、第 2学生食堂敷地内や前庭上段部分の既往調介結果を合わせ勘案す

ると、この丘陵が吉田遺跡として周知されている範囲の中でも、教育学部西側に広がる保

存地区周辺と並んで、軍要な位置を占める地域であることは明らかである。

今後、この地をどのように環境整備するかは、環境整備委員会や大学事務局等で進めら

れるが、最後に、 Fig. 25で現地表面から遺物包含層上面（包含層が既に消失している部

分は遺構面）までの深度を示した。環境整備の計画を立てるにあたっては、このデータを

もとにできる限り、遺構・包含層に影押がないよう十分な配慮がなされることを望む。な

お、止むを得ず提示した深度以上の土地掘削を必要とするときは、改めて埋蔵文化財の調

介が必要である。 （森 田）

〔注）

1) [I I l I大学狸蔵文化財；介料館「大学会館新'[4f定地 M-14・15区の試掘調介」（「lllI I大学構l勺遺跡逍介研究

年報 II」、 1985年）。

2) 防府市教行委U会「周防国府跡・周防国分寺昭和56年度発掘調介概報」（「防府市文化財調介年報VIJ、1984

年）。

3) 横田賢次郎• 森田勉「大'.y;府出土の輸人中国掏磁器について」（「九州歴史；代料館研究溢集」 4、九州歴史

脊料館、 1978年）。

4) 1) に同じ。

5) 山口大学吉田遺跡調査団「山口大学構内第 1地区 E区発掘調査概報」（孔版、 1971年）。

6) 5) に同じ。

7) 1) に同じ。

8) 山口大学吉田遺跡調査団「山口大学構内第 1地区 D区発掘調杏概報J(孔版、 1971年）。

9) 5) に同じ。

10) 森田孝一「周防国吉敷郡吉田における古代・中世の様相ー吉田遺跡をめぐる諸問題ー」（［山口大学構内遺

跡調脊研究年報1V」、山口大学埋蔵文化財資料館、 1985年）。
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Tab. 5 出土遺物観察表

口径 器高 色 調

No. 器 種 ＊底径 （現存高） 胎土 焼成 備考

(cm) (cm) 素 地 釉

1 陶器・茶入 (1. 5) 暗赤灰色(7.5R4/l) 赤黒色 (2.5YR2/l) 精良 良好

2 磁器・壺 (1. 7) 灰白色 (2.5Y8/1) 浅黄色 (7.5 Y 7 /3) 精良 良好

3 陶器・鉢 (2 .4) 赤灰色 (2.5YR6/1) 暗赤褐色 (2.5YR3/3) 精良 良好 皿か

4 磁器・碗 *7.5 (2 .3) 灰白色 (2.5 Y 8/2) 明緑灰色 (5GY 8/1) 精良 良好

染付—青灰色 (5 B 6/1) 

面に透明な淡灰緑色の釉を施すが、 1と同様、蓋を有するものと思われ、口唇部は口禿と

なっている。素地は灰白色。 3は鉢ないしは1Illの底部。茶色の釉は内面および体部上半の

一部に施しており、底部付近にまでは及んでいない。素地は淡赤灰色を里し、緻密である。

4は磁器染付。 j:宛の口縁部で器肉は薄い。外面は鮮青色の具須で口縁部下に一条の圏線と

草花文を絵描きする。内面は方画連続帯が巡る。

1 - 4とも 19世紀代のものと考えられる。

4 小結

今回の調在によって職員宿舎南西部の地下の状態がおおまかではあるが把握された。

すなわち、昭和58年度の調査で検出された旧石器時代および鎌倉時代後半から室町時代

の遺物を包含する淡青灰色粘土層が、キャンパス北東端部にあたる今回の調究地域付近に

も分布しており、両地域とも検出面の標高は約1.6-l.7m前後であった。したがって、過去

の調在結果を総合すると、小串構内では現在まで未調究地域である第一・ニ病棟と給食棟

付近の地域、野球場の地域および職員宿舎北半部の地域の三地域を除いたほぽ全域で淡青

灰色粘土層が検出されたことになる。しかも、同層がグライ化した堆積層で、その包含す

る遺物が旧石器時代から江戸時代末までかなりの時期輻をもっており、かつまた、贔的にも

多くはないことなどから、低湿地に堆積する二次的な自然堆積層であるものと考えられる。

しかし、キャンパス内での遺物の出土は、大学占地恒前の客土である旧耕作土および旧

床土以外の堆積層では同層に限られていることから、淡青灰色粘土層以下におよぶ掘削を

伴う開発諸工事に対しては、遺物の包含状況を把握する必要があるものと考えられる。

さらに、職貝宿舎北方に隣接して北東から南西に延びる低丘陵上には、 4基検出された
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小巾構l勺医学部看護婦術舎改修に伴う試掘調介

箱式石棺のうちの 1基から 1体分の人骨とともに鉄剣 1本、鉄鏃 2本が出土した尾崎古墳

が所在するのをはじめとして、同古墳の奥部には地下式横穴が存在したといわれる小串古

墳などの古墳時代の遺跡が存在する。また、昭和58年度の調在でも古墳時代後期の須恵器

が出土しており、今後、野球場および職員宿舎北半部の地域では、この低丘陵裾部のひろ

がりとともに淡青灰色粘土層の分布状況を把握することによって、同地域における遺構埋

存の有無を確認する必要性があろう。

（河村）

〔注〕

1) 山口大学埋蔵文化財資料館「小串構内医学部体育館新営に伴う試掘調介」（「山口大学構内遺跡調在研究年

報m」、 1985年）。

2) 山口大学埋蔵文化財資料館「小串構内医学部体育館新営に伴う発掘調介」（「山口大学構内遺跡調在研究年

報IVJ、1985年）。

山口大学埋蔵文化財資料館「小串構内医学部基幹整備に伴う試掘調介」（「山口大学構内遺跡調在研究年報

IV J、1985年）。

山口大学埋蔵文化財資料館「小串構内医学部臨床講義棟・病理解剖棟新営に伴う試掘調在」（「山口大学構

内遺跡調在研究年報1V」、 1985年）。

3) 宇部市教育委員会「宇部の遺跡J(1968年）。

4) 3) に同じ。
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なう。後者は底体部の境より内側に高台を貼付するもので、外方へ開き高台内側端を接地

面とするもの (3・4) と直立するやや扁平な高台を有するもの (5- 7) とがある。 5

は底部外面を回転箆切り放しした後、箆によるナデツケを行なう。杯蓋は平坦な天井部か

らゆるやかに下降して、屈曲することなく断面鳥嘴状の口縁部にいたるもの (8) があり

9に近いやや扁平なボタン状の撮みを有するものであろう。 8は天井部内外面ナデ、体部、

ロ縁部は横ナデ。高坪 (10) は口径の小さい屈曲して立ち上がる杯部をもつものであろう。

旭 (11) はあまり屈曲せず、外上方へ開く口縁部外面に箆による一条の沈線がめぐる。内

外面とも横ナデ。 12は器台脚裾部で外面箆による沈線、波状文を施文する。 13は横盆の体

部で粘士円板貼付痕が明瞭に残る。壺 (14) は外方へ開くやや低い高台をもつ。高台端部

はヨコナデによりわずかにくぼむ。底部内外面ナデ、他は横ナデ。

土師器 (15) 坑の底部で断面三角形の高台を貼付する。器表の靡滅、剥落が著しい。

紬口 (16) 外面の一部が赤橙色に熱変しており、亀裂を生じている。滓の付着は見ら

れない。なお、他に鉄滓の出土がある。

輸人陶磁器 (17・18) 17は白磁戚iで口縁部は玉縁状になるが、ほとんど肥厚しない。

釉がかりはうすく、体部下半へは施釉していない。横田• 森田の白磁N類。 18は龍泉系の

青磁婉で内面に片彫り草花文を施文するが、極めて不鮮明である。内外面に源く施釉する。

13 C前半か。

石lIIl (19) 転石利用の石皿で上面のみを使用面とし、他は自然面を残す。使用面に顕

著なくぽみは見られない。珪化石英斑岩製。

石核 (20) 左右両側縁を打面とする両設打面を有する横長剥片石核で、打面を転位し

ながら急傾斜な剥片剥離作業を行なう。上面は欠損する。讃岐岩質安山岩製。

表採資料

農学部実験水田 A-2より弥生土器、須恵器を採取した。 21は弥生土器甕の底部で、内

面はやや内くほみとなる。 22・23は須恵器奸蓋。 23は口縁端部内面にかえりをもつもので、

内面横ナデ、外面ナデ仕上げ。外面に自然釉が付着する。

小結

今回の調在で検出した遺構には土城、河川跡がある。なかでも、河川跡は深さは確認し

ていないが、幅約2.5m前後で南東ー北西に流路をもつ。出土遺物には須恵器、土師器、

輸人陶磁器、靴口、石皿等があるが、主体を占めるのは須恵器で平安時代の初めのころの

ものが多く、やや遡るものを含む。また、白磁婉は横田• 森田分類の白磁N類に相当する
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Tab. 6 出土遺物観察表

土 器

口径器高
No. I 閤} 種 I*底径 （現存高）

(cm) (cm) 
色 調 胎 土 焼成 備 考

河川跡

□ .t {- * 6 . 3 (1 . 2) ff. 白色(N7/0l

2 I須恵器が ,ic 8.0 (2.0) 1仮fl色(7.5 Y R 8/1) 

3 I須恵器坑 * 7.7 (2.7) 灰白色(N8/0)

4 I須恵器洸 * 8. 7 (1.4) 1灯 l色(N7/0)

5 Im恵 器 坑 * 7.0 (1.8) 灰色(N6/0)

6 I須恵器蛇 * 9.0 (2.6) 灰色(N6/0)

7 I須恵僻洸 * 11.6 (1.3) 灰白色(N8/0)

8 I須恵器洸 14.4 I (2.6l I 1紅 l色(N7/0)

砂粒を若―「含む

砂粒を若干含む

9 I須恵器蓋 ， — 

10 I須恵器高杯， — 

11 I須恵器迎

12 I須恵料器台

13 I須恵器横貸

14 I須恵料壺

15 I土師器洸

16 I輔口

17 I r l紐を f宛

18 I青 磁 培

(o.9l I 
外—明オリーブ灰色 (2.5G Y7/l) 
内4灯 l色(7.5YR8/1) 砂粒を若f含む

(2.ol I 
外— I仮 fl 色 (N8/2)
内ーI仮白色(NS/1) 精良

11 . o I (5 .1) I-A. (l色(N7/1)

—, (3. 5) 外—灰い色 (N7/1)
内ーI仮白色(NS/1)

— , (5. 7) I I仮白色(N8/1)

*10.0 I (2.9) I 外— I仮 Fl 色 (7.5YR8/2) 
内—赤褐色 (7. 5YR5/3) 

* 6.2 (2.0) 灰白色(10YR8/2)

(2.8) 外—灰色 (7. 5Y5/l) 
内—浅黄橙色 (7.5YR8/3)

(4 7) I 素地— !'l 灰色 (N8/0)
・ 釉—明緑I仮色 (7.5GY8/l)

(3 3) I 素地—白灰色 (N8/0)
・ 釉—明緑I仮色 (5G7/1)

砂粒を若干含む

精良

砂粒を若干含む

砂粒を杓 F含む

精良

砂粒を若干含む

精良

0.1cm程度の砂粒含む

砂粒を若F含む

砂粒を若干含む

精良

精良

良好

0.1cm以下の砂粒含む I良好

良好

良好

良好

0.3cm程度の砂粒含む I良好

良好

良好

良好

良好

良好
口縁部外面下端に
ィ条の沈線

良好
脚部外面に沈線、
波状文

良好
粘土円盤貼付痕有
り

良好還尤炎焼成なし

良好

良好
外面はこ次りII熱に
よる変色

良好 N 類

良好

A-2の実験水田表採

21 I弥生士料甕

22 I ;[~ 恵僻蓋

23 I須恵僻蓋

* 5.6 (4. 7) 
外—淡赤橙色 (2.5YR7/4J
内ー！仮［］色(7.5YR8/l)

(1. 2) /仮白色(N7/1)

(2.4) 外— I仮日色 (N8/l)
内り！天t'l色(N8/2J

砂粒を若 r-含む

砂粒を若「含む

砂粒を若干含む

良好 I風化が評しい

良好

良好 外面自然釉付行

No. 岱 種 長さ 1最大幅
(cm) (cm) 

石

最 大 厚 重kt
(cm) (g) 

器
（ ）は現存値

石 ニ'¥
,
9
 斤▼ 備 考

河川跡

•>;-- け1.7) (13.0) 5.3 (853) 珪化石英斑府

20 I石核 5.4 4.1 1.9 41 讃岐府質安山岩
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ものと思われ、 13C前半に比定される。土師器はこれよりやや遡るものであるが、全体的

に、平安時代はじめから鎌倉時代はじめにかけて機能していた河川であると考えられる。

家畜病院正門付近で昭和61年度に山口市教育委員会が実施した立会調介では、幅約 5m

の規模をもつ同時期の河川跡が検出されており、本河川と同一のものである可能性が高い。

また、今回検出した河川は、北側の飼料園、果樹園を含む地域と南側の飼料園を含む地域

を分断するように南東ー北西に流路をもつことから、両地域に平安～鎌倉時代にかけて別

個の集落が存在していることを予想させる。また、輛口、鉄滓の出土は、これらの集落内

で鉄生産に伴う鍛冶が行なわれていたことを示し、今後の調介で工房跡が検出される可能

性を卒んでいる。

よって、文化財保護の観点から今回の調在地域を含む飼料圏では、少なくとも現地表下

約30-40cmで遺物包含層あるいは遺構面に達することから、今後の諸開発に対しては慎重

な対応がなされねばならない。

（河村）

〔注〕

1) 小野忠熙「山口大学構内吉田遺跡の性格」（「学園だより」第 6号、 1970年）。

吉田寛「吉田遺跡採集の円筒埴輪について」（「山口大学構内遺跡調査研究年報IVJ、山口大学埋蔵文化財資

料館、 1985年）。

2) 横田賢次郎• 森田勉「大宰府出土の輸人中国陶磁器について」（「九州歴史資料館研究論集」 4、九州歴史

資料館、 1978年）。
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3 農学部附属農場農道改修に伴う立会調在

調介地区 農学部構内 V -15・16区

調介期間 昭和60年11月26日

調介方法 工事施工時における立会調査

調介面積 約 325m2

調査結果 工事内容は吉田構内の東端部、東門の北方にあたる農作業用機械の搬出入道

路を削平し、側溝をはさんで東側にある三角形の地域にその切土を盛るものである。

道路面の調介前の状況は、南端部付近が最も高く、北に向かうにつれて低くなっている

ことから、工事による切土の最高深度は南端部付近の約60cmで、最も低い北端部では切土

は行なわないものであった。したがって調介は、この道路部分が周辺地域の造成の際盛土

を行なっている可能性が高いところから立会調在とし、切土が行なわれる幅約 5m、長さ

約65mにわたる地域で実施した。その際まず南端部付近から立会調在を実施し、工事掘削

深度内における埋蔵文化財の有無を確認するとともに土層の堆積状況を観察した。

その結果、現地表下約60cmまで腐蝕土および構内造成時等の置土（攪乱土）であった。

この所見をもとに切土の浅い北の延長部分は工事内容から埋蔵文化財が確認される可能性

が低いことから 2ヵ所において立会調介を行なった。各地点とも地下の状況は南端部付近

0 100m 

I I I I I I I 

Fig. 35 調在区位置図
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と差異はなく、現地表下約60cmまで

の掘削については埋蔵文化財に影響

はないものと判断された。しかし、

農学部附属農場飼料園排水溝修復整

備に伴う立会調介で述べたように今

回の調究地域の西方の実験水田で弥

生土器、須恵器が表採されており、

周辺に遺構ないしは遺物包含層の存

在が予想され、以後、今回の掘削深

度を越える工事に際しては慎重な対

応が必要とされよう。

（河村）



吉田構内の立会調介

4 教育学部環境整備に伴う立会調在

調在地区 教育学部構内 I・J -19・20区

調在期間 昭和60年12月 3日

調在方法 工事施工時における立会調査

調在面積 約430m2

調査結果 教育学部研究実習棟と第一学生食堂間に樹木移植等の環境整備が計画された。

当該地域は弥生時代中期後半～古墳時代前期の竪穴住居21棟が検出されている「遺跡保存

地区」のすぐ東に位置しており、「遺跡保存地区」で現地表面下約40-50cmでこれらの遺

構面に達することから、植栽工事による埋蔵文化財への影響が十分に考えられた。植栽は

合計11本行なわれたが、研究実習棟新営の際の余掘部分および当該地域への既設配管の掘

削地域と重複する部分が多く、工事内容、規模等を勘案し、第一学生食堂北側の、植栽予

定地のはぽ中央部分 2ヵ所を中心に立会調査を実施した。なお、調介時に現地表下約60cm

の工事掘削基底面以内で埋蔵文化財が発見された場合、埋蔵文化財に影響が及ばない範囲

内での植樹を行なうことで関係部局の了承が得られた。

その結果、 11地点とも基本的には工事掘削基底面以内は置士（攪乱土）で、顕著な遺構

および遺物包含層は確認できなかった。しかし、植栽予定地中央部の 2ヵ所で深掘りを行

なった結果、「遺跡保存地区」での

遺構面と同一の黄褐色粘質土が置土

直下の現地表下約80cmで検出された。

なお、本工事地域と「遺跡保存地

区」との現地表面の標高差はわずか

であり、昭和56年度に調介を実施し

た美術科• 技術科実験実習棟新営地

でも現地表下約40cmで遺構面が検出

される。したがって、この地山面の

下降は後世の削平によるものではな

く、旧地形の下降を意味しているも

のと思われ、同地域における遺構の

埋存を予想させる。 （河 村） Fig. 36 調介区位置図

-63-



昭和60年度山口大学構内の立会調究

5 中央ボイラー棟車止設置に伴う立会調在

調介地区 本部構内 0・P -16区

調査期間 昭和60年12月13B 

調介方法 工事施工時における立会調介

調介面積 約2.5m2

調介結果 調在地区はキャンパスの中央部のやや束寄りの地域に位置する。工事はボイ

ラー棟南東隅において、焼却場への通行の際の車止を目的とした高さ約40cmの縁石を新設

するものである。

周辺では今回の立会調在地区より一段高い北東約70mに位置する第二学生食堂敷地内で

古墳時代前期の竪穴住居跡 6棟が検出されており、また、すぐ北側の畑地でも 8- 9世紀

代の須恵器、土師器が採集されていることから、工事規模を勘案して立会調在を実施した

ものである。

100m 

Fig. 37 調介区位置図

0 -—. ------___________ . -- 10cm 

Fig. 38 出土遺物実測図

現状変更を伴う土地の掘削は弧状に巡る

幅約50cm、長さ約 5mの範囲で深さ約50cm

削平するものであった。

調在の結果、現地表下約30cmまでは構内

造成時等による近年の置土であったが、そ

の直下には少なくとも原さ約20cmの灰黒色

砂礫土が堆積しており、須恵器のH不が出土

した。

遺物 (Fig. 38, PL. 22-(1)) 

杯は高台の付かないもので、体部は直線

的に外上方に立ち上がり、口縁端部は尖り

ぎみに終る。復原口径11.8cm、器高3.5cm

で、口径に比べ器高が低い。内面は丁寧な

回転ナデの痕跡が残るが、外面は磨滅・剥

落のため調整不明。灰白色を星し、焼成は

軟質。胎土は微砂粒を含む程度で良好。

9世紀後半のものであろう。 （河 村）
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6 大学会館環境整備に伴う立会調査

調査地区 大学会館前庭下段部分 L・M -15区

調介期間 昭和60年12月23日

調杏方法 工事施工時における立会調介

調在面積 約 9m2 

調杏結果 今回の環境整備は大学会館前庭下段部分に樹木（メタセコイヤ） 4本を医学

部より移植するものである。植樹地点は昭和60年 6月-7月にかけ大学会館環境整備に伴

う試掘調杏（第 3章参照）を実施した部分であり、当植樹地点を決めるにあたっては試掘

調介結果を踏まえて、提示された景観上の計画を考慮にいれながら、できるかぎり遺構を

中心とした埋蔵文化財に影響が少ない部分に設定することで合意が得られた。

植樹に伴う掘削は現地表下約70cm前後であった。試掘調査の結果、東に向うにつれて後

世の削平が著しく、遺構の分布密度が希薄になること、また、 C-Fトレンチの南端部付

近を中心として地山が南に落ち込み、小規模な谷となっていることなどから C-Fトレン

チ南端部付近への移植が妥当であろうとの結論に達した。しかし、 C-E各トレンチには

この落ち込み部分に遺物包含層が堆積し、とりわけ、 D トレンチでは厚さ約 1mにも達す

ることから、掘削による遺物包含層への影評が考えられたため立会調介を実施した。

その結果、弥生～鎌倉時代にかけ

ての多量の遺物が出土した。特に、

本学で二例目の墨書土器が出土し、

大学会館新営に伴う調在で出土した

石製鍔帯、緑釉陶器、畿内系瓦器、

木簡などと共に農村集落とは異なる

国家機構と連結した機関・施設の存

在を予想させる。

（河村・森田）

遺物 (Fig. 40, PL. 22-(2)) 

弥生土器、土師器、須恵器、石鍋、

砥石、鉄滓が出土した。なお、須恵

器には黒書を持つものがある。 Fig. 39 調在区位置図
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Tab. 7 出土遺物観察表

土 器
口径 器品

No. I 器種 I*底径（現存高） l 色 調

1 I弥生土器壺・+1 淡黄色(2.5YR8/3) 

2 I弥生土器壺 * 10.8 (3.6) 灰黄褐色 (lOYR6/2) 

3 I弥生土器壺*14.4 (4.3) 

4 I弥生士器壺 一 (4.2) 

5 I弥生士器甕 一 (4.1)

6 I弥生土器高杯 17.4 (3.0) 

にぶい黄橙色(lOYR6/4) 

外ーにぶい褐色(5YR  5/3) 
内—灰褐色 (5 Y R6/2) 

外—灰褐色 (7.5YR6/2)
内—明灰褐色 (7.5YR7/2)

外—にぶい橙色 (7.5YR7/4)
内—灰白色 (7.5Y R8/2) 

7 I弥生土器高坪

8 I弥生士器高杯

9 I弥生士器高杯

10 I士師器婉

11 I土師器婉

12 I須恵賠婉

13 I須恵沿婉

14 I須恵器婉

15 I須恵器婉

16 I須恵器婉

17 I須恵器蓋

—, (3.0) 浅黄橙色(7.5YR8/3)

—, (10.5) 浅黄橙色(7.5YR8/4)

—, (3. 6) 灰白色(lOYRS/1) 

—, (4. 6) 外—灰白色 (lOY R 7 /1) 
内—褐灰色 (lOY R4/1) 

-—, (3. 9) 外—灰白色 (lOY RS/2) 
内—橙色 (2.5Y R7/6) 

* 6.0 I (1 2) 
外—灰白色 (7.5Y RS/2) 

’ 内—浅黄橙色 (7 .5Y RS/3) 

―-, (3.5) I仮白色(2.5Y8/2)

—-'(3 .1) 灰白色(5Y 7 /1) 

* 7 .8 I (1.8) 
外—灰白色 (2.5Y8/l)
内— I仮白色 (2.5Y8/2)

* 6. 6 I (4. 2) ! 仮色(7.5Y6/l)

一， (1.2) 灰(J色(N7/1)

胎土

0.3cm程度の砂粒含む

0.3cm程度の砂粒含む

焼成 I 備

良好

良好 I
底部と f本部の境
に沈線（？）あり

0.4cm程度の砂粒を多く含むやや軟風化が著しい

砂粒を若干含む 良好
肩部外面 2条の
沈線

0.3cm程度の砂粒を多く含む良好 肩部外面 3条以
上の沈線

0.1cm程度の砂粒含む I良好

砂粒を多量に合む

0.3cm程度の砂粒含む

砂粒若干含む

砂粒を若干含む

精良

精良

砂粒を若十合む

砂粒を若F含む

砂粒を若--!--含む

砂粒を若r含む

砂粒を若F含む

考

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好
15と 同 個 体 か
還元炎焼成なし

良好 16と同一個体か

良好
13と同一個体か
還元炎焼成なし

やや軟 14と同一個1本か
外底に「冨」の墨書

良好
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（ ）は現存値

備考

7は円板充埴法による坪と脚の接合部。充埴円板の下面に指頭痕が残る。 8・9は貼り付

け法により杯と脚を接合するもので、 8は脚の周囲を四分割した位置にそれぞれ透かし孔

をもつが、四方のうち三方に穿孔するにとどまる。 9は内面上部に爪痕が残る。

上師器 (10-12) 10は坑か鉢になるものと思われる。内面は黒色で刷毛の後力強くナ

デられ器面が密になるが、口縁は外面に折り返して乱雑にナデつけ、その下に横刷毛が残

る。 11は地または高杯の口縁部でナデ仕上げ。 12は断面三角形の小さな高台をもつ士砲。
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昭和60年度山口大学構内の立会調在

須恵器 (13-17) 13・14は坑口縁部。 13は焼成良好だが炭素の吸着が見られない。 14

は端部がややきつく外反し、胎土が粗いのが特徴。 15・16は婉底部。 15は底部回転ヘラ切

りの後内側の接地する高台を付すもので、 13伺様炭素を吸着しない。接合点はないが13と

同一個体と思われる。 16はほほ直立するやや小形の高台をもつもので、外底に「冨」の黒書

を有する。墨書は一部高台にもかかっている。底部は回転ヘラ切り後ナデ、高台の貼り付

けはやや粗雑。内底は見込み部分のみ色調が賠く、重ね焼きのためかと思われる。 14と同

一個休であろう。 17は蓋で撮みを欠損する。天井部外面は回転ヘラ切り後粗いナデ。

石鍋 (18) 器陛の厚い大型品。破損のしかたからみて平面形態が楕円形の可能性があ

り、長径と思われる部分で測図したが、もし正円形ならば底径35cmほどにも大きくなる。

器表・器肉とも無数の小さな孔があいており、鍋としての機能を果たし得るかどうか疑問

であるが、内外面ともよく研暦し、内底見込みに沈線状の段を有し、外面全体に煤の付着

するところから、石鍋と判断した。滑石片岩製。

砥石 (19) ほぱ三角柱状。主研砥面は一面で、その裏面は未使用だが、他の 3面には

鋭利な刃先痕が残る。研砥により厚さを減じた部分で折損したものと思われる。原材は砂

粒が粗く、荒砥用であろう。結晶凝灰岩製。

鉄滓 (PL. 22-(2)20) 最大長4.5cm、最大幅3.9cm、最大厚2.8cm、重さ 35g。体積の

割に軽く、鉄分の残存率はかなり低くなっているものと思われる。

以上、包含層出土のため遺物にはかなりの時期幅がある。弥生土器のうち甕・壺は前期

の特徴を有し、高杯は後期のものと思われる。土師器も古墳時代のものから 12Cに下るも

のまで幅広い。須恵器はほぱ奈良時代末～平安時代初のもので、特に墨書のあるものは識

字層の存在を裏付け、官僚機構の一端を担う施設が近隣に所在したという可能性を一層高

めるものとなった。 （杉 原）

〔i-E〕

1) 人文学部八木充教授に見ていただいたところ、「＇畠」(「1~1 」の混休字）にまちがいないとのこと。さらに、

かなりの達筆で、筆跡・字形に地方性が感じられないところから、おそらくは中央官僚・貴族の手になる

ものであろう、との興味深い御教ホを得た。

2) 器煕が原く、多孔質であるなど、かなり異刑のものであるが、同様の特徴をもつものが熊本県上益城郡矢

部町大矢野原北猪見で採集されている。ただし、内面の仕上げ研磨が施されていないという相違がある。

福田止文• 坂田和弘• 島津義昭「大矢野原の石鍋」（［肥後考古」第 4号、 1983年）。

3) 森田孝一「周防国吉敷郡吉田における古代・中冊の様相一古田遺跡をめぐる諸問題ー」(「tlJr J大学構内遺

跡調介研究年報IVJ、1985年）。
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吉田構内の立会調介

7 交通標識設置に伴う立会調在

調杏地区 吉田構内 N -14, 0 -18, J -20区

調介期間 昭和60年12月23日

調介方法 工事施工事における立会調介

調杏面積 約 3m2 

調介結果 工事は車両通行規制区域を表示するための交通標識を吉田構内 7ヵ所に設置

するものである。しかし、工事による掘削深度は約30-60cmと比較的浅いため、工事地域

周辺で同様の掘削規模範囲内で埋蔵文化財に影押を及ばずおそれのある地域と工事地域周

辺の地下の状況が不明瞭な地域を選定して立会調介を実施した。調介地域は第 2学生食堂

周辺地域（第 1地点）、理学部 RI棟周辺地域（第 2地点）、および「遺跡保存地区」周辺

地域（第 3地点）の計 3ヵ所である。

第 1地点は深さ約50cmの掘削であった。現地表下約45cmまでは腐蝕土および構内造成時

の置土（攪乱土）の堆積がみられたが、それ以下は、赤橙褐色土の山土が観察された。第

2学生食堂北方の崖面での土層堆積状況を観察すると、地表下約30cmでこの山土が認めら

れ、下位は岩盤となっている。また、当該地域はこの北方地域と比べ約 2m低くなってい

ることから、北から延びる低丘陵が階段状に削平・造成されていることが看取され、埋蔵

文化財遺存の可能性は極めて低い。

第 2地点では現地表下約60cmまで

の掘削を伴うものである。約50cm掘

り下げた段階で灰黄褐色粘質土の堆

積が見られたが、遺物は包含してい

なかった。

第 3地点では工事基底面である現

地表下約35cmまで遺構・遺物の有無

を観察したが、周辺地域における過

去の調介結果から遺物包含層ないし

遺構はさらに下位に埋存しているも

のと推察される。

（河村） Fig. 41 調査区位置図
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昭和60年度山口大学構内の立会調介

8 農学部解剖実習棟周辺（第 1地点）および附属家畜病院（第 2地点）

環境整備に伴う立会調在

調在地区 農学部構内 P・Q -17・18区， S・T-19区

調在期間 昭和61年 2月10日（第 1地点）， 24日（第 2地点）

調介方法 工事施工時における立会調介

調介面積 約16面（第 1地点）， 270m2 (第 2地点）

調介結果 第 1地点周辺地域は道路を隔てた東側の飼料園に比べ現地表が約 5m近く低

くなっている。昭和54年度に本地域の南側で実施した農学部動物舎新営に伴う試掘調介で

原さ約60- 110cmの置土（攪乱土）直下が黄褐色礫混じり粘質土の地山で、遺物包含層、

遺構は検出されなかった。また、本節で述べた農学部附属農場飼料園排水溝修復整備に伴

う立会調介における地山面との標高差から推しても、東側からのびる丘陵がこの地域付近

で階段状にカットされていることが看取される。第 1地点での工事内容は解剖実習棟南東

の空閑地にコンクリート舗装、 U字溝、汚水桝、犬飼育舎および鉄製フェンス等の各種施

設を新営するものであったが、以上の所見により立会調在にとどめた。

その結果、工事地域全域について現地表下厚さ約15-20cmの攪乱土直下に黄褐色礫混じ

り粘質土の地山が検出されたが遺物包含層、遺構は認められず、当該地域では過去に埋蔵

Fig. 42 調介区位置図
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文化財が遺存していたとしても、や

はり既に消失している可能性が高

い。 第 2地点は、家畜病院と果樹

園間の現地表を約10cm掘削し、アス

ファルト舗装をするものである。そ

の結果、約 5- 7 cmの掘削で赤黄褐

色粘質土の地山が検出されたが顕著

な遺物包含層、遺構は認められず、

当該地域が北側の果樹園に比べ約

1. 5m低くなっていることから、家

畜病院周辺は多少なりとも削平を受

けているものと考えられる。

（河村）



吉田構内の立会調介

9 理学部環境整備に伴う立会調在

調介地区 理学部構内 N -20・21区

調介期間 昭和61年 2月10日

調介方法 工事施工時における立会調在

調在面積 約 4m2 

調介結果 人文学部および理学部大学院棟間に環境整備の一環として、藤棚の新営が計

画された。調介は、藤棚支柱基礎部分を中心に土層の堆積状況、遺構、遺物包含層の有無

を観察したが、工事基底面である現地表下約80- 100cmまでは攪乱土であった。

周辺地域では、昭和53年度に人文学部校舎新営に伴い試掘調介、昭和58年度に理学部大

学院校舎新営および付随工事に際して立会調介が実施されている。前者では、新営予定地

内に設定した 3本のトレンチによる調在が行なわれた。その結果、腐蝕土および構内造成

時等の置土（攪乱土）下位に旧耕作士が認められ、その匝下が黄橙（褐）色粘質土の地山

であった。地山は、最も浅い箇所では現地表下約 100cmで検出されたが、近冊の柱穴若干

が認められたにすぎなかった。後者でも遺構は検出されなかったが、土層の堆積状態、地

山の検出される深度には差異がみられず、当該地域周辺が本学移転前の水田造成の際、す

でに大規模な削平を受けていることが推察される。また、東に向かうにつれて、この旧耕

作土をも削平する構内造成が行なわ

れ、道路を隔てた東側の飼料園に比

べ約 5m近く階段状に低くなってい

ることから、現在飼料園となってい

る古墳時代から中枇にかけての柱穴

• 土城袴が検出された丘陵は、少な

くとも人文学部構内および理学部構

内東• 南部で大きく削平され、これ

らの地域では遺構の埋存する可能性

は極めて低いものと考えられる。

（河村）

Fig. 43 調介区位置図
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第 2節 小串構内の立会調在

1 医学部看護婦宿舎改修に伴う立会調介

調査地区 医学部構内 看護婦宿舎地域

調在期間

調在方法

調介面積

昭和60年12月 3日

工事施工時における立会諜l在

約20m2

調介結果 工事は第 5章で述べた看護婦宿舎改修に付随するもので、その内容は看護婦

宿舎の北側を中心とした地域に、東西にガス管、給排水管および排水桝を新規に埋設する

ものである。

工事による掘削深度は現地表面から前二者は約60cm、後者は約80cmであり、昭和58年度

に実施した体育館新営に伴う試掘調在で検出された遺物包含層には達しない工事掘削規模

である。しかし、同宿舎の所在するキャンパス北東端部ではこれまで埋蔵文化財に関する

調在が全く行なわれておらず、その地下の状況および上記の遺物包含層の分布範囲が不明

のままであった。このため、工事内容、規模等を勘案し、試掘調介に先だって事前に立会

調介を実施したものである。

調介の結果、現地表面から約80cm掘削した段階でも、構内造成等による近年の置土（攪

乱土）の堆積が認められたにとどま

Fig. 44 調介区位置図
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り、遺物包含層は検出されなかった。

したがって、当該地域における地

下の状況は後日予定されている同宿

舎建物部分の改修時に観察すること

とした。

（河村）



小串構内の立会調在

2 医学部環境整備に伴う立会調介

調査地区 医学部構内 職員宿舎北・東地域

調介期間

調介方法

昭和60年 1月14日

工事施工時における立会調介

調在面積 約40m2

調在結果 工事内容は職員宿舎の南東端部および北縁部に沿ってスギ、クス、カイズカ

イブキ等54本を植樹するものであった。植樹に伴う掘削深度は現地表から約50-?0crnで、

前者では二箇所、後者では四箇所を選定して地下の状況を観察した。

南束端部では、約60cm掘り下げたが、職員宿舎造成時の化粧土である真砂土の堆積が見

られたにとどまった。

北縁部では、現地表から東半部で約50cm、西半部で約60-70crnの掘削を行なった。束半

部では南東端部同様、工事基底面まで真砂土の堆積が見られ、顕著な遺構、遺物は認めら

れなかった。また、西半部では現地表から約30-50crnまで真砂土の堆積が見られ、その下

位に近～現代の土器を含む暗青灰色粘質土が堆積する。職員宿舎北側では、輻約 1.8mの

道路を隔てて輻約1.5mの小河川が東から西に向かって流れており、暗青灰色粘質土は改

修以前のこの小河川の埋積土である可能性がある。

いずれにしても、現地表下70cm

前後の掘削では攪乱土ないしは新

しい時期の堆積土が検出されるの

みで、顕著な埋蔵文化財は認めら

れず、地下の状況を把握するまで

にはいたらなかった。

（河村）

I゚ I I I I I --j 

Fig. 45 調介区位置図
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第 3節 常盤構内の立会調査

1 工学部尾山宿舎擁壁取設等に伴う立会調介

調奔地区 工学部構内尾山宿舎

調介期間 昭和60年10月18日

調究方法 工事施工時における立会調在

調介面積 約65m2

調在結果 尾山宿舎は工学部キャンパス正門の南西約 300mに位置する工学部職員合同

宿舎である。昭和59年度、北東端での排水管布設に伴う立会調在の際、宿舎敷地より約

2 m高い北側の畑地の遺物包含層から中世の土師器を採取しており、同宿舎内での後世の

削平状況から推して南半部に遺物包含層ないしは遺構の埋存する可能性が推察された。

今回の調介はその南端部、民有地との境界の崖面での擁壁側溝および鉄製フェンスの改

修および新設に伴うものである。

東半部では、宿舎敷地の現地表下約 30-40crnの攪乱土直下が岩盤となっており、地山が

大きく削平を受けていた。しかし、西半部では約 240cmまで攪乱士の堆積が見られ、この

部分での地山の大きな削平は認められなかった。

したがって、 •舎敷地の造成工事前の地形は南西部が谷になっていたことを考えあわ

せると、今後はこの南西部を中心とした地域での調在が必要となろう。 （河 村）

側溝改修地区 フェンス改修地区

Fig. 46 調介区位置図
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常盤構内の立会調介

2 工学部受水槽総改修に伴う立会調介

調在地区 工学部構内

調介期間 昭和61年 1月27日

調介方法 工事施工時における立会調介

調介面積 約1.5m2 

調査結果 調究地区は工学部キャンパスの北端部中央にあたる。同キャンパスでは昭和

58年度に校舎および図書館増築にともない二地点で試掘調究が行なわれているが、両地点

とも構内造成等による後世の削平が著しく、南半部では過去に遺構、遺物包含層が存在し

ていたとしてもすでに消滅してしまっている可能性が高いものと判断された。

しかし、北半部、とりわけ北端中央部付近では、北および北西に向かって開く小規模な

谷が存在しており、現在の野球場の大部分はこの谷を埋積したものであるという。したが

って、今回の調在地域付近はその谷の貫入する小丘陵の頂部あるいは基部ないしは谷頭付

近にあたるものと推察された。

調在は、新営される受水槽タンク約60m2の基礎部分のうち三箇所について、工事基底面

である現地表下約60cmまで土層の堆積状況を観察した。その結果、約10-15crnの腐触士の

下位に淡灰色の旧耕土混じりの置土（攪乱土）が約25-50cm堆積しており、その直下が明

橙色土の地山となっていた。また、

遺物も近代以降の土器が若十出土

したのみで、近世以前に遡るもの

は認められなかった。

したがって、この地点は谷頭部

分にあたるものではなく、丘陵に

あたる旧地形の上層がすでに多少

なりとも削平されている可能性が

高いものと考えられる。

（河村）

m
 ゜゚li

 

Fig. 47 調介区位償図
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昭和60年度山口大学構内の立会調究

第 4節 亀山構内の立会調査

l 教育学部附属山口小学校散水栓改修に伴う立会調介

調介地区 教育学部附属山口小学校構内

調在期間 昭和60年 9月 5日

調査方法 工事施工時における立会調在

調在面積 約 1m2 

調介結果 調介地区は小学校敷地の東端部付近、低学年棟の所在する地域である。

昭和58年度の調介で、同校敷地の西半部にあたる運動場から弥生時代終末～古墳時代初

頭の溝状遺構および古墳時代中期の寵をもつ竪穴住居跡が検出され、新たに「白石遺跡」

として周知されるにいたった。しかし、小学校の校舎棟が存在する東半部は、この運動場

から階段状に約1.8m高所に位置しており、遺跡の分布範囲や旧地形の把握が急務であっ

たため、工事規模に応じて立会調介を実施した。

工事地点は二箇所で、いずれも現地表下約40cmまでを掘削するものであったが、両地点

とも造成時等の置土（攪乱土）の堆積が見られたのみで、遺物包含層、遺構は検出されな

かった。

したがって、ほぼ平坦に造成されている小学校建物敷地部分の東側は、北および西側に

所在する丘陵の張出し部分が、近年

の改変を受けている地域にあたるも

のと考えられ、すでに地山が多少な

りとも削平を受けているものと推察

されるが、即断はできず、今後の調

介による資料の蓄積が望まれる。

（河村）

二
~
 

Fig. 48 調介区位置図
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亀山構内の立会調介

2 教育学部附属山口中学校球技コート整備に伴う立会調在

調在地区

調介期間

調介方法

調介面積

教育学部附属山口中学校構内

昭和60年 9月25日

工事施工時における立会調介

約 2m2 

調在結果 本学での施設整備の進展に加え、あいつぐ開発によって吉田地区以外の各地

区周辺でも新たな遺跡が周知されるにおよび、本学では昭和58年度以降各地区における埋

蔵文化財の包蔵有無確認調介を実施している。附属山口小学校における試掘調在によって

検出された鳥形木製品の出土した弥生時代終末～古墳時代初頭の溝状遺構および古墳時代

中期の寵をもつ竪穴住居跡はその好例といえ、当中学校は最短距離にして南方約zoomに

位置し、付近には弥生時代終末～古墳時代初頭の茶臼山石棺群が所在する。

工事はバレーボールコート支柱基礎部分 2ヵ所を約80cm掘削するものであったが、掘削

範囲内は黄褐色粘質土、青灰色粘質土の地山がブロック状に混入した攪乱土が認められた。

当地区における調査資料が欠如しているため即断はできないが、同構内ないしは周辺に比

較的安定した地山をもつ地域と、谷ないしは河川などのやや湿潤化した地域が埋存してい

るものと推察され、今後の調在で遺物包含層、遺構が検出される可能性がある。 （河村）

Fig. 49 調介区位悩図
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昭和60年度山口大学構内の立会調在

3 教育学部附属幼稚園環境整備に伴う立会調介

調在地区 教育学部附属幼稚園構内

調査期間 昭和60年 3月 4日

調介方法 工事施工時における立会調在

調介面積 約 1m2 

調介結果 教育学部附属山口小学校・幼稚園構内では、昭和58年度に試掘調杏が実施さ

れ、鳥形木製品の出土した弥生時代終末～古墳時代初頭の溝状遺構や、 5冊紀前半に遡る

可能性のある鼈をもつ竪穴住居跡が検出された。これらの各遺構は、小学校校舎棟の存在

する平坦面より約 1.5m低い運動場部分で検出されたもので、同構内の西部に位置する。

また、各トレンチの所見から、旧地形は北から南へ、また、東から西へ下降しているこ

とが推察され、同構内の東部にあたる小学校舎および幼稚園舎敷地部分における埋蔵文化

財の有無確認の調在が必要とされた。

本年度にいたって、同構内の北東端部にあたる幼稚園舎敷地部分で樹木の移植が計画さ

れた。当該地域周辺では、過去に調在は全く行なわれていないため工事内容をふまえて立

会調在を実施した。

工事による掘削は現地表下約80cmまであったが、腐蝕土および構内造成地等の置土（攪

乱土）の堆積が見られたのみで、顕

著な遺構、遺物は確認できなかった。
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園舎敷地部分全面での今後の諸工事

にたいして、埋蔵文化財に影響のな

い表土の原さを代表するものではな

し、
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（河村）

Fig. 50 調介区位置図

-78-



光構内の立会調介

第 5節 光構内の立会調在

教育学部附属光中学校外灯改修に伴う立会調介

調在地区 教育学部附属光中学校構内

調杏期間 昭和60年11月158 

調介方法 工事施工時における立会調介

調介面積 約 1m2 

調在結果 教育学部附属光小• 中学校構内は「御手洗遺跡」として周知されており、特

に、今回の工事地域に近い中学校体育館敷地部分では縄文土器、弥生士器、土師器、須恵

器、瓦質土器等が遺物包含層から出土し文いる。

工事内容は外灯改修に伴いキャンパス北東部の 2ヵ所について、体育館北側部分では幅

約30cm、長さ約 10m、グラウンド北縁中央部分では同じく輻約30cm、長さ約16mの範囲を

現地表面から約50cm掘削して配管を埋設するものである。調介は前者に輻約0.3m、長さ

約0.8m、後者に輻約0.3m、長さ約1.5mの手掘りによるトレンチを設定して行なった。

その結果、両トレンチとも遺物包含層、地山は検出されず、＿ー［事掘削深度内は攪乱土の

堆積であった。しかし、前者では現地表下約10cmに堆積する賠褐色士から中軋の土師器一

点が出土した。 （河村）

゜
御手洗湾

50m ミ／
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Fig. 51 調査区位置図
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昭和57年度の調査
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Fig. 55 第 1号竪穴住居跡実測図

第 2号竪穴住居跡 (Fig. 56, PL. 26-(2)) 

調介区の南西端で検出された弥生時代中期後半の住居跡で、第 4号竪穴住居跡を切り、

第 3号竪穴住居跡、第26号土城および第 2号溝に切られている。平面形態は円形になるも

のと思われ、上面径推定約 880cm、床面積推定53.8面の規模をもつ比較的大形の竪穴住居

跡である。主柱穴は 3本認められ、 6- 7本前後の主柱を有するものと推定される。また、

周陛に沿って幅約25cm、床面からの深さ約 6cmの壁溝が巡っている。第 3号住居跡と切り

合う付近には長さ 86cm、幅約88cm、床面からの高さ約 8cmの方形に近い階段状の張り出し

が認められ、出入口としての機能をもつものかもしれない。床面標高は約18.75m。

なお、床面中央部付近には径約 104cmX 88+ a cm、床面からの深さ 26cmの炭化物の充填

した方形に近い炉跡が造出されている。

-85-



山口大学吉田構内遺跡保存地区の発掘調登（昭和57年度）
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Fig. 56 第2・3号竪穴住居跡実測図

出土遺物 (Fig. 57-2 -13, PL. 28(3)-2 -10・PL. 39-11-13) 

壺形土器 (2・3)

2はいわゆる鋤先状口縁をもつもので、拡張部は下垂する。現資料には浮文等はみられ

ない。内外面とも横ナデによる調整を施すが、拡張部下面はナデ切れておらず、縦刷毛目

が残る。 3は断面三角形の退化した低い 2条の貼り付け突帯をもつ頸部で、内外面とも磨

滅・剥落のため調整不明。

甕形土器 (4-10) 

4は口縁端部内面が跳ね上げ状になるもので、頸部外面への強い横ナデにより口縁端部

はやや肥厚気味になる。口唇部はほぽ平坦。 5・6は直線に近く「く」の字に外反するも

ので、 5は内面頸部以下ナデ、他は横ナデ。 6は口縁部内外面横ナデ、他はナデ仕上げ。

7 -10は底部で、 7・8・10は底径が小さく薄手である。 9はやや上げ底がきつい。 7. 

9・10は内、外底面ナデ、側面横ナデ仕上げであるが、 8は胴部との境付近外面に縦刷毛

目が施される。
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昭和57年度の調査
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Fig. 57 第 1・2・4・7号竪穴住居跡出土遺物実測図

管玉 (11)

両面穿孔で完形。やや風化が認められる。碧玉製。長さ 2.3cm、外径 4mm、内径は上端

部 1.7mm、下端部2.0mm、厘量0.40g。
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山口大学吉田構内遺跡保存地区の発掘調査（昭和57年度）

砥石 (12)

欠損品。仕上げ砥と考えられるもので、現資料では正面のみに研砥面が認められ、右側

面は素材のまま放置している。チャート製。重最29g。

台石 (13)

扁平な転礫素材の作業台と考えられ、正裏両面に敲打による潰痕および粗い擦痕を残す

が、正面左端部付近は積極的な擦過により窪み気味となる。珪化流紋岩製。重量1401g。

第 3号竪穴住居跡 (Fig. 56, PL. 26-(2)) 

調介区北西端部で検出され、第 2号住居跡を切っている。平面形態は方形ないしは長方

形と考えられ、北辺 310cm、東辺 232cm以上の規模をもち、検出面からの深さは30cmであ

る。床面に柱穴 1個を検出したが、主柱穴数は不明である。壁溝は巡っておらず、炉跡な

いし寵は検出していない。なお、床面東・北部にはベッド状の高まりが認められた。遺物

は土師器破片若干が出土したのみで、明瞭な時期比定は困難であるが、保存地区での住

居• 土城の分布状況から推して、古墳時代中期以降の住居は検出されていないことから、

弥生時代後期～古墳時代前期に属する蓋然性が高い。

第 4号竪穴住居跡 (Fig. 58, PL. 26-(2)) 

調在区北西部で検出された住居跡で、第 2号住居跡、第20号土城、第 2号溝によって切

られている。後世の削平により西半部は消失し、東半部において陪溝のみが残存する。平

面形態は円形で、径約 8m、床面積推定約50面の規模をもつものと考えられる。主柱は 3

本検出したが、柱穴配置からみて 8本柱の構造になるものと思われる。墜溝は幅30-45crn、

深さ 8-12cmで、炉跡は認められなかった。第 2号住居跡との切り合い関係および出土遺

物から、弥生時代中期前半～中頃のものと考えられる。

出土遺物 (Fig. 57-14, PL. 28(3)-14) 

壺形土器

水平に近く強く折れ曲がる長めの口縁部をもち、頸部下位外面にはヘラによる「ノ」の

字状の刺突文が巡る。口縁部内外面、頸部外面横ナデ、他はナデ仕上げ。

第 5・6号竪穴住居跡 (Fig. 58・59, PL. 26-(2)) 

第 5号住居跡は調在区北西部、第 4号住居跡の内部で検出され、陸溝の存在状況によっ

て住居跡として取り扱った。北東隅の競溝のみが残存しており規模は不明。第 2号溝、第

16号土堀との重複関係が認められるが、切り合いは不明。平面形態は方形ないしは長方形

になろう。陛溝は幅30-50crn、深さは床面から約10cmで、炉跡ないし寵は未検出。
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昭和57年度の調査
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Fig. 58 第4・5号竪穴住居跡実測図

第 6号住居跡は平面形態方形ないしは長方形と考えられるもので、第 2号溝を切ってい

る。東辺約 3.8mの規模をもち、壁溝は認められない。床面標高は約18.90m。

5号. 6号住居とも土師器若干が出土したのみで時期比定は困難であるが、他の遺構と

の切り合い関係から 6号住居の方が新しい。方形系統の住居跡は56年度の教育学部校舎増

築に伴う調介で後期後半のものが、また、「遺跡保存地区」および昭和58年度に実施した

ラグビー場フェンス改修に伴う調在で古墳時代前期のものが検出されており、 5号. 6号

とも弥生時代後期後半～古墳時代前期の比較的近接した時期の住居跡であろう。

第 7号竪穴住居跡 (Fig. 60, PL. 26-(3)) 

調在区南西端部で検出した平面形態円形の住居跡で、競溝のみが検出され周墜の立ち上

がりは後世の削平により消失している。主柱は 6本で比較的墜溝に近接して配置されてい

る。床面積は34.8m2。壁溝は幅35-40cmで床面全周を巡っていたものと思われる。ほぽ円

形に近い炉跡は床面西部に偏在し、上面径92cmX 78cm、床面からの深さは約22cmである。

出土遺物には弥生土器片若干があるが、平面形態が円形であることおよび保存地区での円
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昭和57年度の調査
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山口大学吉田構内遺跡保存地区の発掘調if(昭和57年度）
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Fig. 67 第 3号土城出土遺物実測図 (5)
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昭和57年度の調査

75は口縁部が外彎気味に短く開き、端部は平坦である。外面縦刷毛目仕上げを行なうが、

口縁部外面は横ナデを加えている。また、胴部と口縁部とで刷毛目原体を使い分けており、

精粗の差がみられる。口縁部内面横ナデ、胴部内面ナデ仕上げ。 76は外面に 3条のヘラ描

き沈線が巡り、外面縦刷毛目、内面ナデ仕上げ。混入品であろう。

33・34・77 -89は底部で、壺と甕の区別がつきにくいが大半は甕の底部であろう。いず

れも底径が小さく、平底ないしは平底に近いもの (33・34・77-85)、上げ底のもの (86

-88)、不安定な平底のもの (89)がある。風化が著しく、各個体のすべての調整は知りえ

ないが、外面はナデ仕上げのもの (77・84)、縦刷毛目仕上げのもの (79・85-87) があ

る。また、内面はナデ仕上げのものが多い (77-86) が、 89は内面下半ナデ、上半縦刷毛

目の痕跡が残る。

砥石 (90)

正面および右側面を研砥面とする砥石で、仕上げ砥と考えられる。上下端、左側面は未

使用面が残る。正面右側面上半を中心に欠損が著しい。流紋岩製。重量137g。

第 4号土城 (Fig. 61, PL. 26-(4)) 

調査区北端部で検出された平面形態不整形の土城である。北半部を第 1号住居跡によっ

て失っているが、その切り合い関係は不明である。長軸方向は北ー南で長軸 320cm以上、

短軸90cm、検出面からの深さは21cmの規模をもつが、残存状態は良好とはいえない。底面

よりやや上位で、弥生土器壺、甕が出土し、これらの出土遺物から第 1号住居跡と近接し

た弥生時代中期後半のものと考えられる。

出土遺物 (Fig. 68, PL. 32-91-104) 

壺形土器 (91-94)

91は大きく外彎しながら開く口縁部をもち、口縁端部が跳ね上げ状になる。口縁部内外

面刷毛目のち横ナデ、端部内外面横ナデ仕上げ。 92は口縁部内面にやや扁平な断面三角形

の 1条の貼付突帯が巡る。 93・94は胴上半部の破片で、 93は少なくとも 2条のヘラ描き沈

線が巡る。 92・93とも内外面磨滅・剥落のため調整不明。 94は貝殻腹縁による 4条の沈線

下に無軸の羽状文を施文する。内外面ヘラミガキで仕上げる。

甕形土器 (95-104)

95-100は口縁部～胴上半部の破片で、「く」の字状に屈曲する口縁部をもち、端部が跳

ね上げ状になるものである。口縁部が内彎気味に開くもの (95・96) と直線的に開くもの

(97-100) とがあり、水平に近く折れ曲がるもの (96-98) もある。口縁端部外面が横
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山口大学吉田構内遺跡保存地区の発掘調査（昭和57年度）

＼
 
＼` 

三／ク ー一戸ニ
； 

ロ~p
／ご，

ヽ

一戸―-
, . 98 
ヽ

--(ロ
,

9

 ＇ヽ ,‘ 

,lfliiiiia 

Lli 
/

9

 麦
゜

10cm 

Fig. 68 第 4号土城出土遺物実測図

ナデによりやや窪むものが多い。いずれも口縁部内外面横ナデで、 95・96は磨滅・剥落の

ため胴部の調整は不明であるが、 99は胴部外面刷毛目、内面ナデ仕上げ。

101~104 は底部。接地面がやや裾広がりになるもの (101·102) はやや上げ底気味で、

側面が垂直に下降するもの (103・104) は小さな平底に近い。外底面および内面はナデで、

101は内面に指圧整形痕が残る。外面は、横ナデが観察される 104を除いて、いずれも磨

滅・剥落が著しく調整は不明。

第 5号土城 (Fig. 69, PL. 27-(1)) 

調介区北部、第 4号土城の東に近接して営まれた平面形態三日月形の土壊である。 2基

の土城の重複の可能性があるが切り合い関係が不明瞭で、一括して取り扱った。長軸方向

は北西ー南東で、長軸236cm、短軸90cmの規模をもつ。東半部はテラス状の平坦面を有し

ており、最深部の西半部で検出面からの深さは26cmである。出土遺物には弥生土器壺、甕

がある。弥生時代後期後半。
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昭和57年度の調査
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山口大学吉田構内遺跡保存地区の発掘調1t(昭和57年度）

出土遺物 (Fig. 70-105・106, PL. 32-105・106) 

壺形土器 (105)

内傾する筒状の頸部をもち、口縁部はそのまま緩やかに短く外反する。内外面とも磨

滅・剥落が著しく調整不明。

甕形土器 (106)

「く」の字に外彎しながら開く口縁部をもち、端部は尖る。口縁部内外面横ナデ、内面

細かい横刷毛目仕上げで、頸部内面はナデている。外面は磨滅・剥落のため調整不明。

第 6号土城 (Fig. 69) 

調査区北部、第 1号住居跡の南、第 5号土城の西に近接して営まれた土城で、第 3号溝

との切り合い関係は不明である。平面形態は長楕円形で、長軸284cm、短軸約75cmの規模

をもち、底面はほぽ平坦である。長軸方向は東ー西。遺存状態が悪く、検出面からの深さ

は15cmを残すのみである。出土遺物には弥生土器壺、甕がある。弥生時代中期。

出土遺物 (Fig. 70-107・108, PL. 32-107・PL. 33-108) 

壺形土器 (107)

張りの強いソロバン形の胴部をもつ長頸壺で、胴部最大径の部位に扁平な断面三角形の

突帯を 1条貼付する。内外面とも磨滅・剥落のため調整不明。

甕形土器 (108)

上げ底気味の底部で、側面は横ナデ、他はナデ仕上げ。

第 7号土城 (Fig. 69) 

調奔区中央部の東隅、第 6号土城の南東で検出された平面形態長楕円形の土城である。

第 3号溝との切り合い関係は不明。長軸方向は東ー西で、長軸378cm、短軸190cmの規模を

もつ。西半部にテラス状の平坦面をもち、最深部の東半部で検出面からの深さ 39cmを測る。

出土遺物は西半部の平坦面に貼り付いた状態で出土しており、弥生土器壺、甕、翡杯等が

ある。弥生時代中期前半。

出土遺物 (Fig. 70-109-114, PL. 33-109-114) 

壺形土器 (109)

いわゆる鋤先状の口縁部をもつもので、端部には粘土帯を貼付して斜上下に拡張させる

が未発達である。拡張部外面には少なくとも 2個を単位とした円形浮文が巡る。拡張部付

近内外面横ナデ、他はナデ仕上げ。他の土器に比べ胎土が良い。

甕形土器 (110-113)
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昭和57年度の調介
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Fig. 70 第5-7号土城出土遺物実測図

110は逆「 L」字状に近く強く屈曲する口縁部をもち、胴部は張らない。 111・112は跳

ね上げ口縁をもつものである。いずれも口縁部内外面横ナデ、 111は胴部磨滅・剥落のた

め調整不明。 113は底部で、

高外形土器 (114)

わずかに上げ底気味。側面横ナデ、外底面・内面ナデ仕上げ。

短脚の高外で、脚部中位付近で屈曲し外方へ開く。 i不部に挿入された部位に縦刷毛目が

残存しており、外面は刷毛目仕上げと思われる。内面は粗くナデている。

第 8号土城 (Fig. 69, PL. 27-(2)) 

調在区中央部東隅、第 7号土城の西に近接して営まれた土城である。西陸に接して柱穴

との切り合いがみられる。平面形態は五角形状を皇し、長軸232cm、短軸158cm、検出面か

らの深さ 21cmの規模をもつ。遺物は少なく、底面からやや浮いた状態で弥生土器壺、
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山口大学吉田構内遺跡保存地区の発掘調1f:(昭和57年度）
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Fig. 71 第 8・10・12号土城出土遺物実測図

甕が出土した。弥生時代中期後半。

出土遺物 (Fig. 71-115-118, PL. 33-115-118) 

壺形土器 (115・118)

115は屈曲して斜めに下垂する口縁部で、下垂度は小さいものと考えられる。内面には

断面三角形の扁平な貼付突帯が弧状に巡るが小破片のためその展開は不明である。口唇部

外面への施文は現資料ではみられない。内外面とも横ナデ仕上げ。

甕形土器 (116・117)

いわゆる跳ね上げ口縁をもつもので、内外面とも横ナデ仕上げ。

第 9号土城 (Fig. 72, PL. 27-(3)) 

調査区中央部、第 8号土城の西に近接して営まれた土城である。平面形態は長楕円形で、
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昭和57年度の調査
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山口大学吉田構内遺跡保存地区の発掘調査（昭和57年度）

長軸方向は北西ー南東。壁面の立ち上がりは比較的緩やかで長軸340cm、短軸194cmの規模

をもつ。底面はほぼ平坦で検出面からの深さは33cm。出土遺物には弥生土器壺、甕があり、

はぽ底面に貼り付いた状態で出土した。弥生時代後期前半。

出土遺物 (Fig. 73・74, PL. 33-129....:.PL. 34-147) 

壺形土器 (Fig. 73-129・130) 

口縁部を短く上下に拡張するもので、 130は口縁部外面に円形浮文を貼付する。 129・

130とも内外面横ナデ仕上げ。

甕形土器 (Fig. 73-131-Fig. 74-147) 

131-144は「く」の字に外反する口縁部をもつもので、口縁端部外面にヘラによる凹線

風の沈線が巡るもの (131-137)、端部が平坦に近いもの (138-141)、跳ね上げ口縁とな

るもの (142-144) がある。端部外面が窪むもののなかには胴部の張りがほとんどないも

の (135・137) がある。口縁端部が平坦に近いものは口縁部が直線的に開き、小形品が含

まれている。跳ね上げ口縁となるものは、口縁部が内彎しながら開くもの (142) と、直

線的に開くもの (143・144) とがあり、 144は142・143に比べ器壁が厚く、口縁部が短く

外反する。調整は、口縁部内外面横ナデで、胴部外面はナデ仕上げのもの (132-137・

139-141) と刷毛目仕上げのもの (142・144) とがあり、 134・135・137・140のナデは粗

い。胴部内面はナデるもの (132-134・137・138・140・141・144) が多く、刷毛目仕上

げのもの (136) やヘラ削りののちナデるもの (142) もある。

145-147は底部で、ほぽ平底のもの (145・146) とやや上げ底気味のもの (147) とが

ある。いずれも底部側面付近横ナデで、他はナデ仕上げ。 147は粗くナデられている。

第10号土城 (Fig. 72) 

調在区のほぼ中央部、第 9号土城と第 4号住居跡間に営まれた土城である。平面形態は

不整方形を里し、長軸192cm、短軸128cmの規模をもつ。底面はほぼ平担で、南陛付近で柱

穴と切り合っている。検出面からの深さは17cmで遺存状態は悪い。底面からやや上位で弥

生土器壺、甕が出土した。弥生時代前期末と中期前半のものが混在する。

出土遺物 (Fig. 71-119-123, PL. 33-119-123) 

壺形土器 (119・120)

底部の破片。 119はわずかに上げ底で、内面、外底面ナデ、側面横ナデ仕上げ。胴部外

面磨滅・剥落のため調整不明。 120は底部とほぼ同じ器陪厚で胴部にいたる。内面ナデ、

外面調整不明。
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昭和57年度の調査
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Fig. 73 第9号土城出土遺物実測図 (1)
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山口大学吉田構内遺跡保存地区の発掘調査（昭和57年度）
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甕形土器 (Fig. 121-123) 

121・123は如意形に短く外反する口縁部をもち、端部外面にヘラによる刻目を施す。

123は頸部下位に 2条のヘラ描き沈線が巡り、胴部の張りは小さい。口縁端部内外面およ

び胴部内面に丹の痕跡が残る。 121は内外面横ナデ、 123は口縁部内外面横ナデ、胴部内面
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昭和57年度の調査

ナデ、外面磨滅・剥落のため調整不明。 122は直線に近く「く」の字状に屈曲する口縁部

で内外面横ナデ仕上げ。

第11号土壊 (Fig. 72) 

調査区北西部、第 3号土城のすぐ東で検出された平面形態不整楕円形の土城で、第 2号

溝によって南端部を切られている。底面での 3個の柱穴との切り合いがみられるが、前後

関係は不明である。長軸方向は北東ー南西で、長軸189cm以上、短軸75cmの規模をもつが、

遺存状態が悪く、検出面からの深さはll-12cmを残すにすぎない。土城内から弥生土器若

干が底面よりやや上位で出土したが、第 2号溝との切り合い関係から下限は弥生時代中期

と考えられる。

第12号土城 (Fig. 72) 

調介区北西端部付近、第11号土城のすぐ西側で検出された土城で、西への延長部分は調

査区外にあたるため完掘していない。また、第 2号溝によって東端部を切られているため、

平面形態は判然としないが長楕円形に近くなるものと考えられる。長軸方向は北西ー南東

で、長軸148cm以上、短軸145cmの規模をもつ。底面はほぽ平坦で、検出面からの深さは

37cmである。出土遺物には弥生土器甕がある。弥生時代後期前半。

出土遺物 (Fig. 71-124-128, PL. 33-124-128) 

甕形土器

口縁部が「く」の字に外反し、内面に稜線を画して屈曲するもの (124・125・127) と、

緩やかに外反するもの (126・128) とがある。前者は張りのある胴部にやや強く屈曲する

短い口縁部をもち横ナデにより口縁端部外面が窪むもの (124・125) と、直線的に開くや

や長めの口縁部をもつもの (127) とがある。 128は小形の甕。 124-128とも口縁部内外面

横ナデ、 124・128は胴部内外面ナデ、 126は胴部内面ナデ仕上げ。 125・127は胴部内外面

とも磨滅・剥落のため調整不明。

第13号土城 (Fig. 75) 

調杏区北西部、第11号土城の南に近接して営まれた土城で、そのほぽ中央部を第 2号溝、

第27号土城によって切られている。平面形態は不整形な長楕円形に近く、長軸方向は北東

ー南西である。長軸192cm以上、短軸84cmの規模をもつが、遺存状態が悪く、検出面から

の深さは最深部で10cmを残すにすぎない。土堀内からは、底面からわずかに上位で弥生土

器壺、甕が出土した。弥生時代中期後半。

出土遺物 (Fig. 76, PL. 34-148-155) 
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山口大学吉田構内遺跡保存地区の発掘調it(昭和57年度）

壺形土器 (148-150)

148は口縁部が屈曲して下垂するもので、器墜が薄く、比較的きゃしゃなつくりである。

下垂した口縁部外面には施文はみられない。 149は大きく直線的に開く口縁部をもち、端

部がカマボコ状に肥厚する、類をみないものである。 148・149とも口縁部内外面にT寧な

横ナデを行なうが、口縁部下半は磨滅・剥落のため調整不明。 150は断面「M」字状の突

帯を貼付する胴部の破片。内外面とも磨滅・剥落のため調整不明。

甕形土器 (151-155)

いずれも「く」の字に屈曲する口縁部をもつもので、胴部の張りが小さく胴部最大径は

口径を上回らない。 151・153は直線的に開く比較的長めの口縁部をもち、口縁部内面の横

ナデが強い。 152は151・153に比べ口縁部の屈曲度が強い。 154は直線的に開く口縁部をも

ち、肥厚する口縁端部を跳ね上げるものである。器壁は薄い。口縁端部外面にはヘラによ

る凹線風の沈線が巡る。 151-154とも口縁部内外面横ナデ仕上げで、 151・152は胴部内外

面ナデ仕上げ。 153・155は内面のナデしか観察できない。 154は胴部内外面とも磨滅・剥

落のため調整不明。

第14号土城 (Fig. 75) 

調査区北西端部付近、第 2号住居跡の北に近接して営まれた土城である。東壁付近で柱

穴との切りあいが見られるが先後関係は不明である。平面形態は楕円形に近い形状を呈し、

長軸方向は北ー南。長軸148cm、短軸94cmの規模をもつが、遺存状態は極めて悪く、検出

面からの深さはわずか 9cmを測るにすぎない。底面からやや上位で弥生土器壺の底部等が

出土したが、量は極めて少ない。弥生時代中期。

出土遺物 (Fig. 77-156, PL. 34-156) 

壺形土器

わずかに上げ底気味の底部から胴部は直線的に立ち上がる。内外面とも磨滅・剥落のた

め調整不明。

第15号土城 (Fig. 75) 

調介区北西部付近、第 2・3号住居跡のすぐ東で検出された平面形態不整楕円形の土城

で、中央部を第 2号溝によって切られている。遺跡保存地区の土城のうちでは小形の部類

に属する。長軸方向は北東ー南西で、長軸130cm、短軸46cm、検出面からの深さ 18cmの規

模をもつ。出土遺物は極めて少なく、甕形土器が底面からやや上位で出土した。弥生時代

終末～古墳時代初頭。
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昭和57年度の調査
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山口大学吉田構内遺跡保存地区の発掘調査（昭和57年度）

出土遺物 (Fig. 77-158・159, PL. 34-158・159) 

甕形土器 (158)

跳ね上げ口縁になるもので、内外面とも横ナデ仕上げ。

高外形土器 (159)

t不部に脚柱を挿入する長脚の高杯脚部で、三方に円形透かしをもつ。シボリ痕は不明瞭

で、坪部と脚部の接合部付近の外面は横ナデで、他はナデ仕上げ。

第17号土城 (Fig. 78, PL. 27-(4)) 

調介区中央部西寄りのトレンチ西墜付近で、第16号土城の南に近接して検出された土城

で、第18号土城を切っている。平面形態長楕円形、長軸方向北西ー南東で、長軸224cm、

短軸50cmの規模をもつ。底面は平坦に近く、検出面からの深さは34cm。出土遺物には弥生

土器壺、甕、鉢、および石斧があり、底面からやや上位で出土した。弥生時代中期前半。

出土遺物 (Fig. 77-160-170, PL. 35-160-169・PL. 39-170) 

壺形土器 (160・166)

160は長頸壺の口縁部で、端部外面に断面長方形の突帯を貼付し、強い横ナデにより突

帯中央部が窪む。壺と思われる 166はわずかに上げ底で、側面横ナデ、他はナデ仕上げ。

甕形土器 (161-165・167・168)

跳ね上げ口縁をもつもの (161) と、「く」の字状に外反する口縁部をもつもの (162-

165) とがある。後者には内面に稜をもたず短く外反するもの (162・163)、張りのほとん

どない胴部をもち直線的に外反するもの (164・165) とがある。いずれも口縁部内外面と

も横ナデで、 162・163・165は胴部内外面ナデ、 164は胴部外面ナデ仕上げを行なう。

167・168は底部。 167は上げ底で器壁が厚く、裾部が外方へ大きく開く。 168は窪み底で、

外底面および外面に黒斑がみられる。いずれも側面、接地面横ナデ、外面、外底面および

内面ナデ仕上げで、 168は調整が粗い。

鉢形土器 (169)

ほぼ平底の底部で、内面、外底面ナデ仕上げ、側面は磨減・剥落のため調整不明。

石斧 (170)

刃部および頭部の一部を欠損した太型蛤刃石斧で、断面形は楕円形。珪化デイサイト製

で現存長11.2cm、最大幅5.6cm、最大厚4.2cm、頭部幅4.1cm、頭部厚2.8cm。甫量412g。

第18号土城 (Fig. 78, PL. 27-(4)) 

調査区中央部西寄りのトレンチ西罹付近、第16号土城の南に近接して検出された土城
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山口大学吉田構内遺跡保存地区の発掘調査（昭和57年度）

で、第17号土城によって切られている。平面形態は不整形な方形で、東端部にテラス状の

平坦面をもつ。長軸234cm、短軸156cmの規模をもち、最も深い南端部で検出面からの深さ

20cmを測る。遺物は東端部の平坦面を中心に、底面よりやや上位で弥生土器壺、甕、鉢、

高坪が出土した。弥生時代中期後半。

出土遺物 (Fig. 79-171-175, PL. 35-171-175) 

壺形土器 (171)

ソロバン状の胴部をもち、胴部最大径付近に断面三角形の突帯を 1条貼付する。長頸壺

の可能性がある。磨滅・剥落のため調整不明。

甕形土器 (172・173)

「く」の字に外反する口縁部をもち、端部が跳ね上げとなるものである。 172は口縁部が

内彎しながら外反し、胴部の張りは弱い。 172・173とも口縁部内外面横ナデ、胴部外面縦

刷毛目、内面ナデ仕上げを行なう(.

鉢形土器 (174)

平底の鉢の底部と考えられるもので、器壁は薄い。内面ナデ仕上げ、外面調整不明。

高杯形土器 (175)

わずかに斜めに下垂する鋤先状口縁をもつ小形の高杯で、坪部は内彎して開き、口縁部

内側の張り出しは強い。口縁部内外面横ナデ、杯部内面ナデ、外面磨滅・剥落のため調整

不明。

第19号土城 (Fig. 78) 

調介区西壁付近、第17・18号土城のすぐ東で検出した平面形態長楕円形の土城である。

北端部、南端部で柱穴との切り合いがあるが先後関係は不明である。長軸方向は北東ー南

西で、長軸156cm、短軸76cmの規模をもつ。底面中央部には長方形に近い掘り込みをもち、

検出面からの深さは25cmである。出土遺物は皆無であった。

第20号土城 (Fig. 78) 

調介区中央部、第19号土城の北に近接して営まれた平面形態不整五角形の土城で、第 4

号住居跡の壁溝を切っている。平面形態から 2基の土堀の重複の可能性があるが、切り合

い関係が不明なため一括して取り扱った。長軸432cm、短軸320cmで、保存地区で検出され

た土堀中でも最大の規模をもつ。西端部には幅約45cmのテラス状の平坦面を有する。底面

は中央部付近がやや高く、検出面からの深さは最浅部で18cm、最深部で45cmを測る。遺物

は極めて少なく、底面から約20cm上位で弥生土器若干が出土した。
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山口大学吉田構内遺跡保存地区の発掘調It(昭和57年度）

第21号土城 (Fig. 78) 

調在区中央部、第20号土城のすぐ東で検出された平面形態長楕円形の土城である。北端

部での柱穴との切り合い関係は判然としない。長軸方向は北ー南で、長軸328cm、短軸

88cmの規模をもつ。底面は南から北へ下降しており、検出面からの深さは最浅部で 16cm、

最深部で25cmを測る。壁面の立ち上がりは緩やかである。遺物は土城検出面付近で弥生土

器壺、甕が若干出土したにとどまった。弥生時代中期後半。

出土遺物 (Fig. 79-176-178, PL. 35-176-178) 

壺形土器 (176・177)

176は下垂する口縁部をもつもので、端部は先細りとなる。口縁部外面の平坦面に施文

は見られないが、内面との稜線上にヘラによる刻目を施す。磨滅・剥落のため調整不明。

177は頸部の破片で、外面に断面三角形の少なくとも 4条の貼付突帯が巡る。外面横ナデ

仕上げ、内面磨滅・剥落のため調整不明。

甕形土器 (178)

直線的に短く開く口縁部の破片で、内外面とも横ナデ調整を行なう。

第22号土堀 (Fig. 80) 

調在区中央部、第20および21号土城の南で検出された「 L」字形の土城で、平面形態お

よび検出面から底面までの深さなどから、平面形態長楕円形の 2基の土城の重複の可能性

があるが、切り合い関係が不明なため一括して取り扱った。南北方向長軸202cm、短軸

56cm、北東ー南西方向長軸258cm、短軸58cmの規模をもち、検出面からの深さは西端部で

16cm、南端部で21cm。北端部の底面は、西・南半部に比ベ一段低くなっており、検出面か

らの深さ 30cmである。出土遺物には弥生土器甕がある。弥生時代後期。

出土遺物 (Fig. 79-179-181, PL. 35-179-181) 

壺形土器

179は外彎しながら開く口縁部で、内外面とも磨滅・剥落のため調整不明。 180・181は

凹み底の底部で、 181は鉢になるかもしれない。いずれも接地点付近内外面横ナデで、 180

は外面、外底面ナデ、内面磨滅・剥落のため調整不明。 181は内面、外底面ナデ、外面磨

滅・剥落のため調整不明。

第23号土城 (Fig. 80) 

調在区南西隅、第 6号住居跡のすぐ東で検出された土城である。第 2号溝が比較的平坦

な溝底をもつのに対し、この部分で一段底面が低くなっていることから、土城として取り
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昭和57年度の調査

扱った。第 2号溝と切り合っているが、その先後関係は不明である。平面形態は長楕円形

に近くなるものと思われ、長軸方向は北西ー南東である。長軸220cm以上、短軸82cmの規

模をもち、底面は平坦に近く、検出面からの深さは18cmである。出土遺物には弥生土器壺、

甕、高杯がある。弥生時代中期後半。

出土遺物 (Fig. 79-182-188, PL. 35-182-PL. 36-188) 

壺形土器 (182・183)

182は外彎しながら大きく開く口縁部で、胴部内面ナデ仕上げ、他は風化のため調整不

明。 183はほぽ平底の底部で器壁が薄い。外面に縦刷毛目の痕跡が残る。接地点付近外面

横ナデ、外底面ナデ、内面風化のため調整不明。

甕形土器 (184-186)

ロ縁部内面に粘土を貼付し、顕著な跳ね上げ口縁とするものである。直線的に開＜口縁

部の屈曲度は強い。 184-186とも口縁部内外面横ナデで端部は強い横ナデで窪む。胴部内

面ナデ仕上げ、外面風化のため調整不明。

高外形土器 (187・188)

187は口縁端部が肥厚し平坦面を有するもので、口縁端部の外側への張り出しはみられ

ない。口縁端部内外面横ナデ、他は風化のため調整不明。 188は鋤先状口縁を有する高外

で、 J不部は浅く口縁端部の内面への張り出しは弱い。端部平坦面は斜めに下垂する。口縁

端部内外面横ナデ、外部外面縦刷毛 H、内面ナデ仕上げ。

第24号土塙 (Fig. 80) 

調査区中央部の南寄り、第 7号住居跡の北で検出された土城である。平面形態は長楕円

形に近く、墜面の立ち上がりは比較的急である。南北両端部で柱穴状の遺構と切り合って

いるが、先後関係は明らかでない。長軸方向は北ー南で、長軸348cm、短軸68cmの規模を

もつ。底面は平坦に近く、検出面からの深さは25cmである。出土遺物には弥生土器壺があ

る。弥生時代中期。

出土遺物 (Fig. 81 -189, PL. 36-1g9) 

壺形土器

大きく朝顔形に開く口縁部をもつと思われる壺の頸部。外面には少なくとも 3条の断面

三角形の扁平な貼付突帯が巡る。外面突帯部分横ナデ、他はナデ。

第25号土城 (Fig. 80) 

調在区の南東部、第24号土堀の北東で検出された方形状の不整形な土城である。西・北
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昭和57年度山口大学吉田構内遺跡保存地区の発掘調査
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Fig. 80 第22-25号土城実測図
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昭和57年度の調在
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Fig. 81 第24-26・41号土城出土遺物実測図

両墜面は検出面から緩やかに下降しており、南半部で最終的な底面に達する。長軸220cm、

短軸210cm、検出面からの深さは最深部で15cmの規模である。遺物は弥生土器甕等若干が

出土したのみである。弥生時代中期。

出土遺物 (Fig. 81-190・191, PL. 36-190・191) 

甕形土器

190・191とも直線的に「く」の字に外反する短い口縁部をもつもので、 191は胴部の張

りは弱い。いずれも内外面横ナデ仕上げ。

第26号土堀 (Fig. 82) 

調杏区北西隅で検出された土城である。第 2号住居跡との切り合い関係は不明。西への

延長部分を後冊の削平により失っており、平面形態は明らかでない。長軸方向は北西ー南

東で、長軸114cm以上、短軸34cmの規模をもつ。底面はほぱ平川で、検出面からの深さは

11cmである。出土遺物は少なく、底血からやや上位で弥生土器壺、甕、鉢が出土した。弥

生時代後期前半。

出土遺物 (Fig. 81-192-195, PL. 36-192-195) 
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山口県内の弥生時代貯蔵穴について

森下靖士＊

1 はじめに

近年発掘調介の増加に伴って、県内においてもいわゆる貯蔵穴（穴倉）と呼称される遺

構の発掘例も急増しつつあり、管見では現在25遺跡をかぞえる。山口大学構内遺跡の発掘

調在においても、このたび大学会館前庭部の調査で弥生時代前期末から中期初頭の貯蔵穴

と思われる一基の袋状竪穴を検出した。これを機会に、本稿では県内においてこれまでに

検出された、特に弥生時代に属する貯蔵穴について整理、分類を行ない、それによって導

N
6
^
)
s
 

ふ

ヽ---. 
4-

0 50km 

し――と――~

Fig. 105 県内の弥生時代貯蔵穴検出遺跡分布図

* Y asushi MORISHITA 山口大学大学院人文科学研究科
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山口県内の弥生時代貯蔵穴について

Tab. 10 県内の弥生時代貯蔵穴検出遺跡地名表

遺跡名 所 在 地 時 期 数 ．里旦 型 式 出土食（出料土植遺物構種）子類 備 考 文献

中,",前'愧期期期III 後初初A半頭頚、

炭ズシ化キス米？．ダ，堅ジリ果イョ）類ク（イト チウ．イ アガ1 綾羅木郷 下 関 市 9（未00且基介以含む上） l,Il,V 植数物性食料出土遺構多 11.12,23 

2 伊 倉 下関市 82基 I 複式土堀を含む 13,24,35 

3 城 山 豊 浦 町 中期前半 3基 I 16 

4 坂 J 上 菊川町 前期期五後f. 正不確明な数 II . V 27 

中即閲期I1後初"' f 焼焼土け，た痕I火跡を含む。 床面に5 上 原 菊 川 町 44基 I , V ， 
中頭

6 堂ノ尾山 下関市 中前期期I初末頭 2基 I 23 

-— 1--- -—"••'--·--—-----—---—---

7 湯 免 三隅町 中期後半 1基 m 堅ク果リ類第I11（ド地ン区グ土リ壊＇1ン)イ， 29 

中期；：Hif'f-
8 松ヶ迫 秋芳町 3基 I 26 

中 半
中 頭， 引 野 阿知須町 10基 I . -ffi ， I -2,3,4 中中 半平

10 朝田墳墓群 山口市 20基 I 炭ズァto化キ→ ll 米1第［l1第カ2l 11113 2 .c, .111655...2I 11第066号..11貯77l号号蔵貯貯用.蔵蔵t8用用嘱kt）.塙．嘱）Iア9 ． :m 
中 平

11 下 束 山口市 中前期期＼初末頭 20基 I. V 炭化米 (YP17, 27) 2層2キ7711をノのヤなキ出プし，七ソヒてもルョ出あアウ土りズタJキ木ン，由エマにゴマク木ワiJyp簗ゥ 10 

12 荻 峠 山口市 前期末 1基 III 堅果シ類（イチ）イガシ， アラ
力 YP-1 10 

13 吉 田 山口市 中前期期＼初末頭 l基 I 本内

14 大内氷上古墳 山口市 中期後半 1基 I 33 

15 丸 山 山 口市 中期後半 l基 I 34 

16 奥正権寺 防府市 中期前半 l基 I 31 

崎 防府市 中期前半 28基 I. II S炭類K化l（7コ米.2ナ0(S,3Kラ19SK,1プ-55ラ,,17ジ3,30,3ク1)竪果ギ 稲穂のまま，内層をなす (SK9 
17 大 ，ツ Iイ，SK31ヌ) , 15)土 1)器 よ り 出 t 31 

(SK30 3 

18 井 上 山 防府市 中期後半 19基 I, Il, V1・') 5 

19 突抜・馬場 阿東町 中前期期＼後末半 200基以上 N 32 

20 坂手沖尻 阿 東 町 中期後半 正不確明な数 I, Il爪 N 28 

21 物じ‘‘ ノ 尻 阿東町

前中由中中Hi期期期期期!期II 初I前前後後4頭半、千'f f 

構な数 N,V 28 

6 炭町（コ9iナI,I ダう 1・ イ5土.ズ鳴化16. , 4 . 1I 71I1, 墳1.8134. 2,, 4米1187. 21 , 73 :I, ,炭36化1~ 麦I果tI塙類i、

ー. ・---・"'● --------・・ —"• 

22 
,呂., 

原 下松市 36基 I, ll1°1, V 25 
'- -

23 天 -E 熊毛 郡 9基 I, II 略竪果穴類）（シィ． カシ. 4号 36 

24 岡 山 熊 毛 郡 中期前半 2基 II 住炭ダ居化イ床米ズ，面（いア検ずズ出れキ緊，も穴リA）ョ地ク[:,<→ト—竪ウ穴， 36 

25 河 池 周東町 中中期期I絲前半半 l基 I 14 
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貯蔵穴の分類

きだされる問題点について考察を試みる事にしたい。

なお、その作業に伴い県内の弥生時代貯蔵穴検出遺跡地名表 (Tab. 9) 及び分布図

(Fig. 105) を作成した。今後の参考となれば幸いである。

2 貯蔵穴の分類

現在までに県内で検出されている貯蔵穴には、現状での認識のされ方から大別して三種

類のものがあると思われる。第一は袋状竪穴、 ドングリピットといった定形的で貯蔵穴と

して使用されたことが実証されており、かつ、貯蔵穴としてかなり明確な定義付けがなさ
文献36)

れているものである。岡山遺跡、天王遺跡においてみられるように壁面が垂直で袋状を

呈さない点を除けば、立地、規模、出土遺物（特に当時の食料とみられる食用植物種子類）

等袋状竪穴に類似し、貯蔵穴であることが実証できるものもこれに含める。第二は、出土

遺物の点からは貯蔵穴であることが実証されえないが、立地、規模、形態から推測して貯
文献32)

蔵穴の可能性をもつものである。突抜・馬場遺跡においてみられる、平面長楕円形、断

面矩形の深い土城はこれにあたる。第三は、従来貯蔵穴として認識されていなかったが、
文献25) 文献 9)

筆者が貯蔵穴として扱う必要のあると考える竪穴遺構である。宮原遺跡、上原遺跡など

にみられる平面方形ないしは長方形で、断面が矩形（壁面が内傾気味でごく弱い袋状のも

のも含む）を呈する一群の竪穴遺構がこれにあたる。ここでその形態も考慮に加え県内出

土の弥生時代の貯蔵穴のうち、第一とした袋状竪穴を I類、袋状竪穴に準ずるが断面が袋

状をなさないものを II類、 ドングリピットを 1II類、第二とした平面長楕円形、断面矩形の

門こ
一木ノ葉層
亡ドングリ層

III 

＿□-三
へこIV 

I : 1穎（綾羅木祁遺跡L.:¥I. ~603 文献 11 より）
u : n類（大崎遺跡SK・・16文献31より •部修ザ）

Ill: Ill類（荻峠遺跡YP-I 文献]l)より 1

Iv : N類（突抜・男場遺跡P-48文献32より 音叶冬仕 I

＼：＼類i'A・r原遺跡士壊24 文献25よ I) ・; 祁修止I

Fig. 106 県内の貯蔵穴の分類
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山口県内の弥生時代貯蔵穴について

ものを N類、第三とした平面長方（方）形、断面矩形のものを V類とする (Fig. 106)。

以上、県内の弥生時代の貯蔵穴を主に形態と従来の認識のされ方から I 類~v 類に分類

したが、 I類、 11類、 1II類については貯蔵穴であることに議論をさしはさむ余地はなく、

問題となるのはN類およびV類であろう 5 しかし、 N類については類例も少なく、また、

貯蔵穴としての機能を有することを実証するに足る資料にも乏しいため現状ではこれにつ

いて論ずることは困難である。従って、以下本稿では V類に分類した貯蔵穴について筆者

の考えるところを述べてゆくことにしたい。

3 V類の貯蔵穴について

前節では、県内の弥生時代貯蔵穴を I類-v類に分類した。そのうちの V類は、従来は

貯蔵穴として認識されていなかった竪穴遺構（以下竪穴と略す）である。本節ではこの種

の竪穴について県外の類例もまじえて、その機能、使用方法を検討してゆくことにする。

まず、この種の竪穴 (V類貯蔵穴）について現在知られていることを概観しておこう。
文献12) 文献11)

この種の竪穴は県内では宮原遺跡、上原遺跡の他、綾羅木郷遺跡、同遺跡上ノ原地区、
文献10) 注l文献17)文献21) 文献22) 文献20) 文献 1)

下東遺跡に類例がある。県外の類例は福岡県板付遺跡、宝満尾遺跡、合田遺跡、北内
文献 7) 文献19)

畑遺跡、小郡正尻遺跡などに求められ、板付遺跡をはじめとして袋状竪穴として報告さ

れていることが多い。壁面が弱い袋状を呈するものがあるためであろう。

形態は平面長方形ないしは方形（隅丸のものを含む）で前者のものが多い。断面形は矩

形ないしは弱い袋状を呈し、前者が多い傾向にある。規模は方形のもので床面の一辺 1-

1.6m前後、長方形のもので長辺l.3-2.2m前後、短辺0.7-l.3m前後を計る。長方形の

ものについては長辺と短辺の比がほぽ 2: 1となるものが多い。深さは削平により上半部

を欠失するものが多いが、遺存状態の良い例から推測すれば0.7-l.3m前後となるだろう
注2

一般的に袋状竪穴と比較して浅いのを特徴とする。その他の形態的特徴として、付属施設

がある。床面の溝、柱穴状ピット、入口部蓋受けがその主なものである。柱穴状ピットは

床面にあるものと、竪穴周辺にあるものがあり、前者は綾羅木郷遺跡上ノ山地区 P46 

(Fig. 107 - 1)、後者は宮原遺跡土城23、24などに見られる。前者については、床面四

隅及び壁際に 2-8個設けられ、県外、特に板付遺跡に例が多い。蓋受け (Fig. 107-

3)、床面の溝はいずれも宮原遺跡で見られる。

土層の堆積状況を見てみると、そのほとんどが水平または地形の傾斜に沿った自然堆積

の状況を示し、人為的に埋没が行なわれたと思われる堆積状況を示すものはない。宮原遺
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V類の貯蔵穴について

跡においては特にそれが顕著に認められる (Fig. 107-1、 2、 3、4)。

出土遺物は土器及び石器といった生活遺物がその主なものであるが、 完形で出土するこ

とはごく稀で、破片であることがほとんどである。 しかもその出土状況を見ると、床面よ

り浮いて出土することが多く使用状態、例えば床面に据えられた状態で出土することはほ
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1綾羅木祁遺跡上ノ山地区 P46(文献11第13図より）
2. 下東遺跡第 l地区YP27(文献10第123図を一部修正）
3. 宮原遺跡士壊23(文献25第46図より）
4. 上原遺跡 Pit47(文献 9 第 5図を一部修正）

Fig. 107 各遺跡のV類貯蔵穴 (1/40) 
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山口県内の弥生時代貯蔵穴について

とんどない。これらの遺物は竪穴の機能停止後、ごみ穴として使用された際に投棄された

か、あるいは埋没過程での流れ込みと思われる。その他に自然遺物として、食料植物種子

類、すなわち、炭化米（宮原遺跡、板付遺跡）、炭化麦（宮原遺跡）、堅果類（北内畑遺

跡）等がある。出土状況には大量に層をなして出土する場合と、散在してあるいは単独で

出土する場合の二種類があるが、前者はごく稀である。県内例では宮原遺跡で両様の出土

状況が見られる。また、焼土、灰、木炭が出土する事がある。床面、あるいは床面近くで
注3

層をなして出土する場合と、床面から浮いてブック状になって出土する場合がある。
注4

時期についてみると、最古のものは板付遺跡に見られる。夜臼式土器及び板付 l式土器

が共伴して出土する弥生時代前期前半のものである。県内における最古例は綾羅木郷遺跡

に見られ、綾羅木 I式土器を出土しており、前期後半でも古期に位置付けられる。時期の

新しいものとしては宮原遺跡、上原遺跡に中期初頭に位置付けられるものがあるが、中期

前半まで下る例はない。県外、県内を通じてその時間的分布は前期に集中しており、特に

前期後半から末にかけてのものが多い。前期前半に位置付けられる例は現在のところ板付

遺跡以外では認められない。

さて、この種の竪穴の持つ機能（用途）について、従来幾つかの推論が行なわれてきた。

宮原遺跡の調査報告書において、報告者はその機能について貯蔵穴、墓城（土城墓）の可

能性をあげているが、前者については否定的で、墓城の可能性が高いとし、その根拠とし

て副葬品と見られる完形の小壺、石剣や、壺棺と見られる大型壺の出土すること、他遺跡

における同様の遺構より木棺跡、人骨が検出されること、蓋受けが土城墓、木棺墓に見ら

れる二段掘りの墓城に類似することをあげている。また上原遺跡の報告書中、富士埜勇氏

は、宮原遺跡の報告をふまえ、床面で完形に近い土器が出土するものがあること、床面に

火を受けた痕跡を残すものがあることを根拠として、墓城としての機能を否定し、土器焼

成城の可能性を論ぜられた。また性格不明の土堀としてされているもの（綾羅木郷遺跡上

ノ山地区）もあり、貯蔵穴として扱われているのは綾羅木郷遺跡等数例にすぎない。

以上のように、この種の竪穴は従来その機能として貯蔵穴を当てられることは少なかっ

た。しかし、筆者はこの種の竪穴の機能として、貯蔵穴が最も妥当なものと考えている。

この種の竪穴の機能を墓城と見る場合、形態の点ではそれを肯定できるものの、土層の

堆積状況から見ると、それは全く否定的であるといえる。何故ならば、墓城とすれば、そ

の土層堆積は一括で埋められるため単一一層となるはずであるのに対して、この種の竪穴

は、報告書に示された土層図を見る限り明らかな自然堆積を示すものがほとんどである。
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V類の貯蔵穴について

また、黒褐色土、茶褐色士の層をはさむことは、これらの層が一定期間地表に露出してい

たことを暗示させ、この種の竪穴が自然堆積による埋没過程をたどったことを裏付ける。

遺物の出土状況はそれらが廃棄されたことを示すが、墓に対してそのような行為が行なわ

れるとは考えにくい。従ってこの種の機能として墓城は不適当である。次に、土器焼成城

と仮定してみると、床面及び壁面に火を受けた痕跡を残すこと、灰、焼土、木炭の出土す
注5

ることからはこれを否定できない。形態上からも同様なことがいえる。とはいえ、この種

の竪穴すべてから以上の諸特徴が見い出されるわけではなく、現状ではその幾つかがこの

機能を有する可能性を持つといえるにすぎない。

最後に貯蔵穴としての機能を有すると仮定した場合、この種の竪穴に見られる諸特徴に

最もよく合致する。まず、竪穴内から当時の食料に供されたと思われる植物種子類が出土

することが挙げられる。遺跡において、これらの食料植物種子類が遺物として見い出され

る可能性が高いのは、それらが貯蔵された場所、食された場所、廃棄された場所であろう。

遺構にそれをあてれば、貯蔵穴、高床倉庫、住居跡、ごみ穴がそれにあたる。なかでも貯

蔵穴は、地下に掘り込まれるという点から、内部に収納された食料植物種子類が残される

可能性が他よりも高いといえる。この種の竪穴の機能として、住居はその規模の点から除

外される。ごみ穴としてこれらの定形的な竪穴を掘ることはないというごく常識的な仮定

を認めるならば、その機能もやはり除外される。そうすると、これらの竪穴の機能として

残されるのは貯蔵穴である。宮原遺跡における炭化種子類の出士状況をみると、床面から
注6

浮いて、あるいは一ケ所に偏在して廃棄を思わせる出土状況を示すものもあるが、大半は

床面か、あるいは床面に近い層からの出土である。このことは、貯蔵されていた食料植物

種子類が何らかの理由で竪穴内に残されたことを思わせる。

次に、竪穴内からの焼土、灰、木炭、などの出土及び床面、壁面に見られる火を受けた

痕跡について考えてみる。竪穴は地下に掘り込まれるという性格上、内部の湿度が高いこ

とは避けられない。袋状竪穴を用いて内部の温度及び湿度の計測実験が試みられているが
注7

その結果、竪穴内部の湿度は 100%近いものになることが確認されている。この湿度の高

さが、竪穴内部に貯蔵された食料、特に、米、麦などの穀類の保存に大きな影響を与える

であろうことは想像に難くない。防湿のため何らかの処置が取られたことが想像される。

焼士、灰、木炭、火を受けた痕跡は、竪穴内部の乾燥を目的として内部で火がたかれたも
注8

のと見ることができる。

また、床面及び人り口周辺の柱穴状ピット、入り口部の蓋受けといった上屋施設、ある
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山口県内の弥生時代貯蔵穴について

いは被覆施設の存在を示唆する付属遺構の存在することも、貯蔵穴としてのこの種の竪穴

の機能を示すものであろう。何故ならば、屋外に貯蔵穴が構築される場合、上屋もしくは

被覆施設の存在なしには、日本という湿潤な気候風土を持つ地では到底その機能を果たし

えないと考えられるからである。

以上の点から、この種の竪穴の機能として貯蔵穴が最も妥当であると考える。

それでは、貯蔵穴の使用法としてどのような方法が考えられるであろうか。貯蔵穴内に

食料を貯える際には次の二通りの方法が考えられる。すなわち、 1、食料を容器にいれて

竪穴内に収納する、 2、容器を用いず直に収納する、の二通りである。現在までのところ、
注9

どちらの方法が用いられたかを直接に示す資料はないが、上原遺跡において、完形あるい

は完形に近い土器が、あたかも床面に据えられていたかのような状態で出土していること

からみて (Fig. 107 -4)、前者の方法が行なわれていた可能性がある。とはいえ、後者

の方法が行なわれなかったとは必ずしもいえない。宮原遺跡においては炭化米に混じって

多量の有機物を含む層が観察されており、また、下東遺跡 YP 26 (Fig. 107 -2) におい

て、床面近くで木の葉、木片、炭化様が互層となって堆積しているのが観察された。後者

の方法を用いる場合、床面及び壁面には防湿を目的として例えば藁、様殻といったものが
注10

充埴されたと考えられるが、有機物を含む層や木ノ葉の層はその名残りとも考えられる。

最後に県内におけるこの種の竪穴の系譜について述べておきたい。この種の貯蔵穴の最

古の例が板付遺跡環濠内の方形竪穴に求められることは前述したが、それと同時に、板付
注11

遺跡の方形竪穴は弥生時代の貯蔵穴としても最古例である。県内においても、綾羅木郷

遺跡をはじめとして弥生時代前期後半に位置付けられるものも最古例とし、綾羅木郷遺跡

に見られる平面方形の袋状竪穴を除けば、この時期には他の形態の貯蔵穴は存在していな

い。下限については、宮原遺跡、上原遺跡での中期初頭に位置付けられる少数例を除けば、

ほぽ前期に収まる。県内における袋状竪穴が、中期に至ってポピュラーとなるのに対照的

である。上原遺跡においては、この種の貯蔵穴以外に、平面円形の袋状竪穴があるが、遺

構の切り合いと出土土器の検討から、前者が後者に先行することが報告されている。県内

におけるこの種の貯蔵穴の祖形はやはり板付遺跡の方形竪穴に求められ、弥生文化の流入

に伴って県内にも流入定着したものであろう。ほぼ同時期に袋状竪穴も流入したが県内に

おいてまず受け入れられたのはこの種の貯蔵穴であった。そして時間の経過と共に袋状竪

穴に取って代わられていったものと思われる。
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4 おわりに

以上、県内出土の貯蔵穴を I類-v類に分類し、特に V類の貯蔵穴について筆者の考え

るところを述べた。とはいえ、この種の貯蔵穴については、特にその機能や使用法を論ず

る際に、それらを直接に示す資料に欠けるため、その多くの部分を土層堆積状況、出土遺

物などの間接的な資料に基づく推測に頼らざるをえず、隔靴掻痒の感があるのは否めない。

本稿において筆者の述べたことも、その意味ではこの種の竪穴（筆者の貯蔵穴V類）の機

能についてのありうる可能性に新しく一項を付け加えたにすぎない。新資料の増加を待っ

て、改めて論ずる必要があるだろう。また、本稿では筆者の力不足により論ずることがで

きなかったが、 N類に分類した貯蔵穴についても同様のことを感じている。

最後になりましたが、本稿執筆の機会を与えて下さった山口大学埋蔵文化財資料館館長

近藤喬ー先生、並びに河村吉行氏、森田孝ー氏（現山口県埋蔵文化財センター）には心か

ら感謝する次第です。

〔注〕

1) 日本考古学協会による板付環濠遺跡の調杏（文献17)、福岡県教育委員会の市営住宅建設に伴う調在（文献

21)、福岡県教育委員会の県道505号線新設改良工事に伴う調究（文献22) で検出されている。

2) 形態上袋状竪穴と区別されるのはこの点である。袋状竪穴は床面の一辺あるいは床面径と深さがほぽ一致

するものが多く、従って、浅いものでも深さ 1m を越え、深いものは 3m以上にも達するものがある。断

面形態においても、袋状竪穴が人り口部に比べて床面が著しく広いのに対して、この種の竪穴は、袋状と

いっても、入り口部と床面の広さはほとんど変わらないのを特徴とする。

3) 焼土、灰、木炭は、袋状竪穴から頻繁に出土することが知られており、この種の竪穴からこれらが出士す

ることは注目される。

4) 時期区分の表記については、前期を前半（板付 I式並行期）、後半（板付 IIa式並行期）、未（板付 IIb式

並行期）中期を初頭（城ノ越式並行期）、前半（須玖 I式並行期）、後半（須玖 II式並行期）とする。山本

一朗氏の編年では、防長 I式及び 11式が前期後半、 m式が前期末、 1V式が中期初頭、 V式が中期前半、 VI

式が中期後半に対応する（文献37)。山本氏は防長 I式が板付 l式後半期にあたるとし、前期前半に当てて

おられるが筆者はその考え方は取らない。

5) 近年各地で土器焼成城が検出されているが、形態は様々であり、形態上の特徴からその機能を論ずること

は困難である。

6) 土城 16及び24では大量の炭化物が出土しているが、土城16では床面から浮きかつ東罹中央部の睾際に集中

して、土城24では床面出土ではあるが西壁の陸際から土隕中央部にかけて、壁際に原く中央部にゆくにつ

れて薄く堆積して出土しており、貯蔵状態での出土とは考えにくい。何らかの理由で食用に適さなくなっ

たものが廃棄されたものと考えられる。

7) 袋状竪穴を用いての内部の温度及び湿度の計測実験は、福岡県門田遺跡（文献18)、鳥取県丸山遺跡（文献

15) で試みられている。

8) 中国にあっては、穀物貯蔵施設として、高床倉庫の他に貨（とう）、空（こう）と呼ばれる貯蔵穴が使用さ

れたことが元代の農学書「農書」（文献 8) の記事にあり （巻十百穀譜十一）、また、これらの貯蔵穴は掘

削されたあと内部で火がたかれ、内部を乾燥させたあとに使用されたという記事がある（巻十六農器
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譜十）。地面に掘った竪穴を貯蔵用施設として使用する場合、掘削直後の竪穴内部が湿っていることは当然

であり、何らかの処置によって、内部の乾燥が行なわれたことは想像に難くない。

9) 袋状竪穴においては両者いずれの方法も行なわれていたようである。著名な福岡県津古内畑遺跡（文献 6)

では後者が、県内では、防府市大崎遺跡（文献31) で両者の例が見られる。

10) やはり、「農書Jに、音の床面及び壁面に糠をいれて、貯蔵する穀物を囲ったという記事がある（巻十六農

図譜十）。

11) 袋状竪穴にも板付遺跡（文献17) で、夜臼式、板付 l式土器を伴う例があるが、少数例であり、この時期

の貯蔵穴としてはこの種のものが主流を占める。
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出土弥生土器の検討
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Fig. 111 弥生士器実測図 (2)

なくとも 1条の沈線を施す。 口縁の刻みは刷毛原体による。 17-20・22は端部をきちんと

面取りした後、 その下端を刻むもの。 20は刻みが細く退化している感を受ける。 22は胴が

張り、刷毛原体で刻みを施す。 25・26はこれらに伴うとみられる胴部片で、 ともに口縁部

との境で欠損し、 25は 1条、 26は少なくとも 2条の沈線を有する。 24も胴部片で少なくと

も2条の沈線を有するが、胎土・焼成良好で器競が厚く、前述の二者とはかなり異なる。

27・28は口縁端部に面を作り、内面がわずかに内彎気味になるもので、 27は頸部内面に

明確な稜をもつ。 29・30は強く短く屈曲する口縁をもち、硬質の焼成。 29は頸部外面に指

圧痕を残す。 31-34は遠賀川以東で普遍的に出士する跳ね上げ口縁をもつもので、 どの個
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下関市六連島遺跡出土の朝鮮系無文土器
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Fig. 112 弥生土器実測図 (3)

体も端部外面をヘラ状のもので横ナデして凹ませており、跳ね上げの部分が外反するよう

な印象を与える。 33の外面には煤が多贔に付着。 34は頸屈曲部外面に 1条の突帯を貼り付

ける。 35は時期がやや降ると思われるが、硬質で、外彎した口縁の端部に面を作る。

36~41 は、明らかに時期の異なる一群である。 37·39·41 は内面頸部以下はケズリ。 40

もその可能性がある。 39・40は胎土・焼成良好で、 40は端部にわずかに面を持つ。

底部は、 やはり甕が多数を占めるようである。

平底には、底径 7-8crnの小型のもの (42-47・52) と、 10cm前後の大型のもの (48-

51・53) とがあるが、 そのうち52・53は薄手で底面の外側近くに凹みが巡る。 47は、厚く

円板状に削り出した底部の外周に刷毛原体による 2条の沈線をもつ壺。
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出土弥生土器の検討

54-59は上げ底のものであるが、 57は平底の可能性もある。底面外側に平坦面を作らず

すぐに上げ底になるもの (54-56) と、外側に平坦面を残して中央部を凹ませるもの

(58・59) とがある。 54は硬質だが底部外面の調整が粗い。 55は縦刷毛の後外面を縦方向

に強くナデている。 56は外面に顕著な指圧痕を残す。 59はあまり類例を見ないが高台状の

底部をもち、胴下部がかなり内彎する。

60は高杯の外部片。 61は脚台付きの鉢または壺の脚部と思われる。

以上の土器の検討により、六連島遺跡の弥生時代は、ある程度の空白期間をはさみなが

らほぽ 4時期に区分できるように思われる。

弥生 l期 前期中葉から後半にかけての時期。 1-4の壺やFig. 110の甕のほとんど

はこの時期に属するものであろうが、むしろ 3・4の壺の文様や、甕の胴が張らず鉢形に

なるものが多いこと、沈線が少ないことなどから、やや古い要素をもつものの方を主体と

するであろう。

弥生 I1期 前期終末から中期前葉にかけての時期。 23・27・29・30の甕口縁や47の壺

底部、 54の甕底部がこの時期にあたると思われるが、この時期にあたる特徴的な壺が47以

外に認められないため、生活の一時期として成立させるにはやや根拠が弱い。九1-M北部の
19) 

中期土器は遠賀川を境としてその東西で系譜を異にするとされるが、六連島の場合は前期

末には在地（遠賀川以東）の特色が濃く、中期に入ると遠賀川以西の匝接の影響が汲み取

れる。

弥生 III期 中期後半を中心とする時期。壺．甕ともに径を復原できる程度の破片が残

っている。 7- 9の壺や31-34の甕などが典型的なこの時期のものである。中期前葉とは

違い遠賀川以束系の土器を主体とするが、 7の壺は瀬戸内と九州との文化の折衷形態とし

て典味深い。 8はやや遡るかもしれない。

弥生N期 後期後半を中心とする時期。量は少ない。 36-41がこれにあたるが、布留

系統の土師器甕も数個体存在しており、むしろ古墳時代の方に重心があるようである。

以上の 4時期のなかで、特に I期と m期に属する遺物が多く、弥生時代の六連島はこの

2時期を中心に営まれたものと思われる。 II期は、当遺跡が暖季のみの季節的移住によっ
20) 

て成り立つ漁村であるならば、付近にその母集落となるであろう綾羅木郷、伊倉、原、長

行、馬場山などこの時期の遺跡が多く存在する以上、大盛行したはずの施文壺ゃ厚い上げ

底の甕底部などの欠落する点はうなづけない。 II期の存在についての疑問は、同時に、 II

期が無文土器の帰属時期として成り立つのかどうかという不安となって残る。
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無文土器帰属時期の推定

福岡平野や筑紫平野ではかなりの数の「粘土紐甕」が出土しており、弥生土器との共伴

関係が知られるが、この系譜のものは口縁部形態がさらに細分できるようである。

口縁断面が完全な円形で卵形の胴部をもつ「直輸入」の形態は前期後半期に主に福岡平

野と筑紫平野北部に現れ、中期半ばまで存続する。六連島対岸の綾羅木郷遺跡や長行遺跡
21) 

では鉢形の「粘土紐甕」が出土している。

口縁断面が完全な円形でなく上部に平坦面を作ったり「コ」の字形にしたりするものは、

やや降る時期（中期初頭～前葉：城ノ越～
22) 

須玖 I式共伴期）に出現し、土生遺跡のよ

うにより内陸に分布するようである。この

口縁部形態は城ノ越式の甕に近似しており、

中期になるとともに弥生土器の影響を受け

て変化した可能性が高い。

これに対し、「粘土帯甕」は出土贔が少

なく、そのなかでも単に口縁外面に扁平な

粘土を巡らせるだけではなく頸部を確かに

「く」字状に屈曲させる属性をもつものは、

前述のとおり芦ヶ浦、オテカタ、沖ノ島、

秋根、六連島からの出土品のみであり、 こ

れらは金海式土器との頸部屈曲の類似性か

ら、無文土器文化の末期に現れる形態とし

て理解されている。弥生土器との共伴によ

る推定時期は、報告者に従えば芦ヶ浦が後

期中葉、オテカタが中期後半～後期前半、

そして秋根が中期初頭であり、遺跡によっ

てかなり時期差のあることがわかる。

近年韓国では調杏が進み、特に南端部地

域を中心に、無文土器と弥生土器との共伴
23) 

が確認されてきている。それによると、慶

Fig. 113 朝鮮半島における無文土器甕の分布 1-Mの朝陽洞遺跡下層で、牛角形把手や典型
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無文土器帰属時期の推定

的な口縁断面三角形の「粘土帯甕」に、城ノ越～須玖 l式の弥生土器甕が伴出したという。

三千浦市の勒島遺跡でも、当六連島遺跡出土のものに酷似する「粘土帯甕」が、城ノ越～

須玖 l式の土器多贔とともに表採されており、牛角形把手と「粘土帯甕」の単純遺跡であ

ることから、これに伴うとしてまず間違いないとされる。ただし勒島遺跡では須玖 II式と

思われる高杯片も採集されており、「粘土帯甕」の下限が弥生中期後半以降に下がる可能

性のあることが指摘されている。そして釜山市朝島 1区貝塚川層では、把手は組合せ牛角

形と牛角形の両方が、甕は「粘土紐」から「粘土帯」への過渡的形態のものが存在し、こ

れらに城ノ越式と思われる甕が伴出することから、「粘土帯甕」の上限が弥生中期初頭に

比定されている。

述べてきたとおり、日本と韓国とでは「粘土帯甕」に共伴する弥生土器の時期が必ずし

も一致していない。より韓国に近い対馬の芦ヶ浦やオテカタでは完全に時期が遅れており、

かえって日本本土の秋根遺跡例のほうがほぽ韓国と一致した時期のものとみられるのは、

一考を要する問題である。

六連島遺跡の「粘土帯甕」の時期は、以上のことより弥生 II-川期の範疇にはおさまり

そうである。韓国本土での共伴例や周辺の綾羅木郷・秋根• 長行の各遺跡での出土例を考

慮すると、そのなかでも II期の後半（中期前葉）の可能性が高いが、秋根遺跡例を出土し

た溝には中期後半に降ると思われる土器も含まれており、さらに後期中葉の壺を伴ったと

される対馬の芦ヶ浦洞穴例や、韓

国勒島遺跡の須玖 II式土器の存在

などから、「粘土帯甕」の時期幅

を認めるとすると、川期に属する

可能性も大きくなってくる。

日本では今のところ、完全な口

縁断面円形の甕と「く」字状に折

れる頸部をもつ口縁断面三角形の

甕との共伴例はもとより、同一遺

跡からの時期を異にする検出例も

報告されていない。これは、この

2者の流人時期だけではなく、そ

れを受け入れた地域が異なってい

り
？

5
 〕°炉計 ▲ は粘土帯甕を出土する遺跡

（番号はTab. 11に対応）

鼠 7
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Fig. 114 九州・山口地方における無文土器甕の分布
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山口大学構内遺跡調在要項

山口大学埋蔵文化財資料館規則

（設置）

第 1条 山口大学に山口大学埋蔵文化財資料館（以下「資料館」という。）を置く。

（資料館の業務）

第 2条 資料館は、学内の共同利用施設として、次の各号に掲げる業務を行なう。

山口大学構内等から出土した埋蔵文化財の収蔵・展示および調介研究

二 山口大学構内等における埋蔵文化財の発掘調介並びに報告書の刊行

三 その他埋蔵文化財に関する必要な業務

（運営委員会）

第 3条 資料館に関する事項を審議するため、山口大学埋蔵文化財資料館運党委員会（以

下「委員会」という。）を置く。

2 委員会に関する規則は、別に定める。

（館長）

第 4条 資料館に館長を置く。館長は委員会に議を経て学長が委嘱する。

2 館長の任期は 2年とし、再任を妨げない。

3 館長は、資料館の業務を掌理する。

（調介員）

第 5条 資料館には調査員若干名を置く。

2 調介員は、委員会の議を経て館長が委嘱する。

3 調介貝は、資料館の業務を処理する。

（特別調介貝）

第 6条 埋蔵文化財に関する特別な分野の調介研究を行なうため、資料館に特別調介貝若

二f名を置くことができる。

2 特別調介員は、委員会の議を経て館長が委嘱する。

（雑則）

第 7条 この規則に定めるもののほか、資料館に必要な事項は別に定める。
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山口大学埋蔵文化財資料館運営委員会規則

（趣旨）

第 1条 この規則は、山口大学埋蔵文化財資料館規則（以下「資料館規則」という。）第

3条第 2項の規定に基づき、山口大学埋蔵文化財資料館運営委員会（以下「委員会」と

いう。）に関し、必要な事項を定めるものとする。

（審議事項）

第 2条 委員会は次の事項を審議する。

山口大学埋蔵文化財資料館（以下「資料館」という。）に関する甚本的なこと。

― 資料館の管理運酋に関すること。

― 資料館の整備充実に関すること。

四 資料館の運営に要する経費に関すること。

五 その他必要な事項

（組織）

第 3条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。

資料館規則第 4条第 1項の館長

各学部および教養部の教官各 1名

事務局長

2 前項第 2号の委員は、それぞれの部局の推肱に基づいて学長が委嘱する。

（任期）

第 4条 前条第 1項第 2号の委員の任期は 2年とし、再任を妨げない。

（委員長）

第 5条 委員会に委員長を置き、委員の互選とする。

2 委員長は委員会を招集し、その議長となる。

（幹事）

第 6条 委員会に幹事を置き、庶務部長、経理部長及び施設部長をもって充てる。

（委員以外の出席）

第 7条 委員会が必要と認めるときは、委員以外の者を委員会に出席させることができる。

（事務）

第 8条 委員会の事務は、庶務部庶務課において処理する。
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（雑則）

第 9条 この規則に定めるもののはか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員会が定め

る。

Tab. 13 山口大学埋蔵文化財資料館運営委貝会委員

（昭和60・61年度）

部 局 名 氏 名 官 職 任 期 備 考

医 戸子→. 部 黄 基 雄 教 授 60. 4. 1-62. 3. 31 委員長

人 文 学 部 近 藤 喬 教 授 59. 4. 2-62. 4. 1 館 長

人 文学部 中 村 友 博 助教授 60. 5.29~62. 5.28 

教育学部 浦 惰 教 授 60. 4. 1-62. 3.31 

経済学部 及 J 11 順 教 授 60. 4. 1-62. 3.31 

理 ，，子ソ~・ 部 岩 田 允 夫 教 授 60. 4. 1-62. 3. 31 

工 が子’→・ 部 島 撒 史 教 授 60. 4. 1-62. 3. 31 

農 呂子 部 西 野 武 蔵 教 授 60. 4. 1-62. 3. 31 

教 従 部 木 村 忠 夫 教 授 60. 4. 1-62. 3. 31 

事 務 局 五 田 次 雄 事務局長 60. 2. 1 -60. 11. 30 

事 務 局 大 公ロ 巖 事務局長 60 .12. 1-

Tab. 14 山口大学埋蔵文化財資料館特別調介員

学部 等 氏 名 官 職 専 攻 科 目 等 備 考

人文学部 中 村 友 博 助教授 日 本考古学 昭和60・61年度

教育学部 浦 肇 教 授 地 理 凡子- 昭和60・61年度

理 ,'--7'4 - 部 富 阪 武 士 教 授 鉱 物 芦-7-- 昭和60年 度

理 呂子→ 部 松 本 1／ 正正 夫 教 授 岩 石 学 昭和60・61年度

農 呂子— 部 勝 本 謙 助教授 植物 分類 学 昭和60・61年度

工業短期大学部 池 クロ 元 伺 教 授 年 代 測 、ll:::.L~ 

昭和60・61年度
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琵 又旧調は査調地杏区名名

開 第 I地区 A・B区

第N地区家畜病院新営

第 a 地 区

第 1X地区牛舎新営

第 N 地 区

悶 第川地区杭列 区

第川地区南区

第 m地区北区

第 m地区東南区

第 m地 区 野 球場

第 V地区学生食堂

第 V 地 区

大第 学l 地本 部区 新C 営区

悶 第 V地区教育学部

悶 第 I地区 D区第1地点

第 I地区 D区第2地点

第1地区D区第3地点

第l地区 D区第4地点

第1地区D区第5地点

第1地区D区第6地点

第l地区 D区第7地点

第第 2I学地生食区堂E新営区

山口大学構内の主な調査

O旧調在区名は吉田遺跡調介団使用のもの

041年から57年までの調介は全て吉田地区

0地点は吉田構内 Fig. 115、小串構内 Fig. 116、常盤

構内 Fig. 117、亀山構内 Fig. 118、光構内 Fig. 119 

を参照

Tab. 15 山口大学構内の主な調究一覧表

学内地区割 贋 担当者 問 見應 遺 構 遺 物 備 考

L・M-15 1 小野忠煕 事前 30? 柱弥穴生竪穴住居・ 弥須生恵器土器、土師器、 吉田第 1次発掘調査

SS -・T20-区19区 2 小野忠煕 事前 2,000 溝、柱穴 弥瓦生質土土器器、、土須恵師器器、 吉田第 2次発掘調査

P・Q -19・20区 3 小野忠熙 試掘 弥生土器、土師器 吉田第 3次発掘調杏

S -10区 4 小野忠煕 事前 300 弥古中墳生世住溝竪居穴•住跡土壊居・溝、、 弥須陶磁生恵土器器器、瓦、土質土師器器、、 吉田第 4次発掘調介

S・T-10-13区 5 小野忠熙 試掘 吉田第 5次発掘調杏
—ー I

E-20区 6 小野忠煕 事前 杭列 弥須矢板生恵状土器器木、瓦杭、土質土師器器、、 吉田第 6次発掘調査

} 1,100 
縄器、文木土器器、石、弥器牛土G・H -22・23区 7 小野忠熙 事前 河川跡、柱穴 吉田第 7次発掘調杏

I・J -20・21区 8 小野忠煕 事前 1,400 土竪壊穴、住住居穴、溝、 吉田第 8次発掘調介

H-23区K 
I・J・-24区 9 小野忠煕 事前 弥生竪穴住居 弥生土器 吉田第 9次発掘調介

I -22・23区・2 
J -21・22 3区 10 小野忠翠 試掘 中世柱穴 瓦質土器 吉田第10次発掘調査
K -22・24区

J I-・J 20-区19・20区 11 事前 弥古墳生溝土壊、 弥生土器、土師器 吉田第11次発掘調介

I・8J・・K2・0L区・M 
-1 19・ 12 吉調山査田口団大遺学跡 試掘 河土城川跡、 柱穴、 弥生土器、土師器 吉田第12次発掘調査

K・L -14区 13 ,, 事前 600 竪土凛穴住居、 溝、 土瓦師質器土器、須恵器、 吉田第13次発掘調査

,, 試掘 泊I川跡 弥須生恵土器器、土師器、 吉田第14次発掘調査

L -13区 14 ,, 試掘 溝 弥生土器、木炭屑 吉田第15次発掘調査

,, 15 ，，， ,, 弥瓦質牛土土器器、土師器、 吉田第16次発掘調介

M-13区 16 ,, ,, 土竪壊穴住、居柱穴、 土師器 吉田第17次発掘調査

M・N-13区 17 ,,. ,, 溝弥生、土竪壊穴住居、 弥石牛器土、瓦器、質土土師器器、 吉田第18次発掘調査

L-13区 18 ,,. ,, 弥生溝 弥生土器 吉田第19次発掘調査

M-13区 19 ，， ,, 弥古墳生溝竪穴住居、 弥石器生土器、土師器 吉田第20次発掘調査

，' 20 ,, ケ 溝 弥生土器 吉田第21次発掘調査

N・0-15区 21 ,, 事前 900 弥住柱穴居牛、～土古城墳、竪溝穴、 弥須石生恵器土器、器鉄、瓦、製土質品師土器器、、 吉田第22次発掘調査
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翌爵 又旧調は査調地査区名名 学内地区割 舟‘’’‘ 担当者 目雰 見應 遺 構 遺 物 備 考

悶 第 II 地 区 ，，， 試掘 弥牛土器 吉田第23次発掘調杏

謂 第 m 地 区 ~ 
,,. 竪穴住居 弥須恵生土器器、土師器、 吉田第24次発掘調介

悶 人 文 学 部 校 舎 新営 M・N-21区 22 近藤喬一 試掘 180 吉田第25次発掘調査

埋山財11育11蔵資委口1料市日大文会館教学化教養 育護 学学 校部 新附 営属 A・B・C2・4D区- 23 ,, 溝、土壊 縄弥文生土土器器 吉田第26次発掘調杏20・21・23・

悶 理学部校舎新営 0-19区 24 埋財山資蔵口料文大館学化 ,, 250 吉田第27次発掘調在

農学部動物舎新営 P-18区 25 ,, ，，， 380 吉田第28次発掘調査

本部管理棟新 営 L -14区 26 ケ 事前 740 溝墓中、、世住土井居颯戸跡、柱土穴壊、 弥石生製品土器、土師器、 吉田第29次発掘調在

悶 経済学部校舎新営 K・L --21区 27 ~ ,, 吉田第30次発掘調査

実農学験部施農設業新観測営 Q-15区 28 ,, ,,. 50 溝、土城 吉田第31次発掘調査

F -20且・21区
I吉事田続第行1次立会調脊本 部 G-19 29 ~ リ」ームェ

H-20 

農 ,.,,. 子 部 P• Q-17・18区 30 ~ ケ 吉田第 2次立会調介

雰 教育学部校舎新営 H-19区 31 ，，， 事前 400 弥土壊生、竪溝穴、住柱居穴、 弥生土器、石製品 吉田第32次発掘調究

教育学部音楽棟新営 H-16区 32 ~ ,, 100 溝 吉田第33次発掘調杏

教術科育実学験部実美習術棟科新•技営 J -19・20区 33 ，，， ，' 130 柱旧河穴川、 溝、 縄器文、須土恵器器、、土弥師牛器土 吉田第34次発掘調在

正門橋脚新営 H-11区 34 ,, J.L」ームエ I吉事田続第行3次立会調査

時計塔埋設 H-14区 35 ，，， ,, 
吉工事田続第行4次立会調介

本部構内擁 壁 K-14区 36 ,,. ~ 工吉事田続第行5次立会調査

教養部構内擁壁 I -17区 37 ? ~ 工法等変更 6次立会

構内循環道路舗装 吉田構内 38 ，，， ,, 工事続行 7次立会

農学部中庭整 備 0-17区 39 ケ ,, 工事続行 8次立会

暖房施設改修 0-16区 40 ,, ,, 工法等変更 9次立会

学生部文化会車庫新営 L-8区 41 ,, ，，， 工法等変更10次立会

学生部馬場整備 M・N-8・9区 42 ,lo ~ 工事続行 11次立会

開 附属図書館増 築 M-16区 43 ~ 事前 600 弥土壊生、～柱古穴墳、杭溝列、 弥須生恵土器器、石、土器師器、 吉田第35次発掘調杏

大学会館新営 M-14・15区 44 ~ 試掘 130 弥溝生竪穴住居、 弥生土器 吉田第36次発掘調介

教学育校学プ部ー附ル属新養営護 M-22区 45 ,, Ji.. 」→ ムエ 吉田第12次立会調究

放実射験性室同排位水元桝素新総合営 0-18区 46 ,, ,, 吉田第13次立会調登

教昇養降部自口転車新置場営 K・L -17区 47 ,, ケ 吉田第14次立会調在

教環 養境部整中 庭備 J・K -16区 48 ~ ~ 
吉田第15次立会調査

悶
古柱掘墳穴立i井主戸建中物世、土井城戸、、 弥須器土器生患、器、国木士器、簡産瓦器、陶器、石、輸土器、器入緑緬、陶瓦釉器磁質陶、大学会館新営 M・N-12区 49 ,, 事前 2,000 吉田第37次発掘調査

防ラ球グネ ビッ トー新場営 G・H-19区 50 ~ ~ 120 弥古土凛墳生溝竪、穴弥住生居、～ 弥石製生品土器、 土師器 竪吉に穴田よ住第り現3居8次地は保発上存掘法講変杏更
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闘 又旧調は査調地沓区名名 学内地区割 胃 担当者 日雰 乳應 遺 構 遺 物 備 考

悶 教学校育自学転部車附置属場光新営小 l 埋財山資蔵口料文大館学化 試掘 近世～近代石垣 陶瓦磁器、瓦質土器、 光第 1次発掘調脊

蓋遺構、遺物包含層な
工学部校舎新営 1 ,, ~ 70 須恵器

盤第 1次発掘調介

雰 蓋遺構、遺物包含層な
工学部図書館増築 2 ~ 試掘 70 

盤第 2次発掘調在

医学部体育館新営 1 ,, ，' 260 土石師器器、瓦質土器、 小串第 1次発掘調究

教幼育稚学圏部運附動属山場口整小備・ 1 ，，， ，，， 60 溝古状墳遺竪構穴住居、 土瓦製品師質土、器木器、製須、品瓦恵器、石、 亀山第 1次発掘調資

理学部大学院校舎新営 M ・N -2 0 区区
0-20・21 

51 ，，， リ~ムェ 410 工吉事田続第行16次立会調杏

正お門よ•び南正門門二花輪壇車新置場営
I -1 2 且・1 3 区

工吉事田続第行17次立会調杏J -13 52 ，， ，， 180 
H-23 

学場生的部台ア•ー電チ柱ェ設リ置ー M-8区 53 ,, ,, 30 工吉事田続第行18次立会調査

学生部厩舎整備 L-9区 54 ,, ,, 2 工吉事田続第行19次立会調査

学散生水部栓野取球場設 J・K -21区 55 ~ ，，， 工吉事田続第行20次立会調査

I -167-区・117 7区
工吉事田続第2行1次立会調杏教養部環境整備 J -1 56 ,,. -lo 80 

K・L ・18区

学改生部テニスコー修ト
C -1 7 ・ 1 8 区区

L吉事田続第2行2次立会調究D-16区・17 57 ,, ,, 12 
E-16 

医学部図書館増築 2 ~ ,, 小串第 1次立会調究

医学部体育館新営 3 ,, ,, 
工小事串続第行2次立会調介

悶 医学部浄化槽新営 4 ,,. 事前 近世溝 土磁師器器、瓦質土器、
記小録串保第存2次発掘調査

医学部体育館新営 5 ,, ，' 65 磁土器師器、瓦質土器、 小串第 3次発掘調杏

大学会館ケープル布設 N-12・14区 58 ，，， ,, 160 弥柱生穴土壊、 弥生土器 吉田第39次発掘調査

大学会館排水管布設 K・L -13区 59 ~ ~ 180 弥古清包牛含代、層柱～ー、中穴中,I世眉墳遺土L物壕績、、磁弥須生恵、土瓦器器質、土、青土器磁師、器白、 記吉録田保第存40次発掘調査

医（特学高部受基変電幹設整備備） 6 ，，， 試掘 28 動物遺体（貝殻） 小串第 4次発掘調査

病医学理部解臨剖床講棟義新棟営・ 7 ，，， ，' 38 小串第 5次発掘調在

学生部テニスコー修ト C -1 7 • 1 8 ・ 1 9 区区
古包墳含層以降の遺物 I財吉支事田障第規4模な1次内し発埋掘蔵調文在化

フェンス改 D-15区・16・17 60 ,, ~ 25 士師器
E-16 

経済学部樹木移植 K -19・20・21区 61 ,, 立」ームェ 8 工財吉事支田障規第2模な3次内し立埋会蔵調文脊化

排工学水部尾管山布宿設舎 ,, 20 常盤第 1次立会調杏

教中育学学校部焼附却属場光新小営・
2 ヶ ,, 光第 1次立会調査

学合生宿部研ボ修ー所ト整艇庫備 ,, ,, 0.5 宇部市小野湖

学合生宿部研ヨ修ッ所ト整艇備庫 ，，， ,., 吉敷郡秋穂町
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彗 旧又調は査調地査区名名 学内地区割 胃 担当者 日雰 見應 遺 構 遺 物 備 考

悶 医学部外米診療棟新営 8 埋財山資蔵口料大文館化学 試掘 409 土土器師質、陶土磁器器、瓦質 小串第 6次発掘調査

大学会館環境整備 L -14区N 
L・M・-15区 62 ，，， ，， 592 弥包穴穴土世住牛含凛士居、ー層職、古、中貯弥代世溝蔵遺生、ー穴柱物翌近 縄器器器入原磁、、、石文土丸上士器、鉄器師質、製器、土国品器弥器産、、`窯生陶h須、壁土恵輸磁斧 吉田第42次発掘調在

医学部基礎研究棟新営 ， -1- ，，， 11 近世陶器 小串第 7次発掘調登

医学部看護婦宿舎改修 10 ケ ,, 25 近世陶磁器 小串第 8次発掘調査

経（樹済学木部環移境整植備） K -2 1 区区
L-20 63 9 J.L~b. エ 5 吉田第24次立会調介

農園学排部水附溝属修農復場整飼料備 R -16-19区 64 ,, ,, 30 古川跡代末～中世河 輸石須器恵入、器陶鉄磁、滓土器、師綸器、口、 吉田第25次立会調査

農改学部附属農場農道修 V-15・16区 65 ，，， ~ 325 吉田第26次立会調介

教（樹育学部木前庭移環境植整）備 I・J -19・20区 66 ,, ,, 430 吉田第27次立会調介

設中央ボイラー棟車止置 0・P -16区 67 ,, ~ 2.5 須恵器 吉田第28次立会調介

大（樹学会木館` 環移境整植備） L・M-15区 68 ,, ,, ， 弥須石牛恵、鉄土器滓器、、石土鍋師、砥器、 吉田第29次立会調介

交通標識設置 J―W18, 区N-14区
0- 69 ，，， ,, 3 吉田第30次立会調花

偏農学（実部験解剖動実物習遅棟勁周辺場開設境置整） P・Q-17・18区 70 ,, 'l 16 吉田第31次立会凋介

理（藤学部棚環設境整置備） N -20・21区 71 ,, ，，， 4 吉田第32次立会調介

舗農学部附属家畜病院装 S・T-19区 72 ,, ,, 270 吉田第33次立会調先

医学部看護婦宿舎改修 11 ケ ,, 20 小串第 3次立会調介

医（樹学部木環移境整植備） 12 ,, ケ 40 小串第 4次立会調奇

取工学部尾設山宿舎擁竪等 ,, ,, 65 常盤第 2次立会調在

工学部受水槽総改修 3 ,, 1' 1.5 常盤第 3次立会調在

教学育校学散部水附属栓山改口修小 2 ヶ ,, 1 亀山第 1次立会調介

教学育校学球部技附コ属ー山ト整口備中 ヶ ,,. 2 亀山第 2次立会調介

教環育境学整部備附（樹属木幼移稚植園） 3 ヶ ,, I 亀山第 3次立会調介

教学育校学外部附灯属改光修中 3 ,, ,,. 1 土師器 光第 2次立会調杏

熊野荘給湯機器取設 ，，， ,, 7 山口市熊野町

※ 昭和41年以降、吉田構内においては工事に際し、随時継続的に調登を実施しているが、昭和52年以前の吉田遺跡調在団の調在分につい

ては調査名をすべて把握しているわけではなく、注意されたい。
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Summary 

This report・accounts the results of archaeological researches in twenty-four excavated areas lo-

cated on campus in 1985. 

As Appendix, it carries another report of excavation at "the Preserved Site" on the Yoshida 

campus in 1982, and also carries two papers, Pits for the preservation of food in Yamaguchi Pref., 

and Plain coarse ,pottery originated from Korea excavated from Mutsurejima site. 

Yamaguchi University Archaeological Research was established as part of the cross—faculties 

public facilities of the University in 1978. We refer to a plan from the conference of the Manage-

ment Committee first and gain approval. We then carried out the research in relation to the con-

struction work on campus. 

The current year we carried out researches as follow: 

1 . Researches on the Yoshida campus 

(1) Soundings in relation to the environmental adjustment at the University Hall's garden 

We found many pit holes and some ditches. In particuler a pit for the preservation of 

food and a dwelling pit were discovered with some remains. The one had functioned since 

the early till the middle Yayoi period, the other in the late Yayoi period. And the manure 

jars in the Edo period were set up. 

Some layers contained many objects dating from the late Jomon to the middle Kamakura 

period. A Jomon bowl and sherds tell us human beings have existed since earlier time in 

this area. As specially important objects, stone of obsidian and talc were discovered. The 

one was not apply work at all, the other was worked by human skill. We got valuable mate-

rials in knowing the relation of demand and supply. 

Making allowance for the result of this soundings, we decided to carry out each environ-

mental adjustment in this area from now. 

(2) Examinations under construction 

As for the repairs a sewer on University Farm, we found a river dating from Nara to 

Kamakura period. In it, there were some remains connected with the iron manufacture. For 

the environmental adjustment on the Faculty of Education, we confirmed a small valley. 
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When they planted some trees at the University Hall's garden, we examined making allo-

wance for the result of the foregoing soundings. As a specially important object, a sue bowl 

with writing in ink was discoverd. It is material evidence offering a proposal there was a 

government office from the late Nara to the early Heian period around here. 

2 . Researches on the Kogush1 campus 

(1) Soundings in relation to the constructions of a new university hospital and a new building 

for the fundamental study at the School of Medicrne 

Speaking of the one, We confirmed a layer containing some relics dating from the 

Medieval age to the Modern, but didn't find any features in the said ages. For the other, 

though the same layer was discovered, it contained no remains. We need to examine into 

this point at the center of the campus. 

(2) Soundings and examinations under construction in relation to the repair of the Nurse 

Dormitory, and to the environmental adjustment around it at the School of Medicrne 

We found some pieces of mordern porcelain, but couldn't guess all underground cultural 

properties in this area. 

3 . Researches on the Tokiwa campus 

According to the examination under construction in relation to the repair of a tank for 

accumulation and circulation of water, we knew this area used to be a part of a hill, and to 

fall steeply toward the west valley. So we guessed most of this hill to have been scraped and 

leveled on the large scale. 

The examination under construction around the Oyama Dormitory told us the land had 

sloped toward the south valley in this area. 

4 . Researches on the Kameyama campus, Hikari campus and Kumano Dormitory 

At Yamaguchi Junior High School, Yamaguchi Elementary School and Kindergerten, Hikari 

Junior High School, and Kumano Dormitory, we made examinations under construction, but 

couldn't get any obvious objects of study. 
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